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      プロローグ──その星くずの中の少女



    

  
    
      
　雲の合間を縫って、彼女は落っこちていた。

　夜空の上の上から、まっさかさまに、どんどん加速しながら。

　燃え上がる金属に包まれたその身体からだには、左胸に×ノト印の傷あとがある――



　それは何の警告も無しに、ありえないスピードで墜おちてきた。

　真っ赤な炎の尾を引きながらも燃え尽きはせず、ガルナ南方の無人地帯――小川のほとりにつっこんで、辺りをメチャクチャにしたのだ。

　川辺にはいきなり直径50メテほどのまぁるいクレーターができ、辺りの木立はそこを中心に何十本も薙なぎ倒された。

　ぎゃあぎゃあ

　と声を上げながら、轟ごう音おんで眠りから覚めた鳥や獣たちは大おお慌あわてで逃げ出した。川からクレーターに流れ込み始めた水には、気絶した魚がぷかぷか浮いて混じっている。

　そしてその大混乱から数時間が経たち、川辺に再び静寂が戻ってきたころ……

　クレーターの中央辺りに散らばっていた隕いん石せきの破片の１つが、がぽ、と開いた。

　いや、それは正確には隕石の破片ではなかった。隕石の中に入っていた、球型の乗り物だったのである。その出入口が、オレンジの皮を一むきしたような感じに開いたのだ。

　扉を押し開け、中から、べちゃ、と地面に落ちたのは――１人の、小柄な少女だった。

　少女は、泥にまみれた身体を起こす。

　――耳。

　周囲の安全を確かめるようにヒクついたその耳は、人間のそれとは異なっていた。ケモノのようにとんがり、ふさふさした白い毛におおわれているのだ。

　お粗末なアサ布のワンピースのお尻しりの辺りからは、こちらも白い毛におおわれた短いシッポがピコッと出ている。

　（……ああ……私、ここに……ようやくここに着いたのですね……）

　少女は天を仰あおぎ、満月を見つめ、眠るように眼めを閉じた。

　大きく深呼吸をし、あの月にまつわる伝説を持つ少年のことを胸に思い浮かべる。

（……感かんあり、です……いる……あの人は、あっち……）

　そう、彼は――ここから北へ、20キラメテほど行ったところにいる。

　なんとなくだけど、まちがいない。



    

  
    
      



    

  
    
      墜落52日前――招かれざるものたち



    

  
    
      
　――月への旅から４か月。

　ノト屋は、けっこう繁盛していた。

　お得意さんの船乗りたちに加えて、月まで行ってきた宙士アストロノトとはどんなヤツだろうと、ミーハーなお客さんたちが一時期かなり来てくれていたのである。

　その儲もうけで腕っこきの大工を雇い――ノトは先月、自宅を建て増しした。

　今まで２階建てだったのを、３階建てにしたのだ。

　新しい２階をまるまる使った広い部屋には、これまた新品の家具が入っている。

　真っ白なシーツがまぶしい大きなベッド。削り立ての木材が爽さわやかに香るクローゼット。背もたれがハート型になっているかわいいイスに、チークのデスク。



　――『レンビアの部屋』――



　部屋の扉に下げた表札を見て、ノトは腕を組み、ニヤけそうになるのをこらえた。

　――そう、この建て増しは、レンビアのためにやったのだ。

　しかも、当人にはナイショで。

　最近のレンビアは魔法陣の実験やら魔導師の会議やらで自宅を留守にしがちで、家賃がもったいないし、こないだは空あき巣すがドアの鍵かぎを壊そうとした跡があったりもした。

　で、彼女が「そろそろ引っ越したいのよねー」とボヤいていたのを聞いたノトは、レンビアの誕生日に『部屋』をプレゼントしようと、この建て増しを決行したのである。

　サプライズ狙ねらいとはいえ、本人の了承を得る前に工事をしてしまうのはちょっと勇気がいったが……ノトには、レンビアがここに住むのをＯＫしてくれる自信がかなりあった。

　その根拠はあの、こないだの、高台公園でのデートだ。

　あのデートで、２人の関係は確実に進展した手て応ごたえがある。

　ユァンたちのジャマが入ったせいで未遂に終わったが、あのときのレンビアはノトにキスを許してくれそうなそぶりさえしていた。

　――そんな中で迎える８月28日、明日が、レンビアの誕生日なのである。

　これはまさに絶妙なタイミングでのご招待になるだろう。ＯＫされないワケがない。

　つまり――２人は明日から、一つ屋根の下で同居を始めちゃうことになるのだ！

　同居！　なんて甘美な響きだろうか。

　それは文字通り、夢のように甘い生活になるに違いない。

「いやぁー、ノト殿も策士ですなぁー！」

　自分で自分の頭を叩たたいてツッコミながら、ノトはのしのしと階段（これも新設したものだ）を降りて１階の『ノト屋』に戻った。

　静かな酒場には、きちんとオリヅメにした料理がカゴに入れてある。

　今夜は大口の出前の注文が入ったので、ちょっと早めに店を閉じ、この料理に専念していたのだ。

「えーと。湯がいた鶏とり肉にく入りのサラダが10人前に、エビとムラサキ貝のチーズ粥がゆが10人前、ハーブ酒入りケーキが３ホール、それから……っと」

　注文通りに作った料理がすべて揃そろっていることを確認すると、ノトはロウ紙を料理の上に敷き詰めて、よっこらせ、とカゴを背負った。今日はけっこう大粒の雨が降っているので、カサをさし、さらにこのぐらいの防水をしといた方がいいだろう。

　実はこの出前は、レンビアのコネでもらった仕事だった。

　今夜のレンビアは人脈作りも兼ねて、宮廷魔導師たちによる誰だれだかの送別パーティーの二次会に参加している。そこで食べ物が必要ということになり――参加させてもらうかわりに雑用係をやっていたレンビアが、ノト屋に料理を注文してくれたのである。



（おいおい……すっげぇなぁ……）

　会場となっている高級ホテルへ料理を運びに入ったノトは、そこのホールの光景にポカーンと口を開けてしまっていた。

　貴族のパーティーというやつは、一次会はかしこまって、二次会は趣向をこらしてやるものだと聞いたことがあるが――この二次会はまさにその通りで、かなり凝こっていた。

　南の島をイメージして飾り付けをしたらしい会場には、なんと本物のヤシの木が持ち込まれている。その周囲にはイスではなく植物を編んで作った敷物があって、そこに座る魔導師たちはちゃんと南国風の衣装に着替えていた。

「おっ……」

　その中にレンビアの姿を見つけて、ノトはさらに目を見張る。

　どこかからレンタルしたらしい南洋の民族衣装は、水着のように胸まわりだけを覆おおい、

　袖そでもなければ、おヘソも出す大胆なものだ。対照的に腰から下はゆったりした絹のハーレムパンツをはいているのだが、それはそれでふんわりしていてまたカワイイ。

　そんなレンビアは、何人もの男の宮廷魔導師たちに囲まれてもてはやされていた。

　なんというか、『寵ちよう児じ』って言葉がピッタリのモテっぷりである。

　レンビアもレンビアで魔法陣の話が思う存分できて嬉うれしいのか、イケメンたちに囲まれて楽しいのか、けっこう愛想よく笑っている。

（まぁ……そりゃそうだろうな）

　壁際に用意された布の上に料理を並べつつ、ノトはレンビアの人気っぷりに一人で納得していた。

　宮廷魔女たちは美人揃いなのだが、流行の髪型や化粧、そして気取った仕草がみんなどことなく似ている。

　一方レンビアは一人だけ子供っぽいツインテールだったり、声を上げて笑ったりと、ただ居るだけで目立つ存在だ。

　さらに妙齢の宮廷魔女たちの中にあって、レンビアは格別若い。

　――これは、人気が出て当然だろう。

（よかったなぁレンビア……でも、なぁー……）

　だが、ノトはなんでかこのパーティーが面白くなかった。

　レンビアが急に、自分だけのものではなくなってしまったような感じがする。

　漠然とした不安感にかられたノトは、料理をサッサと出して、会場から視線を逸そらすようにしつつ立ち上がった……すると。

　ぽよん。

　なにか夢のように柔らかいものに顔がぶつかって、跳ね返った。

「うおっ!?」

「あっ」

　誰だれかとハモったので、尻しりもちをつきながら見上げると――そこには。

　水着みたいな純白の絹けん布ぷに包まれた、メロンみたいにでっかい巨乳があった。

「！」

　――やばいっ。

　ノトは真っ青になる。

　レンビアのことを考えてたせいで、不注意にもパーティーのゲスト――もちろん、貴族様だろう――の胸に、思いっきり顔をぶつけてしまったのだ。

　見上げれば……垂れ目ぎみのお姉ねえさまが、その目を丸くしてこっちを見下ろしている。

　こいつぁー、チカンとして逮捕されちゃうかもしれない。

　と、ノトが緊張にノドを鳴らした時。

「……ゴメンねぇ、痛くなかった？」

　こっちの不安をよそに、その女性はおっとりした声で逆に謝りながらしゃがんできた。

　ふわり。

　ゆるやかにウェーブした長いピンクの髪から、甘くて柔らかい香りが微かすかに漂う。

「い、いや……俺おれは痛くもやわらかくも、あッ、じゃなくて、痛くもかゆくもっ」

「ほんと？　お顔に、おケガとかしてない……？」

　女性はちょっと首を傾かしげるようにしながら、ノトの顔を優しく触ってきた。

　スベスベしたあったかい両手が、ノトの両りよう頬ほおを包むように撫なでてくる。

　至近距離からこっちをのぞきこんでくる彼女は、長いまつげと口元のホクロが印象的なすごい美人だった。ルビー色の紅をさした唇と濃いピンク色をした瞳ひとみが、白しら肌はだの中にひときわ濃い色彩を加えている。首には純白のスカーフが、ふんわりと巻かれていた。

　年は20歳ぐらいに見えるが……ノトを子供扱いするような喋しやべり方のせいか、この人からはあふれんばかりの母性を感じてしまう。ついでに胸も服からあふれんばかりだし。

「だ、大丈夫だよっ。ていうかこっちこそゴメン！」

　しゃがんだ彼女の胸の谷間をついチラ見してしまったノトは、慌あわてて立ち上がる。

「あー…よかったぁー。わたしってトリ頭で……物忘れして、あれぇー何か忘れてたかしらぁー、って、よくぽけーっとしてて……人に、ぶつかっちゃうの。でも、おケガがなくてよかったわ」

　そう言って立ち上がった長身の彼女は、あ、と何かを思い出したような顔をした。

　そして、白いレースの長手袋をした手を口元に寄せて、くす、と小さく笑う。

「ねえ、そういえばさっきあなた……ずっと、レンビアちゃんを見てなかった？　あの子に何かご用でもあるの？　それとも、ふふっ、カワイイから？　あの子、とーってもカワイイもんね。女のわたしでも、見てるとドキドキしちゃうくらい……」

「……っ」ノトはちょっと口ごもる。そんなにガン見してたんだろうか。「あ、いや……俺おれ、あいつと幼なじみだから。あいつも出世したなぁー、って」

　ごまかすようにそう言うと、彼女は胸の前でポンと手を合わせた。

「まぁ。レンビアちゃんのお友達さんなのね――ねぇ、レンビ……」

「あ、いや、呼ばないでくれよっ。あいつだって……あんだけ貴族のお友達がいっぱいいるんだから、俺みたいな平民とここで話すの恥ずかしいだろうし」

　そう言ったノトに――

　女は眉まゆをちょっと吊つり上げて、振り返った。

「だめ」

「へ？」

「そんなことを言っては、だめよ。人間の中身は、身分や人種では決まらないわ」

　女はその美しい顔をノトに寄せ、一言一言噛かみしめるように諭さとしてきた。

　無条件で言うことを聞きたくなってしまうような、その不思議な喋しやべり方の魅力にノトが言葉を失っていると――

「ん？」

　彼女はそのピンクの瞳ひとみをノトの額ひたいにずいっと近づけてきた。

「んん？　んんんん―――？」

　ずいっ。ずずいっ。

　今度は勝手にノトの前髪を選えり分けて、額の右っかわを至近距離でのぞきこんでくる。

「な、なんだよ」

「あなた、ひょっとしてノトくん？」

　いきなり名前を呼ばれて、ノトはキョトンとする。

「えっ、なんで俺の名前……」

「やっぱりノトくんなんだ！　うわぁー！」

　きゃあああと歓声を上げると、彼女はぽんぽん手を叩たたきながらくるりと回った。

　正直、とてもオトナとは思えない頭のゆるそうな動きである。

「ノトくん初めまして！　わたし、アローレン！　アローレン・ラ・ビアラっていうの。うわぁーどうしよう、本物のノトくんだよぉー！　トリ肌たっちゃいそう！」

　なんでか異常なまでに喜びながら、アローレンと名乗った女は満面の笑みでノトの手を取るのであった。



（なんで……こんなことになっちまったんだ？）

　手を引かれて館内の個室に連れ込まれてしまったノトは、雲のように柔らかいソファにかけながらキョロキョロと周囲を見回していた。

　室内にはここは金銀財宝の見本市ですかというような調度品が所狭しと並び、きちんと生けられた亞大陸各地の花がそこここに豪勢に飾りつけられている。

　これ、スィートルームってやつじゃあなかろうか。

「ノトくぅん、ゆーっくりくつろいでいってね。ここ、わたしが借りてるお部屋だから。それにしてもほんとに夢みたい。月面一番乗りのノトくんに、生で会えるなんて……！」

　ニコニコしながらノトの隣に座ってきたアローレンは、うっとりと、息のかかるような距離でそう言ってきた。

　ああ、そういうことか。とノトは頬ほおを引きつらせる。

　彼女はきっと、ノトが月から帰ってきてすぐの頃ころのノト屋につめかけてきた人々と同じ人種なのだろう。

　月まで行ってきた『宙士アストロノト』というものに、ミーハーな興味を持っているのだ。

「ねえねえ。ノトくんは、『新宙軍』には参加しないの？」



    

  
    
      



    

  
    
      　アローレンはそのピンクの瞳ひとみに星をきらきら輝かせながら、いきなり突っ込んだ質問をしてくる。新宙軍とは、ノトたちによる月面踏破の後にガルニアとハヤンが共同で運営することになった国際宙軍のことだ。よく知ってるな。

「い、いやー……顔を出したこともないよ。仕事が忙しくて」

　ノトがごにょごにょ答えると、アローレンはさらにノトに体をすり寄せてきて、ナイショの話といった感じで質問を続けてきた。

「じゃあじゃあ、こないだエレノア川の近くに流れ星が墜おちた話のことは何か知ってる？」

「いやー、そんな話はぜんぜん聞いたことも……」

　甘ったるいアローレンの香りに赤面しながら、ノトは逃げ出すように席を立った。

　このままこんな密室でこんな色っぽい貴族の女性と２人っきりになってたら、なんというか、いろいろマズい気がする。

　それに、だ。

「あのさ……悪ぃ。今の俺おれはもう、あんたが話したがってる『宙士アストロノト』じゃないんだよ。ただの料理人のノトで……今の俺の仕事は、会場にデザートを出すことなんだ。……ってなわけで、失礼してもいいかな」

「ええー……？」

　一応ノトなりに丁寧に会話を打ち切ったつもりだったのだが、アローレンは不満そうな声を上げる。そして、立ち上がったノトに、すがるようについてきた。

「じゃあ……今度、お仕事じゃなくてプライベートで来てくれないかしら？　わたし、週末までここにいるから……月面踏破のノトくんと、いっぱい宇宙のお話をしたいの……」

　廊下に出たノトに、ノトの話が伝わっていないアローレンは腕を絡ませてくる。

　むにゅ、と羽毛のように柔らかい胸が肘ひじにあたって、うぉ、とノトが慌あわてた時……

「アローレン鳳ほう爵しやく？」

　聞き慣れた声が、背後から聞こえてきた。

　げ、と振り返ると、そこにいたのはやっぱり――レンビアだった。

「ダメじゃないですか、席を外してちゃ。今日は鳳爵の送別会なんですから」

　例の衣装のままちょっと困ったような表情をしていたレンビアは、どうやら彼女を探して館内を歩き回っていたようだった。

「あらぁ、レンビアちゃん」

　にっこり振り返ったアローレンは、あは、とレンビアに手を振る。

「あらぁじゃないです。ほら、会場に戻りますよ」

　いらっとした手つきでアローレンをノトからひっぺがすと、レンビアは彼女を引っ張ってホールの方へと歩き出した。

　ついでに、ぎろ、と一瞬ノトを睨にらんでいく。

　なんで睨まれるのか分からず震えるノトに、ちょっとだけ振り返ったアローレンが小さく、カワイく、手を振るのであった。



　小走りにホテルの厨ちゆう房ぼうに戻ったノトは、本日のデザート、ハーブ酒入りのケーキを切り分ける作業に取りかかった。

　……と、そこに。

「ノトー？」

　レンビアが、やってきた。パーティーを抜け出してきたらしい。

　ちょっとさっきの事で気まずかったノトは「おうー」とだけ答えて、またケーキを切る作業に戻った。

「聞いたわよ？　あんた、アローレン様の胸にいきなり顔をぶつけたんだって？」

「ぶ！」

　ノトはビックリして、危うく自分の指を切りそうになってしまう。

　言葉で答えるよりもハッキリと、動きで肯定してしまった。

「んもう……相手があの人でよかったわね。ヘタな宮廷魔女に同じことしてたら、あんた、今ごろ石にされてるわよ？　よくてカエル」

「あの人で……って。アローレンって、有名人なのか？」

「有名もなにも！」

　と、レンビアはピンと指を立てた。

「アローレン様は女神様みたいに優しくて大人気のお方なんだけど、優しいだけじゃないの。美人だし、いろんな魔法のエキスパートだし、最近では宇宙学にも興味を持って下さっている、柔軟な方なのよ。まぁ、ちょっと天然なところもあるみたいだけど……

　で、彼女は昔から宮廷魔導師のナンバー２――次席魔女セコンド・マツギだったの。でも……まぁ、ウワサでは家柄だか血筋がハッキリしないってことで、ルージーンがクビになったのに筆頭魔女プリモ・マツギにしてもらえなかったのよ。で、これを機にしばらく宮廷から離れるみたい。だから今日は、その送別会ってわけ」

「へえー……宮廷魔女も、いろいろなんだな」

　ノトはケーキを切りながら、内心うなずいていた。

　さっきの彼女のオタクっぷりからするに、宇宙好きってのは本当なのだろう。

　にしても珍しい人もいたもんである。宙軍と宮廷魔女は、商売ガタキのハズなのに。

「ちなみに御おん歳とし、２２０歳らしいわよ。ま、高位の魔導師にとっては、年齢なんてあってないようなもんだけど」

「……聞かなきゃよかったかも」

「で、あんた、アローレン様の部屋で何してたのよ。怒られてたの？」

　なんだか探さぐるように聞いてきたレンビアに、ノトは首を横に振る。

「いや。宇宙の話を聞かれてたんだ。でも、話すことはなんも無かった」

「ふ―――ん」

　レンビアは机の上に肘ひじを突き、翠みどりの瞳ひとみでこっちを上うわ目め遣づかいに見てくる。

　……

　…………

　しばらく、２人の間にヘンな沈黙が流れた。

「なんだよ」

「なんでもない。――ねえ、これ１個もらうね」

　レンビアはテーブルの上に上半身を割り込ませてくると、切ったケーキに手を伸ばす。

「おい、つまみ食いかよ」

「んーおいしい！　あたし、あんたのこれ大好きなのよね！」

　ノトのツッコミをスルーしてケーキをパクッとやったレンビアは、吊つり目をぎゅーっと閉じ、表情豊かに喜びを表現した。

　ああ、カワイイ。

　ノトはその表情に、ハートに矢が刺さったような気分になる。

　レンビアの幸せそうな表情は、普段の吊りぎみの目つきとのギャップがあり、もんのすごく魅力的なのだ。

（――あーもーくそっ、やっぱカワイイなぁ！）

　なんだか心の中がぐちゃぐちゃして、頭がかぁっと熱くなってしまったノトは――

「レンビア、あのさっ、明日……うちに来いよ。お前に……たんじょ……」

　と、思い切って誕生日プレゼントの話を切り出そうとした。

　――が、やっぱり言いづらくて口ごもってしまう。

　誕生日プレゼントやるから。

　あと言うべきなのはそれだけなのだが、そのプレゼントの正体が正体だけに、切り出すだけでもかなり勇気がいる。

「うびぷ……」

「？　……ヘンなノト」

　レンビアは呆あきれるように言うと、八重歯気味の犬歯をのぞかせつつペロッと指をなめた。

　プレゼントの件を話すタイミングを逸してしまったノトは、心の中で舌打ちする。

　すると、今度はレンビアがノトに話しかけてきた。

「あのね……あのね、ノト。今回、アローレン様が辞やめるでしょ？」

「あ、ああ」

「それで、宮廷に席が１つ空あいてね……」

　そこまで言うと、さらに声をひそめてこっちの耳元に手を添えてくる。

「まだ、ナイショだよ？」

「な、なんだよ」

「あたしがね、代わりに宮廷魔女の末席に入れてもらえるかもしれないんだって」

　レンビアの言葉に、ノトは目をまん丸にして振り向いた。

　――宮廷魔女。それはつまり、“〝貴族”〟になるってことなのだ。



　夜中過ぎ。

　ノト屋でタマゴかけごはんを食べながら、ノトは沈んでいた。

　ずぅーん。

　って音が聞こえそうなぐらい、沈んでいた。

　レンビアが、貴族になる。身分違いになってしまう。

　ああ、なんだか、遠いところへ行ってしまうような感じがする。

（まぁ……そうだよなぁ）

　ごはんをもぐもぐ噛かみながら、ノトは一人でうなずいた。

　かつて宙軍でルージーンがレンビアに近付いてきた頃ころからうっすら感じてはいたが、世の中が、彼女を放ほうっておくわけがないのだ。

　才能。美び貌ぼう。レンビアには実は、いろいろ全すべてがある。いや。そもそもあったのだ。あったけど、引きこもりだったから、世間に見みい出だされていなかったのである。

　それがこないだの月面踏破のドタバタで、あの煉れん瓦が長屋から出てきた。

　そして、なんだかんだで今や魔法学界のエリート――宮廷魔女の仲間入りだという。

　……出世、はえー。

「貴族さまは、タマゴかけごはんなんか食わねーんだろーなー……」

　ガルニアの法律上、宮廷魔女（男の場合は、宮廷魔導師と呼ばれる）は、もれなく貴族に叙爵される。

　んで、新しく叙爵される貴族には、領土か、ガルナにお館やかたがもらえる。

　領土はたいてい武人が選択するものなので、レンビアは、ガルナのどこかにゴーカなお屋敷をもらうのだろう。となれば、ノト屋の２階に住んでもらうだなんて、どう考えても不可能な話――ということになる。

　深―――くため息をつくと、ノトは食事を中断してしまった。

　なんかもう、寝てしまいたい。

　そう思って屋根裏部屋に向けて階段を上り……

　２階の、表札の前で立ち止まる。

　――『レンビアの部屋』。

　なんだか急に、この札がおかしく見えてくる。

　なんか、自分は、ホントに滑こつ稽けいだ。

　あんな公園でのデート１回ぐらいで舞い上がって、建て増しなんかしちゃって。

「ふははははーっのはーっだー――………………」

　やっぱり、平凡な自分と、天才のレンビアは釣り合わないのだ。

　今日のパーティーで、魔導師たちにチヤホヤされていたレンビアの姿が脳裏をよぎる。

　今ですらあんな状態なんだから、正式に貴族になったレンビアには国中の貴族からラブコールが殺到することだろう。今度こそ本物の、玉たまの輿こしってやつだ。

　でも。

（……でも、レンビア……！）

　貴族になってしまう前。ほんの少しだけでもいい。

　この部屋に、住んでくれないか。

　俺おれだけに、俺だけに笑いかけてくれる夜を、くれないか。

　明日、お前が平民として迎える最後の誕生日を、その夜にしてくれないか。

（なあ、レンビア……！）



　翌朝、レンビアの誕生日。

　――部屋をプレゼントするには、部屋に来てもらわないといけない。

　というわけで、ノトは改めてレンビアを誘いに彼女の住む煉れん瓦が長屋へと出かけた。

　だが、ちょっと予想していた通りレンビアはどこかに出かけており、留守だった。

　軽く『恋する共感ラビン・シンパシア』で彼女の居場所を探さぐってみたところ、どうやらレンビアは王宮……ガルナ城に行っているらしい。これはさすがに、ジャマしないほうがいいだろう。

　というわけで、ノトはこんな事もあろうかと持ってきておいた手製の招待状を扉のスキマに挟んだ。

『　レンビアへ　今夜、ノト屋でお前の誕生パーティーを開いてやるぞー。

　　ビックリする発表もあるから、心の準備をして来るように！　ノトより　』

　我ながらシンプルすぎる文面だが、まあ、来させるだけだからいいだろう。

　そう思うとノトは食材を仕入れに、市場へと向かうのであった。



　旅人　旅人　――どこまでも行く　旅人よ

　たどりついた港に　朋ほう友ゆうと手をとり

　帆は春風を抱く　新たな星を標しるべに

　もう還かえれない　あの　はるかなる故郷

　幸せな日々　いま　ひとみ閉じて思い出す

　旅人　旅人　――いずれ月までも　往ゆくその旅人よ



　――全品３割引サービスで集めたにぎやかしの船乗りたちが、３割増しのエール酒を酌くみ交わしながら大合唱する。ノトとレンビアにとっての思い出の船歌が、ひどくオンチな、しかし世界一陽気な声を連つらねて歌われている。

　時刻はもう夕食時も回り、ノト屋のテーブルに食後酒が回る時間帯である。

　……が、レンビアがまだこない。

　ノトはレンビアのために作っておいた料理を横目に見て、ため息をついた。

　たらふく飲み食いした船乗りたちは上機嫌で、１人、また１人と帰っていく。

　そんなこんなで、11時を報しらせる鐘の音が控えめに街に響くころ――結局、ノト屋からは人がいなくなってしまった。

　ノトは一人ぽつーんと机に肘ひじをついて、窓の外を見やる。

　この季節、ガルナには雨が多い。今夜もその例に漏れず、かなりの重い雨が降っていた。

（レンビア……こねーなー）

　一人でクサクサしていると、よくないことばかり考えてしまう。

　もしかしたら、レンビアの誕生日を祝いたいのはもうノトだけじゃないのかもしれない。

　たとえば貴族の誰だれかさんが、どっか高級なホテルのレストランにでもご招待したりしてるんじゃないだろうか。

　そんでそのまま、お泊まりなんてことが……

（い、いや、そんなことないない！）

　なんだかイヤなことを想像してしまって、ノトは頭をぶんぶん横に振った。

「あーレンビア、頼む、来てくれー……！」

　と、ノトが頭を抱えたとき。



　がたん



　扉の方で、物音がした。

　誰か来たらしい。

「レンビアっ」

　よかった、間に合った。

　時刻は11時過ぎ。レンビアの誕生日は、まだ終わってない。

　ノトは机から立ち上がると、窓ガラスに自分の顔を映して、涙目だったのが分からないことを確かめた。そして扉に手をかけ、大きく深呼吸してから、

「おーうレンビア！　遅かったな！　おつかれー！」

　と、元気な笑顔で勢いよく扉を引き開けた。

　すると――

　――ごろん。べちゃ。

　足元に……ずぶ濡れの子供が倒れてきた。

　というか、そもそもそこにしゃがむようにして寄りかかっていたその子が、扉を開けた勢いで店内に倒れ込んできたのである。

　子供はノトの足に身体からだをぶつけるようにして、横向きに床へ転がった。

「うっ……」

　その子の姿に、ノトは眉まゆを寄せる。

　子供は雨でずぶ濡ぬれな上に、あちこち泥にまみれて汚れていた。手も足も、ズタボロの粗末な服も、雨と土で悲惨なことになっている。

　汚れているだけではない。ひどく、疲れ果てている。

　放ほうっておいたら、死んでしまいそうな勢いだ。

「……ぅ……の、……な……」

　その子が、ぼそ、ぼそ……と、何かつぶやいた。

　ノトは片かた膝ひざをついて、「お、おい……大丈夫かよ」と、そのほっぺたをはたいてみる。

　しかし、反応が薄い。

　よっぽど弱っているようだ。

「……？」

　見れば、子供の水色がかった銀髪からのぞいている耳は――

　先端がツンと尖とがっており、白い毛におおわれていた。

（……亜人、か……）

　ボロボロのワンピースの裾すそをぺろんとめくってみると、やっぱり、生っちろいオシリのちょっと上にはこちらも白い毛におおわれた短いシッポがピコッと生え出ている。

「……おい、お前、どうしたんだよ？　どっかから逃げてきたのか？」

　ノトは亜人の子の体をゆすりながら、耳を相手の口元に寄せた。

　すると、その子は、さっきのセリフを改めて言い直してきた。

　その――とても、奇妙な質問を。

「……いま、は……亞大陸歴、の……何年、何月、何日ですか……」



　泥だらけだし、言ってることがよく分からないし――

　正直、あんまり関かかわり合いになりたくないタイプの子である。

　かといって、店先でこんな子に死なれるわけにもいかない。今夜は、これからレンビアが来るかもしれない大事な夜なのだ。

　というわけでノトは仕方なしにその子をずるずる店内にひきずって入れてやり、よっこいしょ、と抱きかかえてフロ場へと運んだ。ノト屋のフロ場は激せまだが、膝ひざを抱えれば入れるタイル張りの浴槽に、洗い場も一応ある。幸い今夜は料理の準備に使ったお湯がいっぱい余っていたので、ノトはその子をまず洗い、温めてやることにした。

「しっかりしろ。すぐ温まるからな」

　言いながら、オケに移した熱いお湯をじゃばーっと浴槽に入れる。

　フロ場は狭いだけあって、戸を閉めるとすぐに温かくなった。というか、暑くなった。

　ノトは上着を脱ぎ、それでも暑かったので上半身ハダカになる。

「……」

　子供は洗い場に座り込み、壁によりかかり、朦もう朧ろうとしていた。

　ノトは体を洗ってやるために、すぽん、とその子からボロボロの服を脱がしてやる。

　服はもともと布の質が悪く、あちこち裂けて虫食いの葉っぱみたいになっていた。これはもう捨てるしかないだろう。と、ノトはそれを生ゴミを入れる木箱に放ほうり込む。

　改めて、子供の方に振り向くと――

「……おい……！」

　――子供は服の中に、武器を隠し持っていた。

　右の太ももに革ヒモをくくりつけて、そこに、鞘さやに入った短刀を差していたのだ。

　ガルニア王国ではこのぐらいの軽武装は禁止されていないのだが、こんな得体の知れない子にそんな危なっかしいモノを持たれたままでは、ちょっと対応しにくい。

　というわけで、ノトは刀を取り上げて脱衣カゴに放ほうり込んだ。

「さーて……と。丸洗いすっぞ。覚悟しろよチビスケ」

　そう言ってノトがぱきぽきと指を鳴らすと……

　子供は、コソッと胸元を手で隠すようなそぶりをしてみせた。

「おい。お前、まだ何か隠してんじゃねーだろーな」

　怪しげな動きをしたその腕を、ノトはぐいっとつかんで強引に引き起こす。

　すると――その胸は。

　ぷっくり。と……ちょっと膨らんでいた。

「っ！」

　正直、武器よりこっちの方が驚いた。

　この子、子供かと思っていたが、どうやら本当は……ちびの、しかしちょっと子供とは言えない年齢の女子だったらしい。

「あっ……！　い、いやその！　お、俺おれ、お前にヘンなことしようってんじゃなくて……！　あ、温めてやろうかって――いや、温めるってそういう意味じゃなくて！」

　おもいっきし気軽に服を脱がせていたノトは、急に悪いことをしてしまったような気になってわたわたと慌あわて始める。

　その足元で、こそっ、と少女は改めて左胸の――×ノト形の傷跡を、隠すのであった。



　洗ってやると……

　少女は実は、かなりの美少女だということが分かった。

　髪を粉こな石せつ鹸けんで洗い、一応女の子だからということで薄めたレモン汁でケアしてやると、若干青みがかった銀髪はまるでアクアマリンのような艶つやと輝きを取り戻した。

　泥を流してやった肌は日光にあてられたことがないかのように白く、顔も作り物のように整った、美しい――カワイイというより、美しい――目鼻立ちをしている。

　体格はちょっと心配になるぐらいほっそりしていて、手首や腰などは、えい、と力を入れたら折れてしまいそうなぐらいにスリムだった。

「服は……まぁ、あとでなんとかすっか。とりあえずこれを使えよ」

　ノトはそう言って、少女にバスタオルを投げ渡す。

「……」

　少女は弱々しい手つきでそれを体に巻きつけると、無言で台所の方を見た。

　そこにはノトがレンビア用に作っておいた料理が、ずらりと並んでいる。

　……黙っているが、言いたいことは分かる。

　お腹なかが、減っているのだろう。

「しょがねーなー。まぁいいよ。食えよ」

　レンビアには悪いが、まぁ、これは人命救助みたいなものだ。仕方ないだろう。

　ノトが後ろ頭をがりがりやりながらそう言うと、少女は小走りに台所に入り込み、いきなり――手づかみで、エビ入りのチーズ粥がゆをガツガツと食べ始めた。

「おっ、おい……」

　ちょっと慌あわてたノトに振り返りすらせず、少女は今度は両手でミルクの入った水差しを持つ。そして、コップに注つぎもせず、そのまま飲んで食べ物を流し込んだ。

「おい、誰だれも取りゃしねーよ。チビスケ、落ち着いて食えって」

　ミルクをぼたぼたと口の脇わきからこぼすその姿に、ノトはドン引きする。

　この子、いったい何日食べていなかったのか。

　レンビアのために作っていたお誕生ケーキに少女がガッと手をかけたあたりで、ノトはもう見てられなくなって……浴室の片付けに行った。

　そういえばさっき、あの子から武器を取り上げた。

　あとで強盗とかされたらたまんないので、あれは、隠しておいた方がいいだろう。

　そう思って脱衣カゴに手を入れ、鞘さやの泥をお湯で流し――

「？？？」

　ノトは、思いっきり眉まゆを寄せた。

（お、おい、なんだこれ……いつのまに盗まれてたんだ!?）

　ノトは服を着るのも忘れて、その小さな刀を手に自室の屋根裏部屋へ駆け上がる。

　そして、がらっ。戸棚を開けて、再び太い眉を寄せた。

　そこには――ノトが外出時にいつも腰に差している、黒くろ鞘さやの短刀がしまわれてあった。

　これは先日ノトたちを襲った元筆頭魔導プリモ・マツギ・ルージーンの裁判に使う証拠品として裁判所に貸し出していて……つい最近返却されてきたばかりの、ノトの守り刀である。

　そして、それと同じ短刀がもう１本、今、手元にある。

　あの少女が、同じ物を持っていたのだ。

　違うのは、刀のグリップの先っちょ――柄つか頭がしらの部分が何やらキャップのようになっていて、それを外すと柄つかが筒のようになっていることぐらいである。

　ちなみにノトの守り刀は、捨て子だったノトとセットでカゴに入れられていたモノで、どこの武器屋に見せても出自が分からなかった謎なぞの品だ。

　そんなものを、なぜ、あの得体の知れない少女が持っていたのだろうか？

　ノトは机の上に２つの刀剣を並べ、呆ぼう然ぜんとしてしまった。

「……こいつは……一体どういうことだよ……」

「それは、状態の『複写』といいます」

　背後から急にかけられた抑よく揚ようのない声に、ノトは慌てて振り返る。

　――そこに、例の少女が立っていた。

　バスタオルいっちょのままの少女は、真っ白な足でとてとてと机まで来て、自分の短刀を手に取った。

　食べ物をお腹なかに入れて、人ひと心ごこ地ちついたのだろうか。

　ずいぶん落ち着いた様子になっている。

「おいチビスケ……お前なぁ。人ん家ちに上がってんだから、刃物ぐらい家主に預けろよな」

　と、ノトが口を尖とがらせたとき。

「ラキザミです」

　つ、と少女が大きな鳶とび色いろの――ノトと同じ色の――瞳ひとみでこっちを見た。

「？」

「チビスケという名前ではありませんので。訂正させていただきました」

　なんだか妙に事務的な喋しやべり方で付け加えてから……

　少女は刀を抱きしめながら、きし、とベッドに上がった。

「ノトさん」

　いきなり名前を呼ばれて、ノトは目を丸くする。

　あれ。俺おれ、いつ名乗ったっけ。

「――今夜は少し、ここで休ませてください」

　ラキザミと名乗った少女は、そう言うとベッドの上に座り込んだ。

　そしてヒザを抱えるようにして、ふっ、と長いまつげのまぶたを閉じる。

　どうやら、バスタオルいっちょで、しかも座ったまま眠るつもりらしい。

「お、おーい……」

　勝手に寝に入ってしまった少女を、ノトはちょっと観察するようにのぞきこむ。

　……と、彼女の座るお尻しりの辺りに……

　真っ赤な血が、滲にじんでいた。

「……ちょっ……！　お前、どっか、ケガしてんのかよ……！」

　焦ってバスタオルをつかむと、目を開けたラキザミはちょっと抵抗する。

「いいから見せろ！」

　ノトは、半なかば強引にラキザミからタオルを剥はいだ。

　すると……彼女の真っ白な胸には、×ノト形の傷跡があった。

　そこから細い血が流れ出ており、それが垂れ落ちて、シーツに滲んでいるのだ。

「お……お前なぁ！　血ぃとか出てんだったらちゃんと言えよ！　痛かったろ!?」

　怒鳴りながら、ノトは大おお慌あわてで薬箱を持ってくる。そして、ラキザミを少し押し倒すようにして傷口を上に向けさせた。

　見れば、それは傷というより――何か、外科的な手術を行った跡のように見えた。

　その手術跡がまだくっついてなくて、一部、開いてしまっているのである。

「……このくらいは、ありです。痛みには、耐えられるよう訓練してありますから」

　なんだか分からないことを言うラキザミだが、ツッコミは後回しにして、ノトはとりあえず胸の傷を蒸留酒で拭ぬぐい、膏こう薬やくを貼はり付けてやった。

　とりあえずは、これで大丈夫だと思うが……

　と、そのとき。

　かぽかぽ、ガラゴロ、と馬車の音が外でしたかと思うと――

「ノっトぉー！　遅くなってゴメン！　ていうかあんたこれ、すっごいじゃない！　建て増ししたんだ!?」

　階下の酒場から、レンビアの声が聞こえてきた。

　続いて、どたどたどた、と階段を駆け上がってくる音もする。

「今日ね、叙爵の手順とか日程の件で、王宮で遅くまで打ち合わせしてたの！

　遅刻のお詫わびに、今日だけの大サービスよ！　あんたの好きな壺つぼ入いりの甘あま栗ぐりを――」

　と言いながら、ぱかっ、と扉を開けてレンビアが屋根裏部屋に現れた。

　そして――ぴしっ、と固まる。

　ノトとラキザミは同じ動作で、揃そろってそっちへ振り向いた。

　魔法陣師アラベスカの制服を着ているレンビアは、今日はノトがあげた緑ミスリルの三日月ペンダントをつけてくれていた。が、そのペンダント共々、時間が止まったように静止している。

「……あ、あ、あ、あんた、それ……な……な、なにしてんのよ！！！」

　がくがくがく、とこっちを指さす手を震わせながら、レンビアは半なかば悲鳴のように声を裏返らせていた。あわあわあわ、と、薄いピンクのリップをした唇も激しく震えている。

「えっ!?　――あ、いや、これは違うって！」

　ノトはノトで慌あわててベッドに膝ひざ立だちする。

　が、この光景は確かにそういうふうに見えてしまっても仕方なかったかもである。

　お風ふ呂ろ上がりのラキザミが丸ハダカで仰あお向むけになり――

　ノトが上半身ハダカで、そこに覆おおいかぶさるようになっていたのだから！

「何が違うっていうのよ！　そっ、そんな幼い子を連れ込んで……このロリコン！」

「だから違うって！　は、話せば分かる！」

「分かるかこのエロノト！」

　――ぶわん！

　と音を上げるようなスピードで、レンビアは手に持っていた壺を投げてきた。

　とっさに避よけたノトの背後で、壁にぶつかった壺が粉々になって中身の栗くりが飛び散る。

「あっぶね！」

　殺人的なその一撃を紙一重で避けたノトが冷や汗まじりに顔を上げると、レンビアはどたどたと階段を滑り落ちるようにして降りていってしまった。

　ノトはこっちも転がるようにしてベッドを降り、レンビアを追った。

「まっ、待てよレンビア！　俺おれがそんなこと、するわけないだろ！　ていうか――お前、そんなに俺が信用できないのかよ！」

「できるワケないでしょこの状況で！　なによ！　招待状の『ビックリする発表』ってこれのこと!?　たしかにビックリしたわよ！　悪い意味で！」

　ノト屋を飛び出したところで、レンビアはその翠みどりの目に涙をいっぱい溜ためて振り返る。

「ひどいよ……！　あたしの、あたしの誕生日にこんなことするなんて……ひどいよ！」

「だから誤解だっつってんだろ！　俺おれは、この家だってお前のために――」

　と言いかけたノトの前で――

　レンビアはスカートをひるがえし、ざしゅっと両りよう脚あしを肩幅に広げて立った。

　なんだ。

「……そ―――――いえばあたし、あんたに魔法陣使うとこ、見せたことなかったよね？」

　ヒクヒクと頬ほおを引きつらせつついきなりワケの分からないことを言い出したレンビアに、ノトは眉まゆを寄せる。

「なんだそれ？」

　たしかに、見たことない。が、それが今の流れと何の関係があるのか。

「正式にはね、紙に描いたりとか、金属の輪っかを使ったりとかするんだけどね――」

　と、レンビアは両手で自分のツインテールを留める黒い髪飾りを指した。

　ツンツンと左右に突き出たその髪飾りは、ツノみたいな形をしている。

「前々から感情にリンクするようにだけはしてたんだけどね、こないだルージーンに襲われてから特訓してね――簡単な魔法陣なら、こうやっても使えるようにしたんだよ！」

　犬歯をむいて叫んだレンビアの声に応じるかのように、なんと、左右のツインテールがひゅん！　と持ち上がった。そして頭上に、まあるい円を描く。

「ぶ！」

　ノトは尻しりもちをつきながら目玉をむいた。

　見れば、円の内側には筆記体の呪じゆ文もんがこれまた髪の毛で描かれていて、なるほど魔法陣を形作っている。芸の細かいこって。どうやらあの髪飾り、レンビアの感情や意思と連動してツインテールを操作することができる魔法のアイテムらしい。

「天てん誅ちゆう！！！」

　叫んだレンビアのツインテール魔法陣から、カミナリが一いつ閃せんし――

　哀あわれノトは弁解のチャンスすら与えられず、一撃でノックダウンさせられるのであった。
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　翌朝――

　まだちょっとこんがりしていたノトは、こんどはラキザミのことで走り回っていた。

　さしあたっての問題は服で、ノトの服ではダブダブだし、下着とかはさすがに貸せないわけで……ノトは古着屋で白いワンピースとサンダルを買い、よろず屋で女の子用のパンツを（店主に怪しまれつつ）買ってきて、屋根裏部屋に戻ってきたのであった。

「おい。お前さ、服……」

　と言いかけて、ノトはベッドの上のラキザミがまだ寝ていることに気付いた。

　ラキザミは毛布にくるまり、膝ひざをかかえ、座ったまま寝ている。

　そーっと近付いて見ると、ラキザミはなんだか昨日よりさらに弱っている感じで、うなされていた。

「………う………ネロ……宇宙を………」

　なにか、口走った。

　ネロ？

　人の名前だろうか。

　宇宙、とも言った。

　ということは、宇宙に関連した人物の名前だろうか？　聞き覚えはないが……

（……え―――っと……）

　ノトは、ぽり……と自分の頬ほおを掻かいて、ラキザミを見下ろす。

　夜も明けたし、正直、この子にはそろそろ出ていってほしいところである。

　これのせいで昨日レンビアとは大ゲンカになってしまったわけだし、食べ物は食い散らかされるわ、ベッドは占領されるわで、何もいいことがない。

　とはいえ、相手はこの調子である。放ほうり出すわけにもいかない。

（……まぁ……金とか貴重品は、戸棚に入れてるし……鍵かぎもかけてあるからなー……）

　……というわけで、お人よしのノトは、

（しょーがない。もう１日ぐらい、休ませてってやるかぁ）

　と、ため息混じりに決心するのであった。

　ノトはラキザミをゆすって起こし、ぼんやりしている彼女の耳元に語りかける。

「俺おれ、これから仕事いってくるから。下の台所に弁当おいとくから、腹減ったら食っていいぞ。ああ……あとこれ、安モンだけど服。ほんじゃ、夕方には戻るよ」

　ぽん、とラキザミの傍かたわらに服を置いてやり――ノトは無言のままの彼女をちょっと不安に思いながらも、今日の糧かてを得るために家を出ていくのであった。



　夕方、港での『引っかけ屋クリツパー』の仕事から帰ってくると……

　なんとラキザミは出かけたときの状態のまま、まだヒザを抱えて眠っていた。

　さすがにどうかと思ったノトは、むりやりラキザミを起こして服だけは着させ――ノト屋で船乗りたちに食事と酒を出し、ちょっと早めに店じまいした。

　そうして屋根裏部屋に戻ると……ラキザミは、ようやく起きてきていた。

　ベッドの上に膝ひざ立だちして、開け放はなった窓から空を眺めている。

（……？）

　例の短刀が見あたらないので、ノトは周囲を見回した。見れば、机の上に置いておいたハズの革ヒモも無くなっている。ちょっと屈かがんでスカートの中を拝見すると、裾すその辺りに、思ったとおり刀の鞘さやの先端がわずかにのぞいていた。

　膝ひざを抱えて寝るわ、人ん家ちでも武装するわ、なんだか異常に警戒心の強い子である。

（なんだよ。俺おれのこと、疑ってんのかよ）

　ノトは今朝ラキザミが喋しやべらなかったので、ノドでも痛いのかと思い、筆談用に紙の束と黒炭ペンを買ってきてやっていた。が、なんか、それをあげる気も失うせてしまう。

　ノトは、ぽーんと紙とペンを机に投げ捨てると、よっ、とベッドに上がった。

「なんか見えんのか？」

　ちょっと不機嫌な声で問いかけると、ラキザミは妙に小さな声を出した。

「……そら……」

　様子が、ちょっとおかしい。

　ノトは首を傾かしげながら、空を見つめ続けるラキザミの顔をのぞきこんだ。

「………おちて……くる……」

　ちょっと背筋が寒くなる思いで、ノトはラキザミに向き直った。

　――ボケている。

　なんだか存在そのものが希薄になってしまったような感じで、人形みたいな雰囲気だ。

　昨日は、こんなんじゃなかったのに。

　今夜こそはこの子を追い出してレンビアと仲直りしにいこうと思っていたが、これではまだダメそうだ。ラキザミは、看病というか、介護が必要そうな状態である。

「あ、あのなー。空ってのは、落ちてくるもんじゃないんだよ。星とかもな、落ちてこないの」

　幼児に言い聞かせるように、ノトは優しく語る。

　が、ラキザミは表情もなく空を見つめるばかりだ。

「……でも、おちて、くる……」

　同じ言葉を繰り返したラキザミに、ノトは頬ほおを引きつらせた。

　人間は、ずっと病室で寝ているとボケてしまうことがあるという。

　それにしても早すぎる気はしたが、それ以前に、この子は昨日から丸々１日こもりっきりである。ちょっとは外の空気を吸わせないと、ますますヘンになるだろう。

　そう思ったノトはラキザミの手を取り、ベッドから降ろさせた。

「よし。じゃあ、亞大陸で一番宇宙に詳しいヤツのところに連れてってやるよ。空なんか落ちてくるモンじゃないってことを、説明してもらおう。その人は空の上の上、あの月まで俺おれと一緒に行ったことのある人でな。ちょうど今、ガルナに来てるらしいんだ」



「ノト」

　港にほど近い『新宙軍』の建物にある賓客室で、ノトは久しぶりに彼女に会った。

　――サベラ＝ファーマイン。民を新たな土地に導く開拓者の名門・ファーマイン鳳ほう爵しやく家けの淑女にして、元・ガルニア宙軍の女将軍である。

　彼女は今、ガルニア・ハヤンの両大国が共同で運営する新宙軍のリーダーとして活躍している。

　ストレートの銀髪をキラキラなびかせ、相変わらずの美人っぷりで現れたサベラに――賓客室にいた警護の騎士が、びし、と姿勢を正して敬礼をした。

「サっベラー！　ひさしぶり！」

　ノトはサベラと握手を交わし、握った手をぶんぶん振る。

　苦笑いするサベラは、かつて着ていたガルニア宙軍と同じデザインの軍服を着ていた。

　ただ、その襟やスカートは赤、スカーフとリボンは黄色に変わっており、それぞれを健康と財産のラッキーカラーとしているハヤン文化の影響が見てとれた。

「ふふ、相変わらず元気そうだな。そして、そちらの亜人のお嬢さんは？」

　ノトにクールな笑みを返すと、サベラはその切れ長の紅あかい眼めでラキザミの方を見た。

「ああ。コイツ、ラキザミってんだけど……まぁ、俺の知り合いみたいなもんでさ」

　と、ノトはラキザミの手を取って引っ張り起こす。

　ラキザミは無言で、引っ張られるままに立ち上がる。

「思い出話ついでに、こいつに宇宙の話をしてやってくれないかな。こいつさぁ……」

　と、ノトが事情を説明しようとしたとき。

「ノト……せっかく来てもらって申し訳ないのだが、実は――私はまだ仕事中なのだ」

「えっ？　仕事って。こんな遅くまでか？」

「ああ。ちょっと厄介な案件を抱えていてな。いずれこちらから訪問しようと思ってたのだが……お前にも近く、相談事を持ちかけるかもしれない」

　と言われて、ノトは思いっきりイヤそうな顔をして一歩退ひいた。

「――火星に行けってのはナシだぜ？」

　と言うノトに、サベラはちょっと黙ったまま考えるような素そ振ぶりをした。

　。

　なんか、ヤな予感がする。

　聞くところによれば今、東方・ハヤン帝国のちびっこ女帝ユァン様は、火星行きの巨大ロケットを本気で造っていらっしゃるらしい。

　ロケットという乗り物は月に行けたんだから、じゃあ火星にも行けるだろう、ということで、ハヤンやガルニアではこの新型ロケットの件がなにげに話題になりつつある。

　幼帝陛下はかつてノトをその操縦士にとご所望なさっていて、日参してくる使者をしつこく断りまくって、ようやくあきらめさせたところなのだ。

　よくよく考えてみればサベラも宇宙大好きっ子なわけで、ユァン側の人間である。

　火星行きだなんて、危なっかしい仕事を頼まれるわけにはいかないぞ――と、ノトは、

「あー、そんじゃ、忙しいとこにゴメンなー。また！」

　作り笑いをしながら、棒立ちのラキザミを引っ張って出て行こうとした。

　そこで、あっ、と、ついでに聞いておきたかったことを思い出す。

「そうだ、サベラ」

　廊下と部屋の間あたりで、ノトはサベラに振り返った。

　さっきラキザミがうなされながら言っていた名前――そう、たしか、ネロ。

　なんか宇宙がどうのとも言っていたから、彼は宇宙関連の人物かもしれない。

　んで、そいつの居場所が分かれば、ラキザミを引き取ってもらえるかもしれないのだ。

　この状態のこの子を誰だれかに押しつけるのはちょっと心が痛いのだが、こっちだって一刻も早くレンビアと仲直りし、ノト屋の２階をプレゼントしたいという事情がある。そのためには、家の中に女の子がいたままではマズいのだ。

「お前さぁ……ネロっていう名前に心当たりないか？」

　ノトが、その名前を出した瞬間。

　室内の空気が、凍り付くように変わった。

「お？」

　ノトはキョロキョロと周囲を見回す。

　サベラだけでなく……警護の騎士も、目を丸くしてこっちを見ている。

「なんだ、知ってんのかよ。さすが貴族だな。んで？　ネロは今どこだ？」

　と、ノトが笑顔で再び聞くと――サッ、と警護の騎士が出口を塞ふさいだ。

　そして、ちゃき、とサーベルの柄つかに手をかける。

「サベラ様――」騎士が、ノトを睨にらみつけた。「この男、消しますか」

「おおおおおい！　なんでだよ！」

　騎士の言葉に、ノトは大おお慌あわてで退ひく。

　ぽけーっとしているラキザミも引っ張って、騎士の間合いから離す。

「ノト……お前、どこでその話を聞いた？」

　困惑するような表情で、血相を変えたサベラが問いかけてくる。

「いッ、いや、コイツが言うから――」

　ラキザミを守るように立ちながら、ノトは一応そう説明する。

「ラキザミとやら……誰からその話を？　ナキアミからか？」

　ナキアミ？

　サベラのセリフにノトはますますワケが分からなくなって、太い眉まゆを寄せる。

「ナキアミ……？　って、ナキアミは今、ラタラの村にいるんじゃないのか？」

「先週、飛竜ワイバンでガルナに連れてきた。今、ネロを調べさせているところだ」

「？」

「……それにしても、情報が漏れていたとは……厳重に守ったつもりなのだがな」

「？？？」

「知っているのなら話は早い。ノト――それが、『相談事』なのだ」



　サベラの自動馬車バツギエに乗せてもらって、ノトはナキアミの家へと向かっていた。

　本当は一刻も早くラキザミをネロ殿に引き渡してレンビアの所に行きたいのだが、なんだかそういうワケにはいかなさそうな雰囲気になってしまっている。

（……ナキアミ、来てるのかー……あいつなら何か知ってるかもな、ラキザミのこと……）

　長くてケモノっぽい耳と、ふさふさびよーんとしたシッポを持つ亜人の少女・ナキアミ。彼女は数学の天才『人間計算機カリキユラトリエ』であり、ノトたちと共に月まで旅をした宙士アストロの１人だ。

　――サベラの話によれば、ナキアミもいつの間にかガルナに来ていたらしい。

　耳やシッポは短めだが、このラキザミも亜人。ナキアミのご親しん戚せきである。

「……ラキザミぃ。お前、ラタラ族のナキアミって知ってるか……？」

　２人はもしかしたらお知り合いかも、と思ったノトは、自動馬車バツギエの隣の席におとなしく座っているラキザミに話しかけてみた。

　するとラキザミは正面を見つめたまま――

「……ナキアミさん……ネロを……計算カリキユラ……」

　と、呟つぶやいた。

「そうそうナキアミ。会ったことあったりするか？」

「…………」

「……おーい」

　ノトはラキザミのケモノ耳を持ち上げて呼びかけてみたり、長いまつげの目の前で手をひらひら振ってみる。

　が、何も反応が返ってこない。

（……まぁ、しょうがないか）

　とはいえ、これは脈アリだ。

　どうもラキザミはナキアミのことを知っているらしい。

　とすれば、ナキアミもこの子のことを知っているかもしれない。

　もしそうだとしたら、渡りに船だ。ナキアミにラキザミを預けて、こっちはさっさとレンビアの所に行こう。そんな腹づもりでナキアミの家に着いたノトは――

　口をあんぐりと開けて、そこを見上げるのであった。

「……こっ……ここが、ナキアミの家……!?」

　そこはガルナで最も人通りの多い大通りに面した、かつては貴族の不動産だった豪華な建物だったのである。ここはこないだから競売にかけられていて、どっかのお金持ちが落札したというウワサは聞いていたが……まさか、ナキアミだったとは。

　一等地だけあって館やかたの専有面積はそれほど広くはないが、建物は６階建てという高層建築で、少々古めかしい外観はむしろ高級感を醸かもし出していた。てっぺんには丸いドームみたいな部分まであって、まるで、立派な教会のようにも見える。

　車から降りて扉の前に立つと、そこには『ラタラ貿易』と書かれた看板があった。

「ラタラ貿易……って。あいつ、会社つくったのか」

「ああ。なにやらラタラ地図の儲もうけを元手に、南方と砂糖の商取引を始めたそうだぞ」

　ノッカーをコンコン鳴らしながらのサベラが、軽く説明をしてくれる。

　ラタラ地図とは、宇宙から地球を見たナキアミが描いた亞大陸初の世界地図だ。

「へぇー……」

　驚きつつ、何か忘れ物をしたような気がしたノトが振り返ると……ラキザミがまだ後部座席に座りっぱだった。まるで置物のように、折り目正しく座ったままジッとしている。

「おい。ほら」

　ノトがラキザミの手を引いて車から降ろしてやった時――建物の扉が開いた。

　そこから、ぴょこっ。と、長い耳とシッポをした藍あい色いろの民族衣装の子が出てくる。

「おうナキアミ！」

　ぴょこっ。ぴょこっ、ぴょこ。ぴょこぴょここ。

　なんと、ナキアミが、５～６人、出てきた。

「ぶ！」

　ノトは踏み出そうとした足を踏み外して、その場に開脚しながらスッ転ぶ。

　ナキアミ。計算の天才だったり、ニオイで人を尾行できたり、いろいろ高機能なヤツだとは思っていたが――まさか、『増える』とは！

「サベラさまこんばんは」「こんばんはですサベラさま」「ナキアミ姉ねえさまに御用ですか？」

　うじゃうじゃと出てきたナキアミたちは……

　よく見ると、ナキアミによく似た、同じ耳・同じシッポ・同じ服の別人なのであった。

　夜の暗さで見間違えたが、どうやら、ラタラ族の女の子たちらしい。

「お、お前たち……あれか！　ナキアミがむかし言ってた……ラタラ族の留学生か！」

　目を丸くするノトの額ひたいを見て、少女たちは顔を見合わせた。

　そしてうなずきながら、「あなたがノトさまですね！」「ノトさま初めまして！」「ナキアミ姉さまからお話はうかがってました！」とわいわいノトを取り囲んでくる。

　そんな彼女らに手を引かれるようにして、ノトは大理石で飾られた玄関ホールに入った。

「……ラタラ族、こんなすげーとこを家にしてんのか……」

「ここは王宮が近くて、治安がいいので。ラタラ族が安全に暮らせる場所を、ということでナキアミ姉さまがここを買い取って下さったんです」

　ロウソクを手に先導してくれるラタラ族の子が、振り返ってそう言う。

「治安、かぁ……」

　――大昔のガルニアでは、彼女たち亜人には人権がなかった。もちろん今は人間と平等に扱われているのだが、一部のガルニア人はいまだに亜人を動物呼ばわりしている。

　初めて会った時のナキアミも、街の若者に無意味にイジメられていた。

　ガルニアに根強く残る亜人いじめ、つまり、差別。胸の悪くなる話だ。

「……ガルナの港町は、まだマトモな方らしいぞ。地方では、いまだに亜人を売り買いしてる土地もあるそうだからな」

「ひでえ話だな」

　サベラの話に、ノトは口をへの字に曲げながら腕組みをする。

　すると大理石の階段の踊り場で、ラタラの子がちょっと凛り々りしい顔で振り返った。

「でも、商人の皆さんは『商売になるなら相手は何なに人じんでもいい』がモットーだそうで……ナキアミ姉ねえさまは事業を通じてガルニアの社会に溶け込んでいく道を選ばれたのです」

　なるほど、とノトは心の中で小さくうなずく。

　しかし、選ばれたのです、で、こんな立派な会社まで創つくってしまうあたりが成金の怖いところだ。ナキアミは金勘定もうまいだろうとは思うが、さてどうなることやら……？

　と、ノトが他ひ人と事ごとながら会社の将来を案じつつ階段を上っていくと――

　最上階の一角に、ナキアミの部屋があった。

　そこで案内役の女の子は一礼して引っ込み、ノト、サベラ、ラキザミだけが残される。

「おーい……」

　扉を開けて、意外と広いナキアミの部屋に呼びかける。

　が、返事はない。

　暗さに目が慣れてくると、部屋の中には本棚がいくつもあった。ギッシリ詰まっている本は、どれもこれも天文学や物理学の本である。まるで図書館か学者の部屋だ。

「こっちだ」

　とサベラに先導されて、ノトはラキザミともども、部屋の奥にあった小さな螺ら旋せん階段を上る。上がりきると、そこは――

「うぉ」

　元々あった礼拝ドームを改造した、天体観測ドームの内側なのであった。

　ドームの中央にはけっこう高い木組みの脚きや立たつがあって――その上に、ちょこーんと立つしっぽの少女が見えた。

　赤いスカートに赤襟をした宙軍の制服を着ているが、まちがいない。

　ナキアミ、だ。

　こっちに背を向けているナキアミは、ドームに設置されたどでかい反射望遠鏡をのぞきこむのに夢中で、ノトたちに気付いていなかった。

　ていうか近付いて見上げると、スカートの中が見えてしまいそうなのだが……

「……おーい」

　ノトはぎしぎしと脚立を上るが、ナキアミはよっぽど集中しているのか、それでも気付かない。

「おい」

　と、ベルを鳴らすような感じにシッポをちょっと引っ張ると、

「ひゃうっ!?」

　びびびん！　とシッポの毛を逆立てて、ナキアミは両手を挙げた。

　超ビックリしたらしい。

　内うち股またになって怯おびえ顔で振り返ったナキアミは、眼下にノトを見つけ――

「ノト！」

　びっくりしたように、脚きや立たつを降りてきた。

　そして、ノトの脇わきにポケーッと突っ立っている亜人の少女・ラキザミを見て……「？」と、小首を傾かしげるような仕草をした。

　ノトの思惑は、外れのようだ。どうやら、ナキアミはラキザミを知らないらしい。

　ノトはそれにガックリすると共に、ナキアミの様子がおかしい事に気付いた。

「ノト……ごめんね、ナキ、ガルナに来てたのにご挨あい拶さつにも行けなくて……」

　ナキアミは、異様に不安げな表情をしてノトを見つめているのだ。

　ノトは――こんな表情のナキアミを見たことは、ない。



「――予言？」

　明かりを灯ともしたナキアミの部屋の片隅で、ノトは声を裏返らせてしまった。

「そうだ。ガルニアの宮廷には、予言を得意とする魔導師たちを束ねた、『予言部』という部署があるのだ。その予言部が、『ガルナの街を天から墜おちる球が襲う』という奇妙な予言をした、と、ガルニアから書面で相談を受けてな――」

　イスに長い美脚を組んで座るサベラが、シリアスに説明をしてくる。

　部屋には何やら資料を手に不安そうな顔をしているナキアミと、少し、こっちに顔を向けて話を聞いているような感じのラキザミもいる。

「それでね……サベラにお願いされて、ナキはガルナに戻ってきたの。それからここで天体観測をして……これを、見つけちゃったんだ……」

　サベラに続けるようにして言いながら、ナキアミが、机の上に星図を出す。

　どうやらそれは天空の一部分をうんと拡大した図らしく、名もない星に便宜上つけられた番号がいくつか散らばっていた。

　その中に１つ、名前が書き込まれている天体がある。

「ネロ」

　ノトは、その名前を読み上げた。

「うん。それ、今まで何もなかった宙域に急に現れた小惑星なの。とっても暗い色をしてたから『黒ネロ』って書いておいたんだけど――今はそれがそのまま、通称になってるんだ」

　ナキアミが、深刻そうな面おも持もちで言う。

　ノトは、ちら、とラキザミの方を見た。

　ネロとは――人名ではなく、星の名前だったのか。

「つまりこれが、ガルナに墜おちてくる……ってのか？」

「う、ううん。まだ確実じゃないよ。可能性がある、ってだけ」

　ナキアミは両手を振り、耳を左右に広げてちょっと慌あわてた素そ振ぶりを見せる。

　だが。

「……いいえ」

　いきなり割り込んできたその声の主に、一同は振り向いた。

　――ラキザミ、である。

「ナキアミ、さん……あなたはもう、知っている、はずです……」

　ラキザミはいまいち焦点の合ってない目で、ぼんやりとナキアミの方を見ていた。

「８５１年……10月、19日、午後１時、19分、51秒」

「――！」

　ラキザミが告げた日時に、がたん！　とナキアミが席から飛び上がった。

「な……なんでそれを知ってるの!?　誰だれにも、サベラにも話してなかったのに――！」

「なんだよ、なんの時間なんだよそれは？」

　血相を変えたナキアミに、ノトは眉まゆを寄せて尋たずねる。

　ナキアミは倒れるように席に戻ると、ぺたん、と耳を伏せた。

「……サベラ……もう、言ってもいいよね……？」

　――弱り切った声で、ナキアミが切り出す。

　サベラは沈黙をもって、ナキアミの意思を黙認したようだった。

「ごめんねノト……ナキ、さっき、心配させたくなくてウソついたの。ナキの計算ではね、ネロは９割９分９厘の可能性で墜ちてくる――その子が今言った、時刻に――」



　ノトはガルニア宙軍の座学で、かつてこう習った。

　宇宙には、地球や火星みたいなでかい『惑星』ではないものの、太陽の周りを回っている小天体が無数にある。それらのサイズは小石みたいなものから月の７分の１ぐらいの直径をしたバカでかいものまで、千差万別だ。

　そしてそれらは希まれに地球の重力に引かれ、『隕いん石せき』となって地上に墜ちてくるのだ。

「……で、新宙軍ここはなんでネロのことを秘密にしてんだよ？」

　ラタラ貿易の会議室で、ノトは長イスに腰かけながらサベラに尋ねた。

　両隣には、不安げな表情のナキアミと相変わらず無表情なラキザミが座っている。

「レドライアス大王に……口止めされていてな。民の混乱を招かないために、と。

　私も、少なくとも公表には経過の報告が必要だと考えている。『今どんなことをしている、どういう状況だ、だから安心していい』という情報が無いのでは、単に人心を不安に陥れるだけになってしまうだろう？」

「……まぁ、なぁ……で、そのネロが墜ちてきたら、どーなるってんだよ」

　ノトの問いかけに、サベラは絹糸のような髪を揺らしつつ首を横に振った。

「被害の規模は、まだ分からない。分からない以上、あらゆるケースを想定する必要があって――そのためには、宇宙を知る協力者が１人でも多く必要なのだ。だからノト、お前にも新宙軍に入ってもらい、力を貸してほしい」

「…………」

　サベラからの申し出を受けて、ノトはちょっと考えた。

　……ガルナに隕いん石せきが落ちてくるといったって、石は石である。大気圏でどんどん燃えて小さくなり、メロンかスイカぐらいの大きさになってしまうかもしれないわけで……どっかの家が１軒ぶっこわれて、はいおしまい、ってオチかもしれないじゃないか。

　前回の月面踏破のように、レンビアの命がかかってるとかいうなら話は別だ。だが、知らない誰だれかの家のために働く義理はない。

　それに何より、今はレンビアとの大ゲンカ中なのだ。そんな隕石のことは人に任せて、彼女とさっさと仲直りし、ノト屋の２階をプレゼントしなきゃなのである。

「サベラ……悪いけどその話、お断りするよ。俺おれはもう宙士アストロでもなんでもない。宇宙の問題は、お前たち新宙軍がなんとかしてくれ。そのために高たっけえ税金も払ってんだから」

「……ふむ。一公僕として、納税者のお言葉は真しん摯しに受け止めよう。だがなノト」

　と言うとサベラは、その紅あかい目をそっと細め――

　トランプの切り札でも出すように、言葉を続けてきた。

「予言によるとこの星は、お前の家に落ちてくるらしいのだ」

「」

「これが、予言部の予言の写しなのだがな」

　と、サベラは細かい文字が書き込まれた紙を書類の束から取り出す。

　見ればそれは、改ざんが法的に禁止されている特別な羊皮紙であった。

「８５１年10の月――ガルナの街を、天から墜おちる球が襲う――……ああ、ここだ――額ひたいに×ノト印を穿うがちし少年の家が、その落地となる――とある」

　サベラはノトに、羊皮紙を押しつけるように渡してくる。

　ノトは気取った書体で書かれたその予言を読んで、読んで……

　べちゃ。

　と、机に額の×ノト印をぶつけるようにして突っ伏した。

『額に×ノト印を穿ちし少年の家が、その落地となる』

　確かに、そう書いてある。ガルナ広しといえど、こんなけったいな傷を額につけている少年は自分しかいない。これはもう、疑う余地がないだろう。

「ちなみに、予言部の予言は外れたことがない。２００年間、１度たりともだ」

　どて。サベラによるトドメの一言に、ノトは机からズリ落ちて床に倒れた。

　そして、はははははは―――と壊れ気味の笑い声を上げて周囲を引かせる。

　……壊されてしまう。

　ノトの家が――レンビアの部屋が。

　同居の、夢が。

　恐ろしい現実から逃げるように、ノトはその夢を思い浮かべた。

　ああ。愛いとしい愛しいレンビアと、一緒の家に住もうと夢見ていたのに。

　なんで、ネロはその夢をわざわざ狙ねらったかのように破壊しに来るのか。ひどい。

「――ナキアミさん」

　再び唐突に、ラキザミの声がした。

　その声は急に、ちょっとハッキリしたものになっている。

「……あなたにはもう１つ、分かっていることがあるハズです」

　流りゆう暢ちようになってきたラキザミの声に、ナキアミはちょっと眉まゆを寄せて振り向いた。

「……なんの……こと？」

「ネロの直径は８５０メテ。表面の成分は鉄とニッケリオで――」

「待って……待って……！　どうして知ってるの……!?」

　淡々と語り始めたラキザミに、ナキアミはその黒目がちな目をまん丸に見開いた。

「人間計算機カリキユラトリエが、自分１人だとは思わないことです。私の計算によれば、ネロの質量はおよそ２億トナ。大気の影響をほとんど受けず、燃え尽きることも速度を落とすこともなく地球に墜落し、地表との摩擦熱による甚じん大だいな被害をもたらします。

　その熱量は膨大で、墜落地点から半径17キラメテ以内にいた生物は瞬時に蒸発します。レクト亞大陸には音速よりも速い熱の津波が広がり、人はその９割が焼け死ぬのです。

　それで終わりではありません。舞い上がった膨大な塵ちりが空を覆おおい、今度は世界中が冬になる。そしてその冬が、ずっと続くのです。海は凍いてつき、草木は枯れ、それを食べて生きる動物も滅ほろび……人類は、暗黒時代エツラ・デイ・ネロを迎えることになる――」

　抑よく揚ようのない声で告げられた滅亡の物語の後……しばらく、会議室には沈黙が流れた。

「た……確かなのか？」

　と、サベラに問いかけられたナキアミは――

　不安げにノトの袖そでをつかんだまま、こくりとうなずいた。

「……同じだよ、ナキの計算と……まるで、頭の中を見られたみたいに……」

　その言葉に、ノトはごくりと生なま唾つばを飲み込む。

　人間計算機カリキユラトリエのナキアミがそう言うのだ。

　今の話は、本当、なのだろう。

「……ラキザミ、お前は……いったい何を知ってるんだ……？」

　ノトはその鳶とび色いろの瞳ひとみを丸く見開いて、ラキザミに向き直る。

　この子はいったい何者なのか。そしてなぜ、ノトのところにやってきたのか。

　ラキザミはそんなノトの疑問には一切答えず、ほんの一瞬だけノトを横目で見た。

　ノトと同じ――鳶色の、瞳で。



　翌日、夜。

　のどかなこの星空も、実は、けっこうポーカーフェイスなヤツである――世界中から生命を根こそぎ奪ってしまうような怪物を、どこかに隠しているのだから。

　ノトはそんな思いで、屋根裏部屋の窓を閉じた。

　振り返ると、ベッドの上ではラキザミが膝ひざを抱えて座ったまま眠っている。

（この子も……ポーカーフェイス、ってやつなんだろうか？）

　昨晩――彼女がどうしてネロについていろいろ知っているのか、ノトとサベラは新宙軍の詰所で何度も問い質ただした。だがラキザミは、その理由について一切語らずにいる。

　そのかわりに、ラキザミについて新宙軍で確かめられたことが１つあった。

　――ラキザミは、ナキアミと同じ『人間計算機カリキユラトリエ』の能力を持っているのだ。

　その証拠に、ネロが墜落する時刻だけでなく、墜落するコース、速度、破壊力に至るまで、２人の計算は空恐ろしいほどピッタリ一致していたのである。

　ノトはそんな謎なぞの少女を訝いぶかしむように見ながら、屋根裏部屋を出た。

　そして、仕方なくいま自室として使っている２階の――レンビアの部屋へと降りる。

　机には、ノトとラキザミ宛あてに届いたレドライアス大王からの召集令状が置いてあった。

　これはサベラが今朝早く登城し、ノトとラキザミを新宙軍の宙士アストロとして取り立てるよう勅命を取り付けてきたものだ。

　ノトも……宙士アストロノトに戻ることに異存はなかった。

　ぶっちゃけ、人類が滅亡するなんて話はスケールがでかすぎてピンとこない。

　だが、この部屋はなんとしても守らねばならないのだ――レンビアのために！

　そう気合を入れて、握りこぶしを作りながら振り返ると……

「うおっ!?」

　部屋の入口に意外な人がいたもんだから、ノトはその姿勢のまま固まってしまう。

　――ナキアミ、だ。

「ノト」

　ナキアミはなんだか嬉うれしそうに、黒い瞳ひとみで室内を眺めていた。

「……本当に……お部屋、作ってくれたんだね。ナキに」

「？」

　近付いてきたナキアミの言葉に、ノトはありえない発音でリアクションしてしまう。

　えーっと……

　どこをどう解釈すれば、この部屋がナキアミの部屋ってことになるのだろうか。

　かといって、なんか、「バーカここはレンビアの部屋なんだよあははー！」とは言えなさそうな空気が室内には流れている。

「夢、見てるみたいだよ……」

　ナキアミは胸の前でゆるく握った手を祈るように合わせ、微笑ほほえんできた。

　この非常事態に、ノトは慌あわてて記憶をまさぐる。

　そして……

　かつて帰郷するナキアミとノト屋でお別れをした夜の、彼女のセリフを思い出した。

『ナキ、何年かして後輩が育ったら、きっとガルニアに戻ってくるからね。その時は嫁入り道具を持ってくるから、ノトもここにナキのお部屋を建て増ししておいてね！』

　あった。

　ありましたよ記憶。

　あんなセリフを残したナキアミが、この建て増しを見たら……たしかに、そういう誤解をしてしまう恐れがあったかもしれないですね！

「……ごめんねノト。ナキ、今回のガルナ行きが急だったからお嫁入りの道具は持ってきてなかったんだけど……かわりにね、これをあげるよ」

　ナキアミは済まなさそうにノトの手を取ると、なんだか触り心ごこ地ちのいい、ふわふわしたものをくれた。見れば、真っ白な美しい毛玉である。

「なんだこれ」

「それはラタラ族に伝わるお守りだよ。昨日ナキ、ネロの被害のこと……最初、ノトにウソついて隠してたから……ホントは、そのお詫わびにと思って作ってきたの」

　言いながら、ナキアミはにょろんとシッポを前に回してくる。

　灰色のシッポは、その先っちょの辺りだけが白くツートンカラーになっていた。

「このお守りはね、ここのね、最初の冬毛を抜いて作るの。ちょっと痛いんだけど、新しくてキレイなうちに抜いて作って、愛する人にあげる大事なお守りなんだよ。あっ、でも冬毛はふさふさしてるし、抜いてもすぐ生えてくるから心配しないでね」

「あー……、あんがとな……。で、でもこの部屋なんだけどさ……そのだなー……」

　大切らしいモノまでもらってしまい、なんか、ますます部屋の所有者の件は語りづらい雰囲気になってしまう。

　どーしたもんか……と考えた挙げ句、ノトはとりあえず問題を後送りにしようと、体調不良を装うことにした。

「そのー……えーっとだなー……まぁ、いろいろ説明すんのは、悪いけど今度にさしてくれ。俺おれ、その、今日はちょっと疲れててさー……」

　そして、「あーホント、疲れた。明日に、備えて、早寝するぞー」などと言いながら、ベッドにごろんと横になった。

「……つ……疲れだったら、ナキが取ってあげるよ」

　なんだか声に熱いものを込めながら、ナキアミはいそいそと化粧台の方へ向かう。

　そして、自前の手提げ袋から櫛くしを取り出して前髪を整え始めた。

「？？？」

　ノトは寝っ転がったまま、眉まゆを寄せてナキアミの様子をうかがう。

　……なんで、こんな夜中っから身づくろいを始めるのか。

　しかもさらになんでかナキアミはそわそわとかなり挙動不審キヨドり、震える手から櫛を落っことしたりしている。

　続けてナキアミは部屋の中央辺りに吊つるして灯ともしていたカンテラを取ると、部屋の隅っこの方に持っていって床に置いた。

「ノ、ノト……灯あかりは、け、消さなくてもいいけど……このぐらいまで暗くしてもいい？」

「？？？」

　灯りをベッドから離されてしまったので、ノトの周囲は薄暗くなる。

　何やってんだナキアミは。急に、やたらとセリフを噛かんでるし。

　寝っ転がったまま視線を戻すと、なぜかナキアミはぷるぷる震え出していた。

　顔を炉の中の鉄みたいに真っ赤にし、毛の薄い耳の内側までニンジン色にしている。

　なんだ。

　なんでそんなにテンパってんだ。

「おい、なにやってんだよ」

　とノトが言ったのを、『早くしろよ』と言われたと思ったのか――

　ナキアミはビクッと手を震わせると、しゅるっ。

　いきなり、自分のぞろっとした服の帯を解き始めた。

「ちょっ――――!?」

　ノトが慌あわてている間に、ナキアミは帯を解いて、解いて――しゅらっ。

　意外と脱ぎやすいらしいラタラ族の着物を、足元に脱ぎ落としてしまった。

「なんでだよ！！！」

　いきなり下着姿になったナキアミに、ノトは引きまくる。

　薄暗い室内で――ナキアミの生っちろい肌が、愛らしい曲線をいくつも描いている。

　柔らかそうな太もも。丸い肩。細長い布の下着の上からでも分かる、ふっくらした胸。

「ナ……ナキは、恩知らずな子じゃないよ。ノトが、お部屋まで作ってくれちゃったんだもん。だから、ちゃんとお礼を……ああでも、ノト……そ、そんなに見ないで……」

　ナキアミは、指先まで赤くした手で顔をおおう。

　指の間からは、泣き出しそうに潤うるんだ瞳ひとみがこっちを盗み見てきた。

「ノト……子供は男の子がいい？　女の子がいい……？」

「はええよ！」

　一応ツッコミつつ、ノトは後ずさって壁に背中を押しつける。

「ノ、ノトが乱暴なのが好きだったら、次からはそうしてもいいよ、でも……最初は、最初だけは、やさしく……！」

　ナキアミは片足に巻きつけていたしっぽを、決意したかのようにびびんと立たせる。

　そして、ぎゅーっと目を閉じ、そのまま両手を突き出してベッドに突撃してきた。

「やさしくしてください！」

「なにをですか！」

　ノトはテンパるあまり敬語になってしまう。

　ナキアミは手て探さぐりで毛布に潜もぐり込んできて、ノトに抱きついてきた。

　むにゅにゅん！　――こっちの胸に、柔らかい２つの丸みが押しつけられてくる！

「うおおおっ！！！」

　胸だけではない。ナキアミは、全身の肌を顔から爪つま先さきまでぴったりくっつけてきていた。

　ほとんどハダカの女の子に密着されたのなんか、ノトはもちろん初めてだ。

　こっちの肌に直じかに触れてきた肌は温かくて、おモチのように柔らかかった。触れている部分全体から、まるで何かクスリでも塗られたかのような快感が伝わってくる。これ、もしもこっちもハダカになって抱きしめたりしたら、どんだけ気持ちいいんだろうか――

（い、いかんいかん！）

　その光景を妄想してしまったノトは、ぎゅーっと目を閉じて雑念を払おうとした。

　だがそうすると今度は、視覚以外の感覚に注意が向いてしまう。

　耳元で聞こえてくる、切なげなナキアミの息づかい。その息、そして髪や肌から香る、女の子女の子した甘いニオイ……それは、一聞き、一ひと嗅かぎするごとに衝動的に抱きしめたくなってしまう、魔法のような力を持っているものであった。

「うっ……！」

　ナキアミはやわらかい。あったかい。かわいい。いいニオイだ――

　なんて、いい――ああ、まだ何もされてないのに、頭がボーッとしてくる。

　びき、と音を立てて――ノトの中で、何かが折れそうになる。



    

  
    
      



    

  
    
      　そんな自分自身に、ノトはビックリして目を見開いた。

　ああ、ナキアミは確かに優しくてかわいくて頭も良くて、理想的な女の子だ。でも。

　――レンビア。

　自分が本当に好きなのは、レンビアで――！

　今ここで何かしてしまったら、彼女に合わせる顔がなくなってしまう！

「ノト、ナキ……ナキね、実はノトのために、ムラでお姉ねえさまたちからいろいろ教わってきたの。だからノト、ノトは仰あお向むけのままでいいよっ、ナ、ナキ、がんばるから……！」

　もぞもぞっ！　と毛布に頭をもぐらせたナキアミに、ノトはびびりまくる。

「なっ、なにをがんばるんだよっ！」

「一通り全部です！」

「だからなんの一通りだ――っ！」

　何をするつもりかは分からないが、何かされて既成事実を作られてからでは遅い！

「ちょっ！　おまっ！　待て待て待てってって―――っ！！！」

　ノトはナキアミを押し退のけようと、がむしゃらにその柔らかい身体からだに手を伸ばして――

　ぬるっ！

　どこかの器官に指がちょっとすべり込んで、そこから垂れ出ていたなにか生暖かい液体を触ってしまった。

「どぅうううううううえええええああああああああああ！！！」

　人生最大の慌あわてっぷりで、ノトは飛び上がる。

　やってもうた！

　レンビアごめん！

　と、ノトが顔面蒼そう白はくになりながら手元を確かめると――

「…………!?」

　ノトが触ったのは、ナキアミの鼻なのであった。

　――ナキアミは興奮のあまり、鼻血を出してしまっている。

「お、おいっ！　おいってば！」

　半分は心の底から安心しつつ、ノトは焦ってナキアミを自分から引っぺがした。

「はぁう……ノ、ノトごめん！　シ、シーツ、よごしちゃったよぉ……！」

　ナキアミはベッドに四つんばいになり、ぼたぼたと垂れる自分の鼻血に目を白黒させている。

「あ、あのなぁー……普通、あれこれ手順飛ばして強引にってのは……男と女が逆なもんだぜ……？」

　けっこう景気良く出ているナキアミの鼻血を見て、ノトは薬箱を取りにいく。

　ノトが指をひっかけたせいで出血がヒドくなった可能性もあるし、サベラみたいに鼻血がクセの人になってもいけない。

　というわけで、ノトはナキアミの鼻を海綿で拭ぬぐってやるのであった。

　ノトに顔をキレイにしてもらったナキアミは、あは、あはは、あはははー、とちょっと壊れ気味に空笑いを始める。

「あははは……そっ、そーだよね！　こ、こういうことは結婚式のあとだよねっ！」

　なんだかズレたリアクションをするナキアミに、ノトは深ぁーくため息をつく。

　そして今度は自分の方を見回すと……たいした量ではないが、やっぱりこっちのシャツとズボンにもちょっと血がついてしまっていた。

　血はすぐシミになってしまうので、すぐ水洗いするのが鉄則だ。

　というわけでノトはシャツとズボンを脱ぎ、改めてベッドに上がり、毛布をどけてシーツを見下ろした。予想通り、こっちにもしっかりと血がついてしまっている。

「あー……こりゃダメだな、交換しなきゃ……」

　と、ノトが首を横に振ったとき。

　かぽかぽ、ガラゴロ。

　通りを馬車がやってきて、ノト屋の前で止まる音がした。

「？」

　こんな時間に誰だれだろう……？

　ていうか、このシチュエーションにはなんか覚えがあるぞ……？

　と、ノトはこわごわ顔を上げる。

「ノっトぉー！」

　――階下からのノトを呼ぶ声に続いて、どたどたどた、と階段を駆け上がってくる音が聞こえてきた。

　扉の方にカンテラを置いていたせいで、２階に人がいるのが分かったらしい。

　がちゃ。

「――！」

　ノトは真っ青になる。

　最悪なことに――！

　この部屋に闖ちん入にゆうしてきてしまったのだ――レンビアが！！！

　ヤバい。

　ヤバいですよこれは。

　いずれお見せしようと思っていた部屋ではあるが、今、このタイミングはヤバすぎる！

「ノト……？」

　魔法陣師アラベスカの制服を着たレンビアは、血なまぐさい室内に表情を曇らせる。

　そして扉のそばのカンテラを取り、てこてこ歩いてきながらこっちを――照らした。

「あー…………えーっとですね………………」

　ノトは自分の置かれた状況を見回してから、硬い表情でレンビアに向き直る。

　またしても、ノトは女の子とベッドの上にいる。しかも、２人とも下着姿で。

　さらにナキアミはなんだか激しく興奮して泣いた後ってカンジの顔で……

　さらにさらに、シーツの上には、鮮血の跡が。

「！！！！！！」

　レンビアは、びびびびび、と一瞬で硬直し、ツインテールの髪も放射状に広がった。

　ぼと、とカンテラを落っことしたので、ノトは危ういところでそれをキャッチする。

「いや、こ、これは違うんだ……これは全然、なんつーか、なんでもない！　今夜のこれ、これはそう、なんでもないんだよ！　なんにもしてない！　なんにも起きてない！」

　かなり弁解不能の光景の中から、ノトは必死に言い訳を始める。

　が、ベッドに下着姿で座ったままのナキアミが、そこに横やりを入れてきた。

「なんにもなくないよノト、ほら、さっき……」

「なんにもなかっただろ！」

　がう！　とノトはナキアミに怒鳴る。

　するとナキアミは涙目になりながら、きゅうう、と自分の胸の前で手を握った。

「うぅ……ノト、ひどいよ……ナキ、ナキ……ノトに、ナキの、ナキの、いちばん大切なものをあげたのに……！」

「っ！？！？」

　ノトは驚きのあまり、ありえないポーズで硬直してしまう。

　隣ではレンビアも、おもっきし、全身全霊、引きまくっている。

　た――大切なモノ、って、あんた！

　あ、ああ―――！　あれか、あの冬毛のお守りか!!

　てかこの場でのその発言は、トンデモない誤解を招くって！！！

「ナキ、ほんとは、とっても、とっても、痛かったのに……！　ガマンしたんだよ？　ノトのために……ノトが、喜んでくれるなら……って……！」

「ノォォォォォ――――！！！！！」

　追い打ちをかけてきたナキアミに、ノトはカンテラを振り回しながら絶叫した。

　レンビアも、ずざざざっ！　と後ずさる。そして扉の辺りで、どて、と尻しりもちをついた。

「さ……さ……サイッッッッッテ――――――！！！」

　金切り声と同時に、レンビアはツインテールを立てて――×印を作った。

　ずがん！！！

　殺人的な衝撃波が、髪の魔法陣から放はなたれる。

　がしゃああああん！　と音がして、ノトの背後の机が粉砕された。

　×！　×ですか！　そんな魔法陣もあるんですか！

　ていうか今のがノトに当たってたら、手足の二、三本は折れていたに違いないっ。

「や、やめろレンビア！　ここは、この部屋は、お前の――！」

「最低ッッッ！　けだものッッッ!!　女の敵ッッッ！！！」

　完全に狂戦士と化したレンビアは、ツインテールを何度も×！　×！　×！　と交差させ、そのたびにどかん！　どかん！　どかん！　と衝撃波を室内に放ってくる。

　そのたびに、イスが、クローゼットが、壁が、紙細工のように破壊されていく。

「バカ――やめろっ、やめろって！！！」

　ノトに怒鳴られると、レンビアは一瞬ビクッと硬直した。

　そして、階段のそばで足を踏み外して、ずるっ、ごろごろごろごろ――っ！

「きゃあああああああああぁぁぁ！」

　ボールみたいに、階段を転げ落ちていった。

「お、おいッ！」

　ノトはパンツいっちょのまま、もうもうと煙の立ちこめる部屋の中で立ち上がる。

　カンテラをひっくり返さないようにと視線を下げたとき――ベッドに座って階段の方を見ていたナキアミが目を一瞬キラーンと光らせ、しかもフッと笑ったような気がした。

「？」

　カンテラをぐいっと向けてナキアミの顔を確認すると、あわあわどーしよー、と乙女チックな表情で怯おびえている。どうやら、暗がりでこっちの目が錯覚を起こしたらしい。

　てか、今はそれどころではない！　レンビアをなんとかしないと！



　元々ハシゴだっただけにノト屋の階段はけっこう急で、１階の台所まで転げ落ちていたレンビアはさらに派手に床を転げ回ったらしかった。何がどうなってそうなったのかは分からないが、大きなカラの水ガメに上半身を突っ込んでぐでーんと倒れている。

　ぺら。魔法陣師アラベスカのチェック柄のスカートがまくれて、今回はオレンジと白のしまパンが丸見えになっている。ていうかレンビアはしまパンを何種類持ってるのか。ノトが目撃しただけでも、黄緑、水色、赤、オレンジと、これで計４色の存在が確認されている。

「おーい……生きてるか……？」

　おそるおそる呼びかけながら、うんしょうんしょ、とノトは水ガメをレンビアから外してやった。そういえばいつだったか、レンビアは自宅の壁に上半身を突っ込んでいた。ほんと、上半身を物に突っ込むのが好きなヤツである。

　すぽん、とカメから出てきたレンビアは――意識があった。

　ので、また噛かみ付かれたりするんじゃないかと身構えるノトであったが……

　レンビアは、へたり、と座ったまま、ピクピクと眉み間けんを引きつらせて黙っている。

「……あー、あのなー……何をどう誤解したのかしらねーけど、あれはなー……」

　と説明を始めたノトに、レンビアは仏頂面でいきなりぐいっと手紙を押しつけてきた。

　見れば――それはレドライアス大王からの、レンビア宛あての新宙軍への召集令状である。

　――今の騒ぎは置いておくとして。

　ノトはシリアスな表情になりつつ、小さく眉まゆをひそめた。

　なんでレンビアまでが召集されているのか。正直、この人選にはちょっと違和感がある。

　レンビアは旧ガルニア宙軍に在籍していたとはいえ、その仕事はただのスケジュール管理役だったハズだ。

　そんなレンビアを、ネロ対策の何に使おうというのか？　まあお上のことだから、元・参謀補ってだけでいいかげんに召集したのかもしれないが……

「レンビア……この手紙な……お前まで、こんな危なっかしい話に関かかわるコトはないぞ。俺おれからサベラに話して、おろしてもらうように頼んどくから」

　ノトがそう言ってポンと肩を叩たたくと、レンビアは――

　その手首をガシッとつかみ、犬歯をぎらつかせながら顔を上げた。

「……頼まなくていいわよ？」

「へ？」

　ぎりぎりと異常な力を込めてくる手に、ノトは頬ほおを引きつらせる。

　レンビアのこめかみに、びきびきと血管が浮き出てきた。

「――あたし、新宙軍には、あんたを見張りにいくからっ！」

「なっ、なんでそうなるんだよ！」

「これ以上、あんたの被害者が増えないようにするためよ！　こないだはあのちっちゃい亜人の女の子！　今日はナキアミ！　ふ、２人ともシーツに血を……！　この短期間に２人もって、どんだけよっ！　そんな危険なケダモノ、野の放ばなしにできるわけないでしょっ！」

　ひどい思い込みをもとにまくし立ててくるレンビアに――

「だからそれは誤解だっつってんだろ!!　話を聞けって！！！」

　ノトはついキレて、また大声を出してしまった。

　しまった、とはあまり思わなかった。

　誤解されるようなことをしていた自分も半分は悪いが、話を聞いてくれないレンビアも半分は悪いのだ――誤解は、誤解なのだから！

　それなのにレンビアはこっちの話をまるで聞かず、せっかく整えたレンビアの部屋をめちゃくちゃにしてしまった。それに――

「それにお前……そんな理由でなら、新宙軍になんか来るな！　宇宙ってのは、とっても危険な場所なんだよ！　そんなナメた理由で来てたら、お前――絶対、死んじまうぞ!!」

　ノトの脳裏に、自分が何度も死にかけた月面踏破の冒険の思い出がよぎる。

　それで――レンビアが本気で心配になって――だからこそ、ノトは本気で怒鳴った。

　初めて聞くその厳しい口く調ちように、レンビアはキュッと怯おびえたような表情を見せる。

「っ！」

　ノトに、この状況に、そして自分自身にイラついたような表情で、レンビアはノトの手を振り払った。

「なによ……！　あたしはホントは……ホントはあんたが……心配で……なのに……！」

　涙目で不ふ明めい瞭りようにそう言うと、レンビアは口をへの字に曲げる。

「……ノトの……」

　レンビアは立ち上がると、半べそのまま後ずさった。

　そしてひらりとノトに背を向け、脱だつ兎とのごとく逃げ出してしまう。

「――ノトのバカ！　バカ!!　バーカバカバカバカバカバ―――――カ！」

　ノト屋から駆け出していくレンビアの、早口言葉みたいな絶叫が聞こえる。

「レンビア！　待てって！」

　ノトはレンビアを追って路地に飛び出した。

　――が、もうそこにはレンビアの姿は見えない。路地が迷路のように入り組んだガルナの下町では、いっぺん人を見失ってしまうともう簡単には見つけ出せないのだ。

　ノトはその場でぐるぐる東西南北の道を見回してから、ばし、とノト屋の壁に手をついて眉まゆを寄せた。

　なんでだ。

　なんでこういう時、レンビアには話が通じなくなるのか。

　今までは惚れた弱味でガマンしてきたが、今回のこれは、さすがにきちんと話し合わなきゃいけない問題である。

　――事によっては、みっちりお説教する必要だってある！

（レンビア……どこだ……！）

　ノトは眉を寄せたまま目を閉じ、大きく息を吸い、意識を周囲に広げていった。

　――『恋する共感ラビン・シンパシア』。

　取り立ててなんの長所もないノトに、ただ１つだけ神様が与えてくれた力。自分の好きな人がどこにいてどんな気持ちでいるのか、それだけが受信できる、ちっぽけな魔法。

　その力で、レンビアを探し出そうとする。

　……

　…………

「…………!?」

　ノトは、目を見開いた。

　見つからない。

　レンビアが見つからないのだ。

　ぶんぶん、と頭を振り、天を仰あおぎ――ノトは改めて『恋する共感ラビン・シンパシア』を使う。

　……が、やっぱり見つからない。

　――こんなことは、今まで一度もなかった。

　たとえレンビアが月に居たって、この力は通じていたのに。

　ノトは青くなって、何度も何度も、『恋する共感ラビン・シンパシア』を使おうとした。

　だが、結果は同じだ。

『恋する共感』が、使えなくなっている。

（ど……どうしちまったんだ……!?）

　鳶とび色いろの目をまん丸に見開いて、ノトは呆ぼう然ぜんと空を見上げた。

　そこには……オリオンの翠星ヴエルデ・オリオネが、やけに遠く見えていた。
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　その晩――ナキアミは結局レンビアの部屋で寝てしまったので、ノトは倉庫で小麦粉の袋を枕まくらに寝た。

　だが、レンビアのこと、そして『恋する共感ラビン・シンパシア』が使えなくなってしまったことなどを考えているとなかなか寝つけず……結局、ちゃんと眠れずに朝を迎えてしまうのであった。

　朝の６時を示す鐘の音が、街の時計台から聞こえてくる。

　むくり、とノトが起きると、なんだかうまそうなニオイが家の中に漂っていた。

　なんだ……？　と目をこすりながら台所に行くと。

「あっノト！　おはよう！」

　エプロンと三さん角かく巾きんをつけたナキアミが、満面の笑みで挨あい拶さつをしてきた。

　見れば、なにやらせっせとおにぎりを作っている。

「お、おはよー……ってお前。なんだそれ……？」

「あさごはんだよ。といっても、あり合わせなんだけど……おにぎりとキノコのスープと浅漬けと、それとこれはほうれん草のおひたし、こっちはお芋の甘辛煮だよ」

　ナキアミが示したお盆の上には、どれもこれもうまそうな料理がズラリと並んでいる。

　これだけのメニューを同時進行で作れるとは、なかなかの腕前だ。

　あれ？　と思って目をごしごしこすって台所を見回すと、昨日の騒動で混こん沌とんとしていたはずの台所はいつの間にかピカピカになっていた。

「……おまえ……ここ、全部掃除したのか？」

「うん！　だってナキは女将おかみさんになるんだもん、このくらいはあたりまえだよ♪」

「女将さん……って……」

　にっこにことワケの分からないことを言うナキアミのことはとりあえずおいといて、ノトはラキザミを起こそうと屋根裏部屋へ向かう。

　――どうやらナキアミはよっぽど早起きして、さらに非常に手際よく家事をしたらしい。家の中は床や階段に至るまでキレイに拭ふき掃除がしてあって、窓の外の物干し台には洗濯済みのシーツやタオルが朝日にさらされてキラキラ輝いていた。

　すげー……と思いつつのノトが２階の扉に目をやると、『レンビアの部屋』と書いた表札はいつの間にか裏返されて、『ナキアミの部屋』になっていた。こちらも早はや業わざである。

　もういろいろツッコむ気にもなれず、ノトが屋根裏部屋に上がると――

　そこではラキザミが、相変わらずヒザを抱えた状態で寝ていた。

　あんな騒ぎがあったのに、昨日見た時から微動だにしていないように見える。

「おーいラキザミー。朝だぞー。今朝は10時に出発するんだから、早く起きろー」

　召集の手紙に書いてあった集合時刻を思い出しながら、ノトはくいくいとラキザミの肩をゆすった。

　……が、ラキザミが起きてこない。

　ぺしぺし、とヒザを叩たたいたり、二の腕を持ち上げてみたりするが、反応がない。

　手を離したら、ぷらーん。ラキザミの腕は完全に脱力した状態で、垂れてしまった。

「お、おい……」

　ベッドに上がり、両わきを持つようにして上体をちょっと持ち上げる。

　するとラキザミは眠りから覚めたらしく、ぼんやりと薄目を開けた。

　だがその目は人形のように、焦点を結んでいない。

「……また、ボケちまったのかよ……」

　ノトはラキザミを引きずるようにして、ベッドの隅に腰かけさせた。

　まぁ……前回放心状態になってしまった時はちょっと焦ったが、今回はそんなでもない。こないだも後で元に戻ったのだから、今回もきっとしばらくすれば元に戻るのだろう。

　そういえば先日レンビアにラキザミとの関係を誤解された時も、ラキザミは今と同じぐらいの重症になっていた。偶然だとは思うが、よくないこととは重なるものである。

　くて、とベッドの隅に座っているラキザミがちょっとだらしなかったので、ノトはその胴をつかんで背筋を伸ばさせてやる。手を離したら、ちゃんといい姿勢で止まった。

「………………」

　ラキザミは何も言わない。

　ノトはラキザミの耳を持って、くい、と正面を向かせた。

「………………」

　ラキザミは無表情に、正面を見ている。

　ノトはとりあえず、だらしなく投げ出されているラキザミの足の両ヒザを合わせ、お嬢様座りにさせてやった。さらに両手をヒザの上に置いて、きっちりさせる。

　――なんだか本当に、お人形さん遊びをしてるような気分だ。

　窓から漏れ入る朝日の中で、ラキザミはその美しい容姿をきらめかせていた。

　ノトはその、ちょっと妖あやしげな雰囲気に見入ってしまう。

　元々人形っぽいヤツだなーとは思っていたが、なんだかリアルに等身大の人形になってしまったようだ。それはそれで、けっこう妖しい魅力があるのだが……

「………………おなか、が」

「ん？」

　虚こ空くうを見つめたままラキザミが何か呟つぶやいたので、ノトは促うながすように耳を寄せてやる。

「すき、ました」

「ぷぷっ」

　こいつめ、お人形さんのくせに、そういうところはしっかり主張するのか。

「おーいナキアミー！　朝メシ、屋根裏部屋に運んでくれー！　ここで食うぞー！」

　階段の方に叫ぶと、ナキアミが「えっ、えっ？　あ、はーい！」と下から答えてくる。

　ノトはラキザミの水色の髪をなでてやりながら、なんとなく苦笑いしてしまった。ノトには家族というものはいたことがないが、もしいたら、こういう感じなのだろうか。

　なんというか、なんでか、この子は――

　不思議と、そういう感情をノトに感じさせる子なのであった。



　昼前にノトたちがサベラに指示された桟さん橋ばしに着くと、そこには大御船ダーヤーチヤン――ハヤン帝国の豪華な帆船が待ちかまえていた。

　桜色のぞろっとした服を着た女官たちに案内されて甲板に上ると、そこには魔法陣師アラベスカの制服を着たレンビアがもうやってきていた。

　レンビアは、ナキアミとラキザミをダブル同伴してきたノトを思いっきりキビシイ目で睨にらみつけてくる。

「あー……レンビア、おはよう……」

「おはよ」

　吐き捨てるように言うと、つーん、とレンビアはそっぽを向いてしまった。

　朝からそりゃないだろ……とうなだれたノトの視界が。

　突然、真っ暗になった。

「だ―――れぢゃろな!?」

　元気いっぱいの懐かしい声が、背中の方から聞こえてくる。

　ノトの背後からぷにぷにした小さい手で目隠しをしてきたのは――

「ユァン!?」

　振り返るとそこには、サベラに抱っこされたハヤンの帝王・ユァンの姿があった。

　ユァンは満面の笑みでぴきぴきぴき！　とツノみたいな髪を羽ばたかせ、ばふ、と、金魚みたいにひらひらした赤い着物でノトに抱きついてくる。

「ノっっっトぉ――――！！！　会いたかったぞ！！！」

「ははっ！　久しぶりだなぁ！　――おっ、ちょっと背ぇ伸びたかもだな!?」

　宙軍に誘われていた頃ころにはユァンから逃げ回っていたノトだが、直じかに会うとつい嬉うれしくなって、たかいたかいとかをしてしまう。

　ユァンは笑顔のまま、ぐりん、と器用にカラダを回してノトの肩に座ってきた。

　そして、隣に立っていたラキザミの顔をのぞきこむ。

「ほっ。そちがサベラの言っていた新顔の人間計算機カリキユラトリエか！　ふぅーむ、人形みたいにキレイな顔をしたおなごよの」

　だが、ラキザミはぽけーっと正面を見つめたまま何も答えない。

「………………」

　一同がラキザミを見つめる。

　そよ、そよよ、と彼女の銀色の前髪が海風に揺れた。

「……えーっと……まぁ、コイツはちょっと今、頭の調子がアレなんだけどな。まぁ、じきに元に戻ると思う」

　ノトがフォローするように言うと、ユァンは腕組みしながらうなずいた。

「そうか。まぁそれなら良い、良い。人間計算機カリキユラトリエはそうそうおらぬ。ちょっとアレでも、ありがたく徴用させてもらうぞ！」



　トラ皮が敷かれた船内を奥へ進むと、金と赤でけばけばしく装飾された扉があり……扉の向こうには、真っ赤なザブトンに囲まれた、立派な黒こく檀たんのテーブルがあった。

「妾キエの部屋を会議室として使わせてやる。ほれサベラ、とっとと皆に作戦を話すのぢゃ」

　船内の豪華さに目を丸くしているサベラとレンビアの前を通り過ぎると、ユァンはテーブルのお誕生席にぽふっと座った。

　ノトたちはラキザミを折りたたむようにして正座させつつ、順次、ザブトンに座る。

「……はっ。では……」

　サベラはユァンの隣に品良く座りつつ、何やら木箱を出してきながら説明を始めた。

「――すでにユァン様にはお伝えしているが、ネロ撃退のための作戦を、今からみんなに簡単に説明する。まずは汝なんじの敵を知れということで、『ネロの破片』を見せておく」

　そう言ってサベラが開けた箱の中には――

　妙なしま模様のある、こぶし大の黒い石が入っていた。

「詳細は不明だが、ネロには、宇宙空間で少しだけ砕けるような出来事があったらしい。私たちはその破片が一部分だけネロに先行して飛んでくるのを観測していて――それが先日、エレノア川の河口付近に墜落したのだ。この破片は私が現地で拾ってきたもので――」

「ぷ―――っ！」

　サベラの言葉に、ノトはいきなり吹き出してしまった。

「なんだ。何がおかしい」

　調子よく仕切りだした出鼻をくじかれて、サベラは整った眉まゆを不機嫌そうに寄せる。

「いや……あの、言いにくいんだけどさ。これ、カナクマムシの殻だろ？」

　ノトは苦笑いしながら黒い石を手に取る。

　うん。

　高温窯か何かで焼いたらしく異常に変質しているが、この微妙なしましま模様は、カナクマムシの殻のかけらに間違いない。

「カナクマムシ？」

　こっちをのぞきこむようにして聞いてきたナキアミに、ノトは指を立てて説明する。

「カナクマムシってのは、体を丸い金属のカラでおおった、クマみたいにでかい虫なんだ。それをハヤンでは割って食うらしくてな。むかし食材にどうですかって商人に言われたんだけどキモかったから断った」

「そんなバカなっ。私は確かに、ネロの破片を――」

「いやいや、これはカナクマムシ。料理人に聞いてみなよ。みんなそう言うぜ？」

　赤くなって抗弁するサベラに、ノトは自信たっぷりに首を横に振る。

　宇宙から降ってきたネロのかけらは、カナクマムシのかけら。

　珍妙すぎる展開に、会議はのっけから暗礁に乗り上げてしまった。

　だが宇宙関連の人間を集めた甲か斐いあって――この話に、ピンと来た者がいた。

「……カナクマムシ、とな？」

　ユァン、である。

　幼帝陛下は何か考え事をするような顔で立ち上がると、瑪メ瑙ノウで飾られた書棚に向かう。

　そして、一同にオシリを向け、書棚に頭を突っ込んで何かを探し始めた。

　ごそごそ。ちょっと、一国の王とは思えないカッコである。

「……んー……ノト。お前、『召喚魔法オルマーレ』という言葉を知っておるか？」

　ふーっとホコリを吹き払いながらユァンが掘り起こしてきたのは、なんだか古びた大きな巻物だった。

「え？　えーっと。あれだ、どっかから魔物を呼び出す魔法……だっけ？」

　会議の流れとはちょっとズレた質問のように聞こえるが、相手は王様だ。

　ノトは一応、常識の範囲内で知っていることを答えた。

「どっかからと言うか、まぁ、魔界からなんぢゃけどな。その魔界に自ら行ってみた魔女が、歴史上ただ１人おっての。その女が著あらわした魔物の図鑑がこれ、『カツェ＝グラッセ訪魔録』なんぢゃ」

　ユァンはちっこい手で『カツェ＝グラッセ訪魔録』をしゅるしゅる広げていき――

　鉄球のような図が描いてある部分を、ぴし、と指さした。

「これか。お前の言うカナクマムシとは」

「そうそうこれ！　……って……カナクマムシって、魔物だったのか？」

　ノトはそう言いながら、眉まゆを寄せて巻物をのぞきこむ。

　そこに記されていた名前は――『カナクマムシ』ではなく、『大公グランデユカ』、とあった。

　説明には、こうある。

『「大公グランデユカ」は天敵の龍りゆう族ぞくを避けて土中に生きる、無害で愚鈍な生き物である。生まれた時から何層にも及ぶ鉄とニッケリオの外殻を持ち、高熱や高圧を伴う土中のいかなる環境変化にも対応し、永遠とも言えるほどの永ながい時を生きる。外殻には無数の穴があり、そこから水分と養分を吸収しているらしい。特徴的なその外殻は我々の世界にいるカナクマムシと瓜うり二ふたつだが、決定的に違うのはその大きさで、大公グランデユカは、およそ８５０メテまで成長する――』

　――８５０メテ。

　ノトはその数字に頬ほおを引きつらせる。

　でかい。でかすぎる。

　そんな生物が、存在し得るのか。

　ていうかなんか、どっかで聞いた何かの大きさとピッタリ同じである。

　……そこまで考えて、ノトはピンときた。

　頭の中で、今までに出てきたキーワードが１つにつながっていく。

　サベラが持ってきたネロのかけらは、カナクマムシのカラとそっくりで。

　黒い鉄球のような魔物・大公グランデユカは、カナクマムシとそっくりで。

　観測されたネロの大きさは、大公グランデユカと同じ、８５０メテ。

　そして――魔界から魔物を呼び出す魔法――『召喚魔法オルマーレ』。

「ユァン……これって……」

「んむ」

「つまり、ネロは……召喚魔法オルマーレで呼び出された、この『大公グランデユカ』だってのか」

　ノトの言葉に、サベラとナキアミが目を丸くしてこっちに振り向く。

「その辺――どうぢゃ。可能性はあるか？　召喚魔法オルマーレは、魔法陣師アラベスカの術ぢゃろう？」

　巻物をのぞきこんで何かを考えるような顔をしていたレンビアに、ユァンが扇を向ける。

　すると、レンビアは――ちょっと固い表情で、ナキアミの方を向いた。

「さっきサベラから聞いたけど……ナキアミ。あんたの観測では、ネロって、宇宙空間に『いきなり現れた』ってことになってるのよね」

「う、うん。何もなかったところに、急に出てきた。すごく不自然だったよ」

　うなずきながら言ったナキアミから、レンビアはユァンに向き直る。

「あたしも書物で読んだことがあるだけなんだけど……１７０年ぐらい前、戦時中の魔法陣学会で『無陣召喚オルメンタ』っていう魔法が研究されたことがあるの」

「おるめんた、とな？」

「普通、召喚魔法オルマーレでは魔物を呼び出す出口となる魔法陣を描かなきゃいけないわ。無陣召喚オルメンタっていうのは、その魔法陣を省いて、かわりにどこか魔物を出す場所を指定する技なの。

　つまり、魔法陣無しで――ヤバい魔物を敵国にいきなりどん！　って片道召喚しちゃおうって戦略だったんだけど……でもそれ、結局、お蔵入りになっちゃったの。

　というのも、魔法陣できちんと場所を指定し続けてやらないと、地球が太陽の周りを公転して動くせいで――呼んでから出てくるまでのタイムラグで、ありえない場所に魔物が出てきちゃうことが分かったのよ。つまり……宇宙空間に」

　その言葉に、船室の中が静まりかえる。

「じゃあネロは天災じゃなくて、人災だっていうの……？」

　こわごわ言ったナキアミに、ユァンは小さくうなずいて見せた。

「たぶん、な。いや、妾キエも最は初なッから何かオカシイとは思っていたのぢゃ。このバカでかい地球の表面のうち、ネロはなぜ、ガルナなどという小さな点をめがけて落ちてくるのか？　とな。これは、人為的な攻撃と考えた方が自然ぢゃろう」

　ぱちん、ぱちん、と扇を小さく鳴らしながら、ユァンが話を補足する。

　ノトは黙って、その見えない敵に心の中で毒突いた。

　――莫ばく大だいな質量を持つ『大公グランデユカ』をあえて宇宙空間に呼び出し、『墜おとす』。

　１７０年もお蔵入りになっていた失敗魔法の『無陣召喚オルメンタ』に、宇宙からの攻撃という最新の発想が組み合わさって、今、何者かによる実際の攻撃に使われてしまっている。

　そして、その悪魔のような発想力を持った敵にヒントを与えてしまったのは――

　――たぶん、自分たち宙軍によるハデハデしい活動なのである。

　……でも。

（……でも、いくらなんでも……ネこロれは、やりすぎだろ……！）



　会議の空気がとことん重くなってしまったので、ノトたちは気分転換のために甲板で休憩を取ることにした。サベラとユァンは、引き続き船内でトップ対談を続けていたが……

　甲板に上るとそこには背もたれのないベンチが用意されてあり、真っ赤な敷布がかかっていた。ノトはそこに座り、竹と紙でできたパラソルの下でゴマ団子をごちそうになる。

　温かいハヤン茶を飲みながら外洋を見渡せば、久々の晴天が水平線の方までずっと続いていた。

　この空のどこかに潜ひそんでいるネロのことは気になるが、まぁ、今それを思い悩んでも仕方がない。今は気持ちを新たにして、次の会議に備えるべきなのである。

　というわけで、ハヤンのジャスミン茶と甘味で気分をリフレッシュさせていると……

「はいラキちゃん。ここに座ろうね」

　ナキアミが、ラキザミをベンチに座らせてきた。そして自分もラキザミとノトの間に入るようにして……さりげに、こっちと身体からだがくっつくように座ってくる。

　さっきの会議の後なのでちょっと表情は固いが、なんだろう、この動きは。

　ノトが団子をもぐもぐやりながら様子を見ていると……

「…………」

　それを見たレンビアが、どしん、と、こっちに背を向けつつ反対側の隣に座ってきた。

　さらにノトが状況を測はかりかねていると……

「なんかナキたち、親子みたいだね。ラキちゃんが子供で、ナキとノトが親なの」

　ナキアミが、なんかマズげな話を始めた。

「え？　あー……いや……そーか？」

　ノトは冷や汗をかきつつ、レンビアの方をチラ見する。

　ぎろ、と湯飲みを手に振り返ってきたレンビアは、開口一番「バッカみたいっ」ときた。

「あんたたちが両親なら、こんな大きな子供がいるわけないでしょ？」

「もののたとえの話ですよーだ」

　ナキアミは、なんかキャラが違うっぽい喋しやべり方でベロを出す。

「……ていうかねぇ。この子の目鼻立ち、むしろあんたよりあたしに似てるじゃない」

「ちがうもんっ。ナキ似だもんっ。ほら、このとんがり耳が見えないの？」

「それはそれ！　どっちかと言えば全体的にあたしの子よ！」

「ナキの子だよ！　むしろナキとノトの子！　ナキナキナキナキ！」

　ぐぬぬぬぬぅー、と睨にらみ合うナキアミとレンビアに挟まれて、ノトはタラ汗をかく。

　父親が誰だれか分からないという話はまれに聞くが、母親がというのは初耳だ。

「…………あー……えーっとですねー…………」

　ネロ対策会議とは別の意味で、ここにもなんか息苦しい空気が流れてきた。

　ていうかこっちの方が、むしろノト的には身の危険を感じる会議といえるかもだ。

「……ほ、ほれラキザミ！　これ、うンまいぞー？　食ってみろー！」

　逃げるように、ノトはムリヤリなハイテンションでラキザミにゴマ団子を差し出した。

　団子を持たされたラキザミは、無言のままそれを両手で持ってもそもそ食べ始める。

　もそもそ。もぐもぐ。

「…………ぷっ」

　ノトは小さく吹き出す。

　なんか、リスがクルミを食べてるような光景である。

　その仕草に、場の空気が和なごんでいく。

「あは。ラキちゃんかわいいー」

「んーほんと……無表情だけどカワイイ子よねぇ……」

　母権を主張するお２人もちょっと和んでいらっしゃるので、ノトは安あん堵どの息をつきつつ「ですよねー！」とうなずきまくる。レンビアも一応、機嫌を直してくれたらしい。

　この時ばかりは、ラキザミのマイペースっぷりがありがたかった。

「…………あり、です…………」

　急にラキザミが何か喋しやべったので、３人はキョトンとしてしまう。

「？」

「……空は、青い……その美しさは、老人たちに、聞いていましたが……」

　おお。

　数日ぶりに、ちゃんと言葉を喋った。

　だが、まだ本調子じゃないのか、言ってることがよく分からない。

　でもまあ回復してきたんだからいいか、とノトはラキザミに合わせてやることにした。

「そう、空は青い。でも青だけじゃないぞ。夕方には夕焼けでオレンジにもなるし……雨が降った後には虹にじが出て、７色にもなったりもする」

「………にじ？」

「あんた、虹見たことないの？」

　翠みどりの目を丸くして聞いたレンビアに、ラキザミはゆっくり首を横に振った。

「……なし、です。なんですか、それは」

「虹ってのはなぁ、こう、空中に丸くパァーッと出てくる７色の光の帯でな。見ると思わず笑顔になっちまう、めちゃめちゃキレイなもんなんだ」

　身振り手振りを交えてノトが説明をすると……

　ラキザミは、小さく顔をうつむかせた。

「そうですか……でも、私は……きっと、笑顔にはならない」

「へ、なんでだよ」

「……感情を抑えるよう……幼い頃ころから、訓練を、受けてきましたから……」

　ボソボソとそう喋しやべるラキザミに、レンビアはレモン色の眉まゆを寄せた。

「なによそれ……ていうかあんた、どこから来たのよ？」

　自分も気になってたことをレンビアが率直に聞いたので、ノトはラキザミをのぞきこむ。

　ラキザミは青空に視線を戻すと、小さな声で短く答えるのであった。

「……遠い、ところから……」



「良ハしオ、良ハしオ、戻ってきたな。では、２時間目を始めるのぢゃ！」

　一同がユァンの船室に戻ってくると、ユァンはべべんと机を叩たたいてサベラに命令した。

　サベラはうなずきながら、持参してきたノートを机の上で広げる。

「いま改めて検討したのだが……ネロの正体が何であろうと、私の作戦に変更はない」

　さっきはネロの正体に面食らってしまったが、今度はこっちの番だ――と言わんばかりに、サベラはでかい胸を張ってみせる。そして、みんなに見えるように資料をテーブルの中心まで移動させ、ぐいっと前まえ屈かがみになってページを示してくださった。

　まだちょっと休憩モードだったノトは資料を見ればいいのか胸の谷間を見ればいいのか一瞬迷ったが、これは世界の命運がかかっている会議だし左右にはレンビアとナキアミが目を光らせているしなので空気を読み、資料の方にした。

「今回の計画では、『ヒドラン爆弾』というものを使う」

　ぺら、とサベラが資料のページをめくると、そこにはロケットとよく似た人工物の絵とこまごました説明が書いてある。

「ヒドラン爆弾……？」

　レンビアが尋たずねると、サベラはちょっと秘密めいた喋り方で説明を続ける。

「うむ。ヒドラン爆弾とは、旧文明の聖伝サンクトに出てくる、たった１発で町を１つ焼き尽くす強力な爆弾だ。先般の月面踏破の際、旧人類が宇宙へ行っていたことが判明し――」

　そこでサベラの紅あかい瞳ひとみが、ちら、とノトの方を見た。

　ああ、とノトは思い出す。

　たしかに月面で――ノトたちは、旧文明の遺跡を発見している。

「聖伝サンクトに『今も天空をさまよい続けている』と記載されていたこのヒドラン爆弾を、私は地球の周回軌道にあるのではないかと考え……つい先日、その観測に成功したのだ」

　ヒドラン爆弾の軌道を書き加えたラタラ地図を広げつつ、サベラが説明を続ける。

「そいつを宇宙で拾って、撃ち込んで、ネロを粉々にするって寸法か」

「ん……半分正解で……半分不正解だ。直径８５０メテもある鉄球を粉々にするには――町を１個消し去る程度の熱量では力不足だからな」

「じゃあ、どうすんだよ」

「これもちょっと正確ではない表現だが、『吹き飛ばす』のだ」

　サベラは資料をめくって、別の図と数式が書かれたページを開く。

「このヒドラン爆弾をネロの表面近くで炸さく裂れつさせれば、炸裂時の熱で、ネロの表面を一部分蒸発させられるはずなのだ。その蒸気を噴射力にして、ネロは自ら軌道を変える。そして、地球に墜おちてこないようなコースへと自ら飛んでいってくれるハズなのだ」

　へー、とノトは相づちを打つ。

　作戦の目的はネロを破壊することではなく地球にぶつけないことなので、たしかに粉々にするより、どこかへ追いやるほうが効率が良さそうだ。

「というわけで、お前たちにはまた宇宙へ出てもらうぞ！　――ネロに、その、ひろらん爆弾をぶち込んでくるのぢゃ！」

　ユァンはツノみたいな髪の毛をぴきんと立てて、一同を見回すようにした。

「で、でも、ロケットは……？　報ほう天てんは、月に行くのに使っちゃったし……」

　と小さく片手を挙げて発言したナキアミに、ユァンはしゅらりと巻物を広げてみせる。

　そして、よくぞ聞いてくれましたという感じで甲かん高だかい声を上げた。

「案ずるでない！　妾キエが火星を目指して建造していたロケット、『驚きよう天てん』がある！」

　。

　ノトは苦にが々にがしい顔をした。

　やっぱり幼帝陛下は、本気で火星行きロケットを作ってらっしゃったのか。

　巻物のユァンが広げている部分には、報天より格段に大きいロケットの図があった。

「というわけで、この船はビアラ島にある新宙軍の基地へ向かうっ」

　と、ノリノリのユァンは立ち上がりながら扇で外洋の方を示した。

　――ビアラ島。けっこう有名な土地だが、そんなに近いところではない。

「え、いつ」

　ノトがキョトンとして尋たずねると……

「今からぢゃ！」

　というユァンの声とほとんど同時に、甲板の方から銅ど鑼らを鳴らす音が聞こえてきて――

　ぐらり、と船は一揺れし、ガルナを出港した。



　ビアラ島とはガルニア王国の最南端にある大きな島で、ちゃんと町もある。

　この島で有名なのは、まずはその環境の良さだった。島を囲むように流れる暖流のおかげで気候は常に温暖。紺こん碧ぺきの海、純白の砂浜、島内にはヤシの木がにょきにょき生えて、派手な色をした鳥がぱたぱた舞う……楽園のように美しい島なのだ。

　そんなわけで最近はリゾート地として開発され、有名になってきた島なのだが――この数か月で、ここにはもう１つの新しい顔ができていた。

　――すなわち、新宙軍の基地である。

　ロケット基地とは、地球の北半球にあるレクト亞大陸の場合、南の方に作れば作るほど良い。これはロケットが打ち上げ時に地球の自転する力を使って加速するためで、赤道に近ければ近いほど、大きな力を得られるからなのだ。

　というわけでガルニアとハヤンは、両国で最も南に位置するビアラ島の領主による招致を受け、そこに『驚きよう天てん』用の発射基地を建設していたのである。



　数日後の昼過ぎ、ビアラ島に入港したノトたちはまず新宙軍の基地『竜の踊り場ダンツア・デイ・ドラコ』へと案内された。『竜の踊り場ダンツア・デイ・ドラコ』とは岩場に囲まれた広い浜辺で、切り出した巨大な岩に古代の竜の化石がいくつも露出していることからそう名付けられたビアラ島の名所である。

　日傘つきの人力車でその浜辺に運ばれたノトたちは、見えてきた巨大ロケット『驚天』の威容にあんぐりと口を開けた。

　驚天は浜辺からかなり離れたところで建造されていたが、遠目に見てもそのでかさがハッキリ分かるほどに巨大だった。報ほう天てんやパリヴィオンⅠも巨大なロケットだったが、こいつは直径だけでもその３倍はある。まるで鉄くろがねの城、要よう塞さいのようにすら見える。

　だが――と、新宙軍が間借りしている領主の館やかたの前で人力車を降ろされたノトは、驚天のプリンのような形状に首を傾かしげた。

「ユァン、あれって……下のほうの段だけだよな」

「そうぢゃ。驚天は全５段のうち、まだ一番下の１段目と２段目しかできておらん」

　浜辺に降りたユァンが、サラッと答える。

「そっ、そんなんで大丈夫なのかよ。来月にはネロが墜おちてくるんだぜ？」

「んー。ぶっちゃけるとここでは、３段目までしか建造が間に合わん。ぢゃから、今ガルニアに上の方を造ってもらえるよう頼んでるところなんぢゃがのぅー」

「ガルニア側は、どんくらいできてるんだ……？」

「んー」

　言葉を濁にごしたユァンの横から――ふわ、と甘い、ミルクのような香りがしてきて――

「それは……わたしの方から説明させてもらえるかしら？」

　聞き覚えのある、柔らかい声が背後から聞こえてきた。

　館から出てきたその人は、新宙軍の女子制服を着て、白いスカーフを首にふんわり巻いた……

「あ、あんたは……！」

「おっひさしぶり、ノトくぅーん！」

　ビックリしてるノトを、女性はもうたまらないといった顔で嬉うれしそうに抱きしめてきた。

　ゆるやかにウェーブした、ピンク色の長い髪。けぶるような長いまつげに、色っぽい口元のホクロ。にっこり穏やかに微笑ほほえむその唇には、ルビー色の紅が差してある。

　むにゅり。その常軌を逸した巨乳が、ノトの顔を挟むように密着してくる。

　わ、わ、と慌あわてながら、ノトは必死に記憶の糸をまさぐった。彼女はたしか――そう、先月ノトが出前を運びに行ったパーティーで出会った、宇宙オタクの貴族――

「あ、アローレンっ？」

　ぷは、と顔を上げると彼女は、にこにことこちらを見下ろしていた。

　さらに色白の腕で、ノトの頭を愛いとおしそうになでなでしてくる。

　甘い香り、柔らかい胸、やさしい手つき。顔にかかってくる、あったかい吐息……うう。なんか、この人にはなにもかも、全部委ゆだねたくなってしまう感じがする。

「ゴメンねぇー。わたしってトリ頭だから、ノトくんにお手紙するの忘れちゃってたのー……でも、ちゃあんと説明するからね。許してね。ノトくんノトくぅん……んー……」

　アローレンは幸せいっぱいという感じで、ノトの頭に顔を埋うずめてきた。

　たっぷりしたピンク色の髪が、ノトの顔を包み込むようにふわりとかぶさってくる。

　ぽけー、とノトが思考停止に陥りそうになった辺りで……

「っ！」

　なんかケモノの鳴き声みたいなのが聞こえたかと思うと、ぐい、とアローレンの頭が真後ろに引っ張られた。

「人のノトに、いきなり何してるんですかっ！　そ、そういうことは、ナキの許可を取ってからにしてくださいっ！」

　見れば涙目のナキアミが、アローレンの髪をわっしゃと抱えて後ろに引っ張っている。

「あんたもよ！　みんなの前で何やってんのこのエロノト！」

「げわっ!?」

　レンビアの声がしたかと思うと、こっちもいきなり背後から首を絞められた。

　ごきごき！　となんかありえない方向に首を曲げられつつ、ノトは犬歯をキバみたいにむいたレンビアに引き倒される。

　どて、と尻しりもちをつくノト。

　左右からぎぎんとアローレンを睨にらみつける、レンビアとナキアミ。

　だが、アローレン鳳ほう爵しやくはそんな殺伐とした状況に全く動じることなく、あららー？　という表情のままこっちを見下ろしている。さすが、大物貴族。というか、大天然。

「そ、それにしても、なんであんたがビアラ島ここに……」

　座ったままのノトがアローレンを見上げると、彼女の新宙軍指定のブラウスはちょっとおヘソが見えてしまいそうなぐらいに持ち上がってしまっていた。胸が大きすぎて、ぱつんぱつんになっている。

　まるで、つんつるてんの服を着させられた子供である。

「うふふ。あのね……」

　そんなアローレン凰爵は濃いピンク色をした瞳ひとみを細めて笑うと、その場にしゃがんでノトに顔を近づけ、小さく、愛らしいウィンクをしてみせた。

「わたしのフルネームは――アローレン・ラ・ビアラ。ここ、わたしの領地なの」



　つまりは、こういうことだった。

　ノトたちの月面踏破に感動したアローレン凰爵は、その後、自分の領地であるビアラ島を新宙軍の基地として提供したいとレドライアス大王に申し出ていたのである。

　新宙軍用の予算組みに難儀していた大王はその提案を受け――ユァンたちが驚きよう天てんの部品をこの地に運んできて組み立て始め――そんなこんなで今に至る。のだそうだ。

　ノトは目をぱちくりさせながら、恋人のようにこっちの腕を抱いてくるアローレンを眺めた。このふわふわした人が、なんと、新宙軍のスポンサーだったとは。

「うふふっ。ノトくんたちは、これからしばらくわたしのおうちに住むのよー？　あは、

　嬉うれしいね。訓練のあととか、ゆーっくりいろんなお話できるよねー……？」

　自分のお屋敷にノトたちを案内しながら、アローレンは人目もはばからずノトにまとわりついてくる。うっとりとしたその視線は、まるで英雄を見るような目つきだ。

「そんなことよりっ！　驚天の上段はどうしてまだできてないんですかっ!?」

「そうよっ！　宙士だけ連れてきても、ロケットが無きゃどうしようもないでしょ！」

　そんな甘いムードを断ち切るように、ナキアミとレンビアがぎゃんぎゃんとアローレンを詰きつ問もんする。

　振り返ったアローレンは、んー、とちょっと空中を見て考えてから……

「えーっとね。んー…………あ、それがねぇ……」

　と、今度は片手を自分の頬ほおにあてて困ったことを思い出したような表情をする。

　どうやら、理由を忘れていて、思い出していたらしい。

「レドくんってね、ネロの話をいまいち信用してくれないのよぉ」

　レドくんって誰だれだ。あ、レドライアス大王か。

　ノトはかなり不敬な貴族様にちょっと引きながら、口を尖とがらせる。

「信用……って、なんだよそりゃ？」

「それがの。こないだガルナ城で話したんぢゃがの。あやつ、ハッキリは言わなんだが……ネロの一件自体、妾キエがサベラを使って狂言をやっとると疑っとるフシがあるのぢゃ」

「きょ、狂言んん!?　だって、そもそもあれはガルニア宮廷の予言部が――」

　ノトはユァンの話にスッ転びそうになる。

「それがねぇ……ネロを予言したのはたしかに予言部なんだけど。被害の大きさの予想は新宙軍、つまり、ほとんどハヤンの管理下にある組織が報告してきたものでしょ？　そんな組織が『世界の危機だからおたくのヒドラン爆弾とロケットを下さい』なんて言っても、レドくん、簡単にはＯＫできないみたいなのよねぇ」

「…………で、でもなぁー…………」

　ノトは下の部分しかない驚天を見て、がりがりと後ろ頭を掻かく。

　そんなノトの不安を察したのか、アローレンはノトの腕を抱いて、ちょん、と額ひたいを人さし指で押してきた。

「だーいじょうぶっ。暗くなっちゃダメだぞっ」

　見る者を無条件に安心させるような愛らしいウィンクに、ノトはノドまで出かかったあれやこれやの文句を飲み込んでしまう。

「ロケットは、わたしがちゃあんと持ってくるわ。お約束するから、安心して。それよりノトくんたちは、ここで宇宙での作戦の訓練をしっかりがんばろう！　おー！」

　そう言ってアローレンが握った片手を振り上げると、アホほど大きなその胸が元気にゆさっと揺れるのであった。



　アローレン鳳ほう爵しやくの館やかたに入ったノトたちは、それぞれ豪華な部屋を割り当てられた。

　今後しばらく居い候そうろうさせてもらうこのお屋敷は、ガルナ南部のちょっと気取った様式になっていた。ノトの部屋はでかいベッドから家具まで全すべてが白を基調にしており、バルコニーには赤やピンク色をした熱帯の花が飾られている。バルコニーには、隣のラキザミの部屋に続く花のアーチがあって……ノトはそこをくぐって、彼女の部屋をノックしてみた。

　さっきのアローレンの一件があった後、ラキザミはまた放心状態になっていた。こっちはこっちでレンビア様のゴキゲンを取るのに夜までかかってしまったが――

　ラキザミの体調は、どうなっただろうか。そう心配していると……

「はい。開いてますよ」

　かなり調子を取り戻した感じの声で、ラキザミが応こたえてきた。

「ラキザミぃ……お前、体、大丈夫か……？」

　ノトが室内に入ると――

　ラキザミは、昔ノトが買い与えた紙と黒炭ペンを持ってなにやら絵を描いていた。

「何やってんだ？」

「私が見た物を、記録しておきたいのです」

　と言うラキザミの手元を、ノトはのぞきこむ。すると、

「げッ」

　と、つい引いてしまうぐらい――その絵は、写実的なものだった。

　ノトの似顔絵もあったが、まるで鏡でも見てるんじゃないかってぐらい上う手まい。

　ぼろぼろのラキザミをノトが抱きかかえて運んでいる絵には、何か、ワクみたいなものが描かれてあった。よく見ると……それはノト屋の窓ワクなのだと分かる。どうやらラキザミは、ノトと出会った夜に窓ガラスに映った自分の姿を正確に記憶していたらしい。

　ノト屋の厨ちゆう房ぼうの様子も、恐ろしいほどに正確に再現されていた。棚にいっぱい置いてある調味料の入った容器の並べてある順番や向きに至るまで、全て正確だ。

「す、すげー……」

　ノトは、そのキモチ悪いほど上じよう手ずな絵をぱらぱらと見ていく。

　お人形状態のラキザミの襟を、ナキアミが直してくれているシーン。船の中で資料を読みながら寝落ちしているレンビアを、そばから見ているラキザミ。ノトの作ったプリンをラキザミが無表情に食べているところ。

　ぱら、ぱら、と絵を見ていくと……アローレンに腕を抱かれているさっきの自分の姿があって、ノトは顔をしかめた。

　その背後でアローレンを睨にらみつけているレンビアとナキアミの表情が、これまた凄すごい。レンビアはツインテールを猛牛のツノのように逆立てて犬歯をむいてるし、ナキアミは目の瞳どう孔こうがマジでケモノみたいにアレなことになっちゃっている。すごいなこれは。見なきゃよかった。というか見なかったことにしよう。

　と、ノトが別の絵を手に取ると……

　それは、ユァンの大御船ダーヤーチヤンでお茶をしていた時の絵だった。

　どうやらお茶の水面に写った光景をもとに描いたらしいその絵の中では、ノト・レンビア・ナキアミがラキザミを囲んで萌もえてて笑顔になっている。

「そうそう、こういうのを描けよ。こういう幸せな思い出をテーマにするんだよ」

　ノトは苦笑いしながら、ラキザミに話しかける。

「……しあわせ？」

「そう。幸せなこと。お前の人生にもいろいろあっただろ？」

「……？」

　だろ？　と言ったのにラキザミが無言なので、ノトは補足する。

「たとえば……友達と遊んだこととかさ。お前なんてカワイイから、男の子から花もらったりしたこととかあんじゃねーの？　恋愛だよ、レンアイ」

「友達？　なし、です。恋愛なんて、最も、なしです。考えたこともありません」

「じゃ……じゃあ、子供の頃ころのイベントごととか。春先に、神父のとっつぁんに遠足つれてってもらったりとか……宝くじ当てた近所の人から、アメを山ほどもらったりとかさ」

「――なし、です。私の人生には、幸せなことなど何一つなかった」



    

  
    
      



    

  
    
      　ノトのノンキな話を遮さえぎるように、ラキザミはちょっとキツい口く調ちようで答えてきた。

　鳶とび色いろの瞳ひとみが、きり、と横目でこっちを見てくる。

　うう。

　コワイ。相手は年下だし別にビビることはないのだが、美人に睨にらまれると、ノトは何も言えなくなってしまうのだ。この条件反射はなんだろうと思ったら、この表情はレンビアが怒った時の顔に瓜うり二ふたつなのであった。

「そんなことより、ノトさんはレンビアさんと仲良くしていますか？」

　――いきなり脈絡のないことを言ってくるもんだから、ノトは面食らってしまった。

「な、なんだよそれ。そっ……そんなこと、お前に関係ないだろ」

　ノトとレンビアは、最近のあれやこれやのせいで正直まだかなりギクシャクしている。

　ノトが言葉に詰まっていると、ラキザミは背筋を伸ばしてこっちに向き直ってきた。

「詳しくは申し上げられませんが、関係あるのです。いいですか。レンビアさんとは、もっともっと仲良くしてください。そうでないと、私も責務を果たすことができません。

　もうこうなれば、ハッキリとお願いしますが――」

「？」

「――レンビアさんと、すぐにでも子供を作ってください」

「！！！」

　ノトはラキザミの言葉に、心臓が止まるような思いがする。

　こ、子供って！

「そうでないと、私が困るのです。早く彼女を妊娠させて、私を安心させてください」

「に、ニンシンって、お、お前なー」

「もしかして、知らないのですか？　男性が女性を妊娠させるには、せ――」

　どん！

　真っ赤になって、ノトは机を叩たたいてラキザミを黙らせた。

　――ラキザミ！

　ちょっと頭がハッキリしてきたと思えば、すぐこれだ。

　なんというか、言ってることがいちいち分からない。

「……作り方を知っているのであれば、これからすぐ、子作りに励んでください」

　作り物のようにキレイな顔で、ラキザミはそんなことを繰り返してくる。

　レンビアと子作りに励んでいる自分を想像してしまったノトは、顔から火が出そうな思いで頭をぶんぶん振った。

　――ああ、コイツとの会話は心臓に悪い。

「あーはいはい。分かりましたよっ。10人ぐらい作ってやりますよー」

　なおざりに答え、ノトは逃げるように踵きびすを返した。

　すると、ラキザミがイスから立ち上がる。

「信用なりませんね。今の言葉はウソのように思えるのですが」

「ウソに決まってんだろっ」

　真っ赤な顔でそう言い捨てると――ノトは部屋を出ていきながら、こっちを相変わらず無表情に見つめているラキザミに小さくベロを出すのであった。



　海での訓練は、重しバラストを巻きつけた宇宙服を着て――海水と同じ比重になって――無重力状態を想定した『宇宙遊泳』の練習を行うものだった。

　宇宙遊泳とは、宇宙服だけで宇宙船の外に出る行為のことである。

　この訓練は月面踏破の時には行わなかったものだが、今回はヒドラン爆弾を入手する際にこの宇宙遊泳が必要となる予定だった。そのため、ノトたちは水中にできるだけ宇宙と似た環境を作り出してその訓練をすることにしたのである。

　サベラに誘導されつつ小舟で沖合に出たノトたちは、宇宙服を着て水中にダイブした。

　まず一同は、ごぼごぼと泡を排出しながら海中深くに潜もぐっていく。

『……キレイね……』

『……わぁー……』

　宇う宙ちゆう兜かぶとの中に据すえられた音鏡石リンコツトから、レンビアとナキアミの声が聞こえてくる。

　海中を見回したノトも、そのあまりの美しさにため息をついた。

　ノトたちの周囲には色とりどりの熱帯魚がそこここで泳いでおり、少し離れたところで遊んでいたシロイルカたちは興味深げにこっちを見ている。

　灰色の岩と白い砂に覆おおわれた海底にはまるで野原のようにいろんな海草が揺れており、所々に赤いヒトデやカニ、それにサンゴが散らばっていた。

『――よし。海底に着いたらまずは重しバラストを少しずつ外していけ。なお実際の宇宙空間での移動には噴射缶スプレーを使うが、ここでは泳ぎでの訓練とする。今日の訓練では、まず、カゴからカゴへと資材を移す簡易な作業から始めるぞ』

　音鏡石リンコツトから聞こえるサベラの指示通り重しバラストを外していくと、次第に体がふわっとなってくる。うん、たしかにこれは宇宙とちょっと近いかもしれない。

　ノトがそんなことを考えていると……

　１人、重しバラストを外さずにボケーっと突っ立ってるのがいた。

　宇宙服のオシリの辺りに、シッポを収める短い突起部分がある。あれは、ラキザミだ。

「おいラキザミ。どうした。何かトラブルか？」

　ノトが音鏡石リンコツトを通じて声をかけると、ラキザミは宇宙兜ごしにこっちを見てきた。

『いいえ』

　相変わらずの無表情だが、心なしか目を見開いているように見える。

「ならいいけどさ。訓練中にサベラの言うこと聞かないと、後でムチでしばかれるぞ」

　と、器用に一瞬だけサベラとの音鏡石リンコツトを切りつつ言って、ノトはラキザミに近付いた。

　ラキザミの足元には、ウニがいくつか転がっていた。おっ、と思ったノトがそれを拾うと、ラキザミは「？」と不思議そうな目でウニをのぞきこんでくる。

「……見たことないのか？　これはウニってんだ」

『うに』

「食えるんだぞこれ。生き物なんだ。ほんと、海の中は生き物でいっぱいだよな」

　ノトが笑ってみせると、ラキザミはその鳶とび色いろの目を少し広げて周囲をぐるっと見回した。

『あり、です……こういう海なら、ありですね……』

「？」

『……私は、知りませんでした』

「なにを」

　長い瞬きをして海面の方を仰あおぐようにしたラキザミに、ノトが尋たずねる。

　ラキザミは何かを感じるかのように深い呼吸をしてから、不思議な言葉を続けた。

『――凍り付いていない海というものが、こんなに美しいなんて――』



　その午後。

　訓練を終えたノトたちは海岸で宇宙服を脱ぎ、下に着ていた水着だけになって休憩していた。訓練を見学しにきていたアローレンも、ちゃんとお揃そろいの水着に着替えている。

　ノトたちの休憩時間を狙ねらって砂浜に現れたユァン様は、どこからか持ってきた浮き輪を装備し、うははははなどと笑いながらバタ足で縦横無尽に泳いでいる。

　ユァンに引っ張られて海水浴に付き合わされたレンビアとナキアミも、母性本能をくすぐられたのか、ちゃんと幼帝陛下の面倒を見ているようだった。

　――レンビア、ナキアミ、サベラ、ラキザミ、アローレン、おまけにユァン――

　これだけ美人・美少女が揃っているにもかかわらず、海パンいっちょのノトは……

　不満げぇ―――な顔で、砂浜にあぐらをかいていた。

　というのも、みんなが着ている水着はそろいもそろって地味ぃーなカットの、ワンピースなのだ。

　胸にはそれぞれの名前を書いた白い布が縫い付けられているが、他ほかに飾りらしい飾りは何もない。

　これ、また、実用主義のサベラが急ごしらえで仕立てた竜軍の指定水着のコピーらしい。

（なんつーか、こう……ハイレグとかローレグとか、ビキニとか、なかったのかよー）

　ツラい訓練を女子たちのヒモ水着やポロリを妄想することで乗り切ってきたノトは、期待が大きかっただけに、そのもさいデザインの水着に全力で落胆していた。

　でも、見る。

　そりゃあ見る。なんであれ水着は水着だから。

　唯一の特徴といえるのは――女子たちの水着には、腰回りに、『水抜き』なる機構があることだった。ちなみにナキアミとラキザミはそれを利用して、オシリの方の水抜きからシッポを出したりしている。

　なんというか、あの水抜きというものにフシギな魅力を感じなくもないのはなんでだろうか。またあの水着、２０歳近いサベラと２２０歳のアローレンが着てるのはちょっとムリがあるような気もするのだがどうか。

　そんなノトのオヤジな視線はともかく、一同の初日の訓練結果はイマイチであった。

　というのもレンビアは作業が速いかわりに不正確だし、ラキザミは作業は正確なのだが正確すぎてやたらに遅く、運動神経の悪いナキアミはヨタヨタ移動すらままならず――５人の中で宇宙遊泳がマトモにこなせそうだったのは、ノトとサベラだけだったのだ。

「むぅ……ノンキに遊んでいる場合ではないのに……！」

　と、イライラした顔で海を見るサベラの向こうから――

「だめよぉ、焦っちゃうと、むしろミスが増えちゃうわ。逆に、リラックスしなきゃ」

　竜軍指定のワンピースが似合わない女２号ことアローレンが、よしよし、とサベラの頭を撫なでながら現れた。奇妙なことに、彼女はこんな時でも首にスカーフを巻いている。

　むむっ。と、ノトは目を見張って集中力を高めた。

　けっこうタイトな水着にしめつけられてるとはいえ、この巨乳のお姉ねえさまたちのツーショットはかなり見ごたえがあった。ラキザミのように、しっかり記憶しておかねば。

「うふふ」

　アローレンはニコニコ笑いながら、つつ、とその白い指でサベラの肩を撫でた。

「な、なにをする」

「んー。うふふっ。サベラさぁん……」

　つつ……つつつっ。白魚のような指で、ほっぺたから首筋、しまいには胸元までを触ってきたアローレンから、サベラは大おお慌あわてで後ずさる。ばっ、と手を顔にあてたかと思ったら、ぼたぼた鼻血を垂らし出した。

「ななな何をするかッ！　き、き、貴様は痴女かッ!?」

「サベラさんとわたしって、背丈も体型も似てるぅ。なんだか嬉うれしいな、こういうの」

　なんか凄すごい単語を出して怒るサベラに、アローレンはさらに身長を比べようとしたのか手を上げながら差し出した。その指先が胸の先をかすめたもんだから、サベラは――

「――ゃっ！」

　と、らしくない女の子っぽい声をあげながら手を払った。

　その手が――ばさっ。

　偶然、アローレンの首のスカーフに引っかかって、それをもぎ取ってしまう。

「――――！」

　初めて露あらわになったアローレンの首には――

　見るのも痛々しい、醜い傷跡があった。

　切り傷や縫い傷ではない。火傷やけどの跡のような、皮膚が爛ただれた跡である。

　……ノトは思わず、視線を逸そらしてしまった。

　あんなにキレイな人なのに、玉たまに瑕きずとはまさにこのことである。いっつもスカーフを巻いてたってことは、本人もすごく気にしているのだろう。あまり見てはかわいそうだ。

　アローレンは……ピンクの目をまん丸に見開いて、ばっ、と傷跡を自分の手で隠した。だが、全すべてを隠せるわけもない。すぐに哀かなしげな目になると、スカーフを拾い、無言で首に巻き直した。

　普段のセレブ感とのギャップもあり――それはなんだか、すごく哀あわれな仕草だった。

「あっ……あ……す、すまん……！　私は、その……すまん……！」

　オロオロと歩み寄ったサベラに、アローレンは首を横に振る。

「ううん。今のはわたしが悪いの。サベラさんが謝ることはないわ」

「いや、乙女が身に着けているものを剥はぐなんて……私は最低だ！　贖しよく罪ざいさせてくれっ」

　生き真面目まじめに詰め寄ったサベラに、アローレンは「んー」と考えてから――

「……じゃあ、じゃあ、あとで、わたしのお部屋でね……」

　ちょっとワクワクした笑顔になりながら、サベラに何か耳打ちをした。

　それを聞きながら、サベラはまたつつーっと血を垂らし始めた高い鼻を押さえる。

「……おっ、お前はなぜ、そんなことをしたがるッ……!?」

「だめぇ？　わたし、サベラさんのカラダに興味があるのぉ……」

「と、倒錯してるぞそれはっ！　だいたい、未婚の女同士がそんな、破は廉れん恥ちなっ！」

「女同士だからこそ、大丈夫なんじゃなぁい？　じゃあ決まりね。ご予約入りましたぁー」

　スカーフの件もあってあまり強く出られずにいるサベラを前に、アローレンはワケの分からないことを言いつつポンと手を打って決定を雰囲気付けてしまった。

　……よかった。ノトは憑つき物が落ちたような気分で爽さわやかな笑顔になる。

　どうやらアローレンの憧あこがれの人が、宙士ノトから宙将軍のサベラに移ってくれたようだ。

　これで、レンビアとのケンカの種が１つ減った。

「ノ、ノト！　アローレンは今まで、お前にくっついていたではないか!?」

　何を要求されたのか、サベラは真っ赤になって涙目でこっちに助けを求めてきた。

　そんなサベラに、ノトはとっても優しい笑顔で手を振るのであった。

「どうぞ、末永ながくお幸せにー」



　数日後の、朝――

「ノトさん、起きてください」

　自室でぐっすり寝ていたノトは、ラキザミに起こされた。

「ん、んあ」

　寝ぼけ眼まなこのノトのそばには、制服姿のラキザミが立っている。

　今日はサベラがロケット工房へ驚きよう天てんのチェックに行っていて不在のため、宙士たちは座学の自習をして過ごすことになっていた。

　だが連日の水中訓練に加え、時間の合間を縫うようにして不機嫌レンビアのゴキゲン取りをしていたノトは、１日ぐらいはゆっくり休もうと思って朝寝を楽しんでいたのだ。

「外が騒がしいのです。これはもしかしてお祭りというものですか？」

「外……？」

　ラキザミに聞かれて、ノトはまぶしい朝のバルコニーへ出る。

　アクビ混じりに街の様子を見ると、たしかに外が何やらわいわい賑にぎわっている。

　そういえば今日は領主――アローレンの統治が始まって何周年だかの記念日で、島中が楽市楽座になるとか本人が言っていた。ビアラ島の人口はそもそもそんなに多くないが、アローレンは人気があるのかお祝いはかなり盛大に行われているらしく、街の方はかなり盛り上がっていた。

「あれは、お祭りというものですよね」

　同じことを二度聞いてきたラキザミの声に、妙な熱がこもっているような気がする。

「ああ、そうだなぁ」

　ノトは起き抜けでいまいち働かない頭を振り、二度寝しようとベッドに戻る。

　と、そのパジャマの裾すそをくい、とラキザミにつかまれた。

　なんか、ナキアミに似た仕草だ。

「ガルニアには、お祭りという素晴らしい風習があったと書物で読みました。おそらく、これがそうだと思うのですが」

「あった、って、現にあるじゃねーか。こんなん、ただのガラクタ市だぞ？」

「でも、屋台などもあるとか」

　相変わらず表情は読めない子だが、どうやらお祭りというものに憧あこがれているらしい。

　お祭りを知らないとは、よっぽどイナカの生まれなのだろうか。

「ふわぁー。ガキだなー、そんなに行きたいのかよ」

「そうは言ってません」

　アクビ混じりにノトが言うと、ラキザミはちょっとカチンときたように反論する。

　そして、レンビアにちょっと似た吊つり目でじぃーっとこっちをのぞき込んできた。

「…………」

「…………」

「行くか」

「はい」



「ほ！　ノト！　ラキザミ！　お前ら街に出るつもりぢゃな!?」

　館やかたの出口には、お祭りといえばこの人の――ユァンが待ちかまえていた。

　ニカッと白い歯をむいて両手を広げ、とてとて小走りにやってきたユァンは、今日は光沢のある黒い絹の服を着ていた。服には金糸で精せい緻ちな不死鳥フエニケの刺し繍しゆうが入っており、おでかけ用の夏服なのか袖そでが無く、短いスカートには腰の辺りまでスリットが入っている。

　相変わらず、ちっこいくせにオシャレでオマセな女王様だ。

「妾キエはここで、供にする者を待っておったのぢゃ！　ささ、祭りぢゃ祭りぢゃ祭りに行くぞ！」

　ユァンは居ても立ってもいられないといった顔で、その場で足踏みなんかをしている。

「と、供って……俺おれらなんかでいいのかよ」

「良いのぢゃー！」

　そう言ってノトに抱きついてきたユァンは、木登りでもするようにするすると（パンツまる見せで）ノトの体を登り始めた。

「ちょっ……まっ！」

　陛下はあっという間にノトの頭を後ろから太ももで挟み、肩車の体勢を作ってしまう。

　うう、器用な子だなぁ。

「ほれ！　サベラに見つからんうちに出陣せい！　はいどぉーう！」

　ユァンのぷにぷにしたちっこい手が、ノトの額ひたいをぺちぺち叩たたいてくる。

　ノトは仕方なしにユァンのあんよを抱え、馬になった気分で館やかたを出るのであった。

　ていうかユァン様はこんなに無防備で大丈夫なんだろうか。いろんな意味で。



　祭りの熱気に流されるようにして、ノトたちは街を散策した。

　意外だったのは、往来を行き交う人々に、えっ？　と思うほどけっこうな割合で亜人が混ざっていたことである。

　ケモノっぽい耳やしっぽを生やした者。ツノが生えている者。耳に羽根が生えて小さな翼のようになっている者。なんでだろう。まるでこの島は、亜人の寄り合い所帯だ。

「美う味まい美味い美味いのう！　ほれノト！　お前も食え！　食わんか！」

　などと言いながらノトの口にかじりかけのソーセージを突っ込んでくるユァンは、さっきからワッフルやらコロッケやら綿アメやら、屋台の食べ物を片っ端から口にしていた。

　いつも最高級の料理を食べてる王様には、逆にこういう味がとっても刺激的らしい。

「…………」

　一方、ラキザミはというと――無言のまま、街の様子を興味深そうに眺めていた。

　その表情はパッと見は無表情なのだが、よく見ると微妙に変化が現れている。最近その変化が読み取れるようになってきたノトには分かるのだが、どうも、感動しているらしい。

　――よっぽど、お祭りというものに憧あこがれていたのだろう。

　そう思うとノトは、連れてきてやってよかったなぁ、と、ちょっと和なごむのであった。

　また、街を見回すと、島の女の子たちはみんな空のような水色をした服を着ていた。どうやらこれ、ビアラ島での流は行やりらしい。

　ラキザミはその様子を眺めてから、自分の宙軍制服の赤襟を見下ろした。

　そして何やら少し考えるような仕草をしてから、てくてく、と商店街の方へ歩き出した。

　なんかイヤな予感がしたノトは、ユァンを肩車したまま後についていく。

「ノトさん」

「なんだ」

「これを買ってください」

　と言うラキザミの手は、やっぱりというか、服屋の前に飾られてあった空色のワンピースをつかんでいた。どうやら、お祭り気分をさらに盛り上げたいらしい。

　見ればそれは質のいい木綿と絹を合わせて作られたけっこう高級な服で、なにげにふりふりでひらひらのフリルもついている。

　おそるおそる値段を見ると、お祭り価格とはいえ20銀シエルもする。

「お前なー……これ、半金アダガもするじゃんか」

「買ってください」

「あのなー。半金アダガってのは、ノト屋の丸１日分の儲もうけよりも高いんだぞ？」

「買ってやれノト！　おねだりされて与えぬ男は、女にも何も与えてもらえぬのだぞ！」

　横やりを入れてきたユァンにべちべちと顔面を綿アメで叩たたかれ窒息しかかったノトは、仕方なしにラキザミにそのワンピースを買ってやることにした。

　服屋にいっぺん入ったラキザミが着替えて出てくると、その姿は――ひらひらのお洋服が無表情な顔と相まって、ちょっとゾクッとするほど愛らしかった。ほのかに青みがかった美しい銀髪も、水色の爽さわやかな布地にとてもよく似合っている。

　あまりのカワイさにノトが言葉を失っていると、

「ありですか？」

　と、ラキザミが聞いてくる。

「……まぁ、ありじゃねーの？」



    

  
    
      



    

  
    
      　照れ隠しにほっぺたをポリ……と掻かきながら、ノトは思ったままほめてやった。

　それを聞いたラキザミは少しだけ――ほんの少しだけ、頬ほおをピンクに染めて――ふわ、とスカートを翻してノトの前を通り過ぎた。

　そして、とて、と道にある縁石に軽やかなステップで乗る。

「？」

　ノトが様子を見ていると、ラキザミは両手を水平に広げ、その上を平均台のようにとてとて渡っていった。

　――表情はないが、あれ、どうやらゴキゲンということらしい。



　その後のノトたちは、それぞれ一歩一歩、ネロ対策の準備を着実に進めていった。

　水中訓練の難航に業ごうを煮やしたサベラは、自分とノトを『宇宙遊泳チーム』、ナキアミとラキザミを『人間計算機カリキユラトリエチーム』、そしてレンビアをその両方の『バックアップ要員』として個別に訓練する方針に切り替えて訓練メニュー全体を再編成していた。

　――この役割分担が、結局のところ正解だったわけである。

　そもそも引っかけ屋クリツパーのノトは水中での活動に慣れていたし、元々自主トレを積み重ねていたサベラと連携すれば、かなりの量の作業をこなすことができた。

　また、ナキアミはかつて月往還の人間計算機カリキユラトリエを担当したエキスパートだし、驚いたことにラキザミはどういうわけかすでに宇宙に関する基礎知識を一通り持っていた。おかげで、人間計算機カリキユラトリエチームも予定よりずっと早く驚きよう天てんの操縦訓練を始めることができている。

　レンビアは測量や計器盤の読み取り、宇宙遊泳のサポートの技術を全般的に高め……

　――そんなこんなで、ネロ迎撃作戦の訓練も終盤を迎えたある夜のこと。

　アローレンの館やかたから、泥棒のように人目を避けて抜け出すノトの姿があった。

　さっきこっそりチェックしたところによると、ナキアミは、ラキザミと航宙カプセルの操作訓練をしていた。あれなら、いつだったかみたいに追尾される恐れはないだろう。

　というのも――実は、ノトはこれから、デートなのである。

　デート！

　今夜だけは、地球の危機よりこっちの方が重要だ。

　というのも、そのお相手が――レンビアなのだから！

　ノトは胸元から、さっき自室に届いたレンビアからの手紙を取り出す。

『　ノトへ

　　今夜10時５分、サラーム通りの２２４番に来てください　デートしましょう

レンビア　』

　デート！

　ノトとレンビアは今まで何度か２人っきりで会うことはあったのだが、その約束を取り付ける時にはたいてい「遊びに行こう」とか「ごはん食べにいこう」と言っていて、「デート」という単語を意図的に避けてきたフシがある。そんな中で、こうもハッキリと「デートしましょう」と書かれてしまっては、気持ちも盛り上がるというモノだ。

　手紙の文体は微妙にレンビアらしくなかったのだが、興奮のあまり頭の中がお花畑になってしまっていたノトには、それはたいした問題には思えなかった。

　竜の踊り場ダンツア・デイ・ドラコに背を向けて、コーヒー農園の脇わきを抜け、市街地に入り、蒸し暑い道を小走りに進む。

　そして到着したサラーム通りの２２４番にあった建物を見て……

　ノトは石化した。

　そこに在ったのは、ごてごてと装飾された建物の入口に――ピンク。ピンク、ピンク、ピンクのランタンをずらりと並べた、妖あやしくて妖しくて妖しすぎる――

　ホテル、だったのである。

　おそるおそる上の階を見上げると、ホテルのバルコニーにはそこここに若い男女が一対ずつ佇たたずんでいて、それぞれ肩を寄せ合って愛を語らっちゃったりしている。

　ちゅう　してるのもいる。

　慌あわてて視線を前に戻すと、ランタンで桃色に照らし出された看板には『　ご休憩・４銀シエル50銅ルビ　ご宿泊・９銀シエル　ご予約も承ります　』などと書いてある。

　もう、疑いようがない。

　つまりここは、いわゆるひとつの――ラブホテルなのだ！

「お、おいおいおい……」

　何に対してツッコミを入れてるのか自分でも分からなくなりながら、とりあえず……本当にとりあえず、ノトは宿に入ってみた。

　入口では、ハート型の眼帯をした片目のお姉ねえさんが出迎えてきた。見れば、彼女の耳のところには羽根が生えていて、ちっこい翼みたいになっている。亜人、である。

「いらっしゃいませ。えーっと……10時からでご予約のノト様ですか？」

「え、あ、はい」

　予約を入れた覚えはなかったが、名前が合ってたのでノトはぶんぶんと首を縦に振った。

　と、その動きで跳ね上がった前髪の下に×印の傷を見つけて、お姉さんはちょっと眉まゆを寄せた。

「あなた……何族？　その額ひたい……あなたも人間にひどい目に遭あわされて、アローレン様に救っていただいたのね……？」

「へ？　何族、って……俺おれ、ガルナの出身なんだけど……？」

　キョトンとして答えると、おねーさんは『しまった』という顔を一瞬した。

　そして、羽根みたいな耳をぱたたとやると、くるっ、と営業スマイルに戻る。

「失礼いたしました。人違いでした」

　明らかに『人違い』という物言いではなかったが、何かツッコミづらい空気だったし、ぶっちゃけ今はそんなことはどうでもいい。というわけでノトはお姉さんが渡してくれたウェルカムドリンクを一気に飲み干すと、で、レンビアは？　という顔で周囲を見回した。

　眼帯のお姉さんはそんなノトに小さく笑いながら、真っ赤な鍵かぎを渡してくれる。

「お連れ様は、５分ほど先にお着きです。２０１号室でお待ちですよ。ではごゆっくり」

　と、いうわけで。

　ノトは、心臓が口から出てきそうな気持ちで、ギシギシ音のする階段を上るのだった。

　震える手で２０１号室のドアを開けると………

　中には見るからにふかふかのでかいベッドが１個あって、周囲の壁がどういうわけか、本当にどういうわけか、鏡張りになっていた。

　赤い内装を基調にした落ち着かない室内にはそのベッドぐらいしか家具がなく、あとはやけに広い――たぶん、２人でも入れる――浴室があるだけだ。

　がちゃ。

　ドアの閉まった音に――

　室内に、もうほんとに所在ない、といった感じで立っていた制服姿のレンビアが振り返った。

　きら、と、なにげにちょっと薄暗い室内に浮かぶそのシルエットは、いつもにも増して美少女度がアップしてるような感じがした。よく見ると、髪のセットと化粧がやたらしっかりしている。どうやらここに来る前に、美容院に寄ってきたらしい。

　そんなキレイでカワイイお姿のレンビアなのだが……その態度は、ここから見ても分かるぐらいにガチガチになっていた。ちょっと、震えているようにも見える。

「これ、どーゆー事!?」

　トマトみたいに顔を真っ赤にしていたレンビアは、ぐい、と腕組みをした。

「あんたの手紙で、10時にここに来なさいっていうから来てみたら――」

　と、レンビアが目で示したベッドには、真っ白なシーツの上に真っ赤なマクラが２つ、さらにこれも真っ赤な毛布が乗っている。なんというか、えぐい光景である。

「ちょ、ちょっと待てよ、お前が手紙くれたんだろ、10時５分にって……っ」

「ちがうわよ、あんたの手紙であたしが来たのよっ」

　なんだか会話が噛かみ合わない。

　しーん……

　こんな刺激的な密室で、２人は２人っきりで黙って見つめ合ってしまった。

「ほら、こ、これ。これが証拠よっ」

　沈黙に耐えられなくなったらしいレンビアがポケットから手紙を出してきたので、ノトはそれを確認しようと歩み寄った。

　が、ノトはあまりにあんまりなこの状況に前方不注意になってしまっており――

　足元に置いてあったバスタオル入りのカゴに、思いっきり足を突っ込んでしまった。

「うぉっ！」

　けっつまずいて、ノトは――どさっ！

　レンビアを、雲みたいにふんわふわのベッドの上へ思いっきり押し倒してしまった。

「！！！！！」

　あまりのことに、レンビアは声も出せずにいる。

　その翠みどりの目を驚きに見開いて、自分に覆おおいかぶさってきたノトをまっすぐ見ている。

　左右のツインテールがベッドの上に流れて、優美な金色の曲線を２本描いていた。

「――――！」

　ノトもノトで、手紙をつかもうとした手で、レンビアの手首をつかんでしまっている。

　神に誓って、これは手が滑ってしまった偶然のハプニングだったのだが――

　緊張と混乱のあまり、ノトの手には必要以上に力が入ってしまっていた。

「……ぃ……痛ぃっ……」

　小さな声でそう抗あらがったレンビアがレモン色の眉まゆを寄せたのを見て、ノトは慌あわてて手をどける。震える手をベッドに突きなおすと、ベッドはやたらに柔らかくて――ノトの体が、ぐい、とレンビアに近付いてしまう。

　あまりのことに、２人は鼻と鼻の先がくっつきそうな距離で身動きが取れなくなった。

　上半身はともかく、下半身なんか、もうお互いピッタリ密着してしまっている。

　――蒸し暑いこの夜は、室内もまた湿度が高くて暑かった。

　その湿気に乗って、レンビアから漂う甘酸っぱい匂においが、ノトの鼻に届く。

　髪を洗うのに使ったらしい、レモングラスの香り。ほんのりと漂う、お化粧のニオイ。目の前にある口から漂う、甘酸っぱい息の匂い。

　そして、わずかな汗の――レンビアの、身体からだそのものの匂い。

　色香、と呼ぶにふさわしいその香りの中で、ノトは沸騰してしまいそうなほどに熱くなっていった。

　何がどうなって、こんなことになってしまったのかは分からない。

　でも今、自分は、大好きなレンビアと２人っきりで――

　――ここは、そういう場所で。

　レンビアはキレイで、カワイくて。とってもとっても、いい匂いで――

　ほんの少しだけいま行動すれば、その全すべてを奪える位置に寝ころんでいるのだ。

　もう、何も分からなくなる。

　全身に、今まで経験したことがないほど激しく血が巡る。

　ノトの喉のどが、ごくり、と音を立てる。

　その音に怯おびえるように、レンビアはキュッとその吊つりぎみの目を閉じた。

「…………イヤっ…………！」

　か細い声を出すと、レンビアは――

　ぽろ……ぽろ、と。

　その目の端から、涙をこぼしはじめた。

「こんなのは、イヤ……！」

　もう一度、そう小さい声を絞り出したレンビアに、ノトは我に返る。

　レンビアはそのエメラルドのような瞳ひとみから、とめどなく涙をあふれさせ始めていた。

「……あたしだって、あたしだって……ここがどういう所なのかぐらい、分かってるよ……！　だから、考えた……たったの５分だったけど、この部屋に入ってから、一生で一番考えたんだよ。逃げ出すことだって、できたんだよ、そして、明日あんたを一発ビンタして、なにもかも無かったことにすることだって……でも……」

　レンビアは指で涙を拭ぬぐい、ひっく、ひっく、と子供のように泣きながら喋しやべり続けた。

「あたしはもちろん頑張るけど、ネロのせいで……考えたくないけど、もしかしたら、みんな死んじゃうかもしれない。それどころじゃなくて、もうすぐ世界が終わっちゃうかもしれない。

　それなら、その前に……あんたが、こういう事を望んでるんなら……本当に本当に、真剣に、望んでるなら、最後に、って……一度は、決心したんだよ……でも、でも……やっぱり…………こんなのは、イヤだよ……う……うぁ……っ」

　へぐ、へぐ、と、レンビアはしゃくりあげるようにして泣き続ける。

　ノトはなんだか、全身から魂が抜けたような心ここ地ちになってしまい……

　ゆっくり、ゆっくりとレンビアから離れた。

　そして、ベッドの上に落ちていた手紙――レンビア宛あての、10時にここに来るようにと指示している手紙を見て、ハッ、と気がついた。

　――ラキザミ、だ。



    

  
    
      



    

  
    
      　ラキザミはこの間、ノトに妙なことを頼んできた。

『レンビアさんと、すぐにでも子供を作ってください』――と。

　あれだ。あれに違いない。ラキザミはノトとレンビアをムリヤリくっつけようとして、ニセ手紙を使ってこんなトチ狂ったセッティングをしたのだ。

「あいつ！」

　――ノトは、本気でキレた。



　泣きじゃくるレンビアには何も言わず、ノトは全速力でホテルを飛び出した。

　レンビアをホテルに置きざりにするのは心苦しかったが、いま何をどう弁解しても話がこじれるだけだと思ったのである。

　それに何より――ノトはラキザミへの、激しい怒りに突き動かされていた。

　アローレンの館やかたに駆け込むと、「どこ行ってたの？」と聞いてくる鋭いナキアミを無視して、ラキザミの部屋にノックもなく押し入る。

「ラキザミ！」

　大声で呼ぶが、返事はない。

　奥の浴室から、シャー……という音がしている。

　どうやらラキザミは訓練を終え、シャワーを浴びているようだ。

　完全に逆上していたノトは、そんなの関係ないとばかりに浴室の扉を開けた。

「ラキザミ！　お前、やっていいことと、悪いことがあるんだぞ！」

　とっちめてやろうと踏み込んで――ノトは、心臓が止まりそうなぐらいに驚いた。

　全裸のラキザミが、タイルの床に倒れていたのである。

　顔は死体のように真っ青になっていて、目と口は力なく半開きになっている。

　出しっぱなしのシャワーが、無慈悲にラキザミの体に水を浴びせ続けていた。

「お……おいっ！　しっかりしろ！」

　ノトはシャワーの雨に飛び込みながら、ラキザミを抱き起こす。

　――失神している。

　あまりにもその体が冷たくなっているので、ノトは慌あわててラキザミの左胸――×ノト字の傷跡のある辺りに耳を押しつけた。

　トクン、トクン。大丈夫だ。まだ生きている。

「どっ……どうしたの!?」

　様子がヘンだったノトを追ってきていたナキアミも、慌あわててシャワー室に入ってきた。

「ナキアミ！　医者を呼んでくれ！　すぐにだ!!」

　ノトはラキザミを抱えてベッドに運び、仰あお向むけに寝かせて足の下にマクラを敷いた。

　バスタオルで水を拭ふいてやり、体をさすって名前を呼び続けていると……

「…………う…………」

　ラキザミは、意識を取り戻した。

　が、その視点は定まらず、虚こ空くうを見つめている。

　半べそのナキアミに連れられてやってきた医者（この人も亜人だった）に応急処置を任せると――ノトは、今度は自分の体にドッと疲れが襲いかかってきたのを感じた。

　なんだか今夜はいろんなことがありすぎて、心身共に、いっぱいいっぱいである。

　このままでは今度はこっちがくたばっちまう……と、ノトはよろけながらラキザミの部屋を後にし、自室に入り、ベッドにばったりと倒れ込んだ。

　訓練はそこそこうまくいっているが、今度はレンビアやラキザミのことで頭がぐちゃぐちゃだ。ラキザミのことも心配だが、レンビアとも、明日からどうやって接すればいいのか分からない。

　そんな気持ちで、悩みながらウトウトしていたノトを……

　今度は、勝手に部屋に入ってきたサベラの声と手が起こしてきた。

「ノト、起きろ」

　ゆさゆさ、と肩を揺すられて、ノトは目を覚ます。

「起きろノト。一大事だ」

「なんだよ……何かあったのかよ」

　ちょっと八つ当たり気味に不機嫌な声を上げて、サベラに背を向ける。

　だが、ノトは――サベラの次の言葉に、飛び起きることになるのであった。

「ガルナにネロの破片が墜おちた」



    

  
    
      墜落23日前――驚天行



    

  
    
      
　その夜のガルナの空には、雲が少なかった。

　空には明るい星がいくつも輝いており、人々はテラスやカフェでそれぞれの夜を楽しんでいた。

　その星の一つが、動いていることに――１人、また１人と、民は気づき始めた。

　初めは小さな粒にすぎなかったその光が、近付いてくる。

　がやがや、と外が騒がしくなってきたので、家の中からも人々が出てきた。

　男も女も、老人も、寝ぼけ眼まなこの子供たちも、みんなが通りに出て空を見上げだした頃ころには――光は、もうただの星ではないことがハッキリと見てとれるようになっていた。

　夜空に今、もう一つの太陽が生じ――こっちへ向かってきているのだ！

　真っ暗だった秋の夜空が、急激に明るくなっていく。

　そして、ガルナにはまるで真夏が戻ってきたかのような閃せん光こうが降り注ぎ始めた。それはネロの大きな破片が大気圏に突入し、燃え上がりながら墜おちてくる光なのであった。

「戦争だ――ハヤンの新兵器だ！」

「いや、神罰が下ったんだ！」

「逃げろ！　どこかへ逃げるんだ！」

　目も眩くらむような光の中、群衆はすっかりパニック状態になって走り回った。

　光は色を変え、真っ赤な火の玉になって、怯おびえきったガルナの民を照らし続ける。

　隠れる場所を求めて、人々は城や砦とりで、それが遠い地区では大きな教会に詰めかけた。教会はすぐいっぱいになって、親たちは泣く泣く子供だけを入れてもらうのであった。

　真紅に染まった空の下で――人々はついに、不気味なほどに静まっていった。

　時折、犬が空に吠ほえる声が聞こえてくる以外には、もう、誰だれの声もしない。

　人々はただ黙って、その身に降り注ごうとしている災厄を見上げていた。

　その、光が――ぱあっ、と上空で弾はじけた。

　一気にその数は何十個にも増え、その色をどす黒い赤からオレンジに、オレンジから黄色、白へとみるみるうちに変えていった。それぞれの光は、順番に弱まっていき……

　１つ、また１つ、と消えていった。

　ネロの破片は大気との摩擦で粉々に割れ、飛び散ったのである。

　わずかに残った小さな破片は海と海岸にいくつか墜ち、ガルナ市内では、運良くそばに人のいなかった井戸を一つ壊し、公園の草っ原に直径数メテのクレーターを作っただけで事なきを得たのであった。



「ガルナに墜ちたネロの破片は、もし空中で砕けていなければ甚じん大だいな被害をもたらしたぢゃろう。死者の数は、１００人や２００人ではきかんかったハズぢゃ。ぢゃがな」

　自室に集まったノトたちの前で、夜着を着たユァンが音鏡石リンコツトのついた杖つえに語る。

　室内ではサベラとアローレンもネグリジェ姿だったが、ノトとナキアミと……場末の酒場で酔いつぶれていたのを回収されてきたレンビアは、新宙軍の制服のままである。

「――レドライアスよ、これはネロの名刺にすぎんことを知れ。こんなのはまだまだ、ご挨あい拶さつぢゃよ。本物は、この何万倍という質量の巨大な怪物なのぢゃ」

「レドくん、ユァンちゃんの言う通りよ。このままだと、大変なことになっちゃうわ」

　ユァンにアローレンがそう続け、一同は押し黙っているレドライアスからの返事を待つ。

『……ぱちん　……ぱちん』

　音鏡石リンコツトからは、言葉の代わりに、何やらハサミのようなもので何かを切っている音が聞こえてきた。

　ノトはその音に思い当たるものがあった。室内で植物の手入れをする時に使う、葉や枝を切る小さなハサミの音だ。

『…………じょぼじょぼ』

　水やりをする音なんかも、聞こえてきた。

　ていうか、大王は何やってんだ。花の手入れなんかをしてんのか。この一大事に。

「レドライアス、聞いておるのか」

　ツノみたいな髪を立ててユァンが怒るが、レドライアスからは応答がない。

「レドくぅん」

　というアローレンの声に続いて、また、ぱちん、ぱちん、がさがさと花の手入れをするノンキな音が聞こえてきて――

　元々イライラしていた上に寝ボケていたノトは、つい思いっきりブチギレてしまった。

「――――王様！」

　ユァンから杖つえをひったくるようにして、大声で叫ぶ。

「あんた王様だろ!?　みんなのこと考えて守るのが、王様の仕事じゃないのかよ！　俺おれはガルナの市民だ！　俺ん家ちはガルナにあるんだ！　あんたが力を貸してくれなきゃ……俺ん家が……なくなっちまうんだよ！　お願いだから……手を貸してくれよ！」

　大声で言ってから、ノトは、場の全員が目を丸くしているのに気づく。

　――やばい。

　――やってもうた。

　疲れてイライラしてたからといって、今のは不敬罪もいいとこだろう。

　……だが……それがなんだ！　と思う気持ちも心のどこかにあった。

　死刑にでもなんでも、するならしろ。こっちはレンビアとあんなことになってしまったから、なんか、何もかもヤケクソな気分なのである。それにどっちみち、ネロが墜おちてきたらみんな死んでしまうのだ。だから、怖いものなど何もない。

「ノト……だ、だ、大王陛下を相手に……なんてことを……！」

　あわあわ、と口を震わせてサベラがノトから音鏡石リンコツトの杖を奪い取る。

　そして、がば、とその場にひれ伏して杖にぺこぺこ謝り始めた。

「へ、陛下！　恐縮にございます！　たたた、大変申し訳ございません……！　わ、私めの部下ノトが、とんでもない非礼を……！」

『――サベラ』

「は、はいッ……！」

『今の声の者、ノトと申したか』

「はい……！」

『ほう。あの、月面に最初に降りた少年か。よしノトよ、音鏡石リンコツトを取れ』

　大王がそう言うと、サベラはゴクリと生なま唾つばを飲みながらノトに杖つえを渡してきた。

　ノトは言われるままに、杖につけられた音鏡石リンコツトに向き直る。

『ノト、お前は隠し事のヘタな人間……と、かつてサベラの調書にあったな』

「……へ、ヘタっつーか……してもバレるんだ。すぐに」

　サベラ何書いてんだよ……と思いつつ、そもそも敬語をあまりうまく使えないノトは、もう毒を食らわば皿までの精神で普通に喋しやべることにした。

『どうだ。ユァンのこと、信じられるか』

「ああ。あんたよりはな」

『ふふっ……では、余も信じようぞ。これも興というものだ』

　ぱちん、と音鏡石リンコツトから、また葉っぱか茎を切る音が聞こえてきた。

　おお、とユァンがノトの隣で体を伸ばす。

『ただなノトよ。ガルナの民は、余に説明を求めておる。ネロの存在の公表は、もう避けられぬ。それで暴動でも起こされたらたまらんのでな。ネロへの対策――新宙軍の活動も、明らかにせねばならなくなる』

「……構わないさ。元々けっこうハデにやってるし」

『だが、これからは今までとは違う。ネロはそもそも何者かによる攻撃らしいが、公表すれば、ビアラも襲われるやもしれん。余も――そうだな。用心棒を、派兵してやろう』

　その言葉に、サベラとアローレンも揃そろって顔を明るくする。

「あ……ありがとうございます……陛下！」

「きゃあー！　えらいぞレドくん！」

『サベラ、お前にヒドラン爆弾の使用を許そう。アローレンはすぐに、飛竜ワイバンでガルナへ来い。お前には、パリヴィオンⅡを遣つかわす』



　自国の危機を肌で感じてからのガルニアの動きは、素早かった。

　レドライアスは民衆にネロの存在を公表し、『新宙軍が新兵器を使って事態を収拾する』として、民に冷静な行動を促うながした。そしてその数日後、ビアラ島にはアローレンが大艦隊を率いてロケットを曳えい航こうしてきたのである。

　――実はガルニアは、とっくに新型ロケット『パリヴィオンⅡ』を完成させていたのだ。

　パリヴィオンⅡはノトたちが乗ったⅠよりずっと小さく、無人で、立体魔法陣キユビ・マギルスを搭載するという当初の開発理念はそのままに、射程距離を詰めたものになっていた。

　これをハヤンとの国境付近でこっそり造っていたというのだから、恐れ入る。

「ロケット開発をやめた、と言ってこれぢゃ。あのタヌキめ」

　とはツノを立ててのユァンの言げんだが、今は事が事である。

　ハヤンを威嚇するような場所で牽けん制せいするようなモノを造っていたことに腹を立てるのは後回しにするとして、新宙軍はパリヴィオンⅡを驚きよう天てんの上につなげる作業に入った。

　そうしてようやく驚天がロケットらしい形になってきたところで、南部諸侯連合ヴイストニアから航宙カプセルの『ヒョウタンカズラ』が届いた。火星行きのために作られていたカプセルは５人乗りで、かつて報ほう天てんに乗っけていた『ユキダルマ』が中に丸々入るぐらいに大きい。

　驚天は、下段がハヤン、中段がガルニア、上段が南部諸侯連合ヴイストニア、と――まさにレクト亞大陸が総出で造り上げた、生存の祈りを込めた巨大ロケットなのであった。



　――ネロ墜落まで、あと３時間。

　驚天の打ち上げを20分後に控えて、ノトたちは控え室がわりのテントで宇宙服を着ていた。控え室は一応カーテンで仕切られ、男女が別々に着替えられるようになっている。

　が、テントに差し込む光の都合で、ノトからは女子が着替える様子が影絵のように見えてしまっていた。すぐに宇宙服を着てしまったノトは、みんなの着替えを一通り鑑賞してから、彼女らがまだぼんやりしているラキザミに宇宙服を着せるのを眺める。

　あの状態のラキザミを乗せることには反対意見もあったのだが、宇宙での活動には『冗長性』という考え方が求められる。

　宇宙では、地上によくある「誰だれかが調子悪いから誰かを代わりによこしてください」という話が通用しない。つまり万が一、宇宙で重要な人員――たとえばナキアミに何かあったら、代わりの人間計算機カリキユラトリエがいない限り、チームが全滅してしまうのである。

　つまり、一見ムダに思える冗長な人員……平たく言えば、予備が必要なのだ。

　船外活動用の人員は、ノトとサベラで既に２人いる。だが、人間計算機カリキユラトリエはナキアミの他ほかには亞大陸中でラキザミしか見つかっていない。レンビアがどちらの仕事もある程度サポートできるとはいえ、非常時に人間計算機カリキユラトリエの代わりを任せるのはどうしても荷が重い。

　というわけで、人間計算機カリキユラトリエの予備人員として連れて行くのは――ラキザミをおいてほかにないのが、新宙軍の現状なのであった。

（時間も、問題だよな……）

　と、ノトは内心呟つぶやく。

　パリヴィオンⅠや報天の時は、打ち上げの数時間前にはロケットのチェックが全すべて終わり、１時間前にはノトたちを航宙カプセルに入れて待機させていた。

　しかし今回は、打ち上げが20分前に迫っているというのに細部のチェックが終わっていない。そもそも驚天が完成したのがつい昨日という、駆け足にも程があるスケジュールでの出発となったのである。

『待たせたの。驚天、ようやく打ち上げ準備が整ったぞ！　――宙士アストロ、吊つり籠かごに移れ！』

　宇宙服の首筋につけられた音鏡石リンコツトから、ユァンの声が聞こえてくる。

　よし、とノトは手袋の手でほっぺたをぱんぱんと叩たたき、気合を入れながらカーテンを回り込んで扉へ向かおうとした。

　その、カーテンの脇わきで――レンビアと、はちあわせしてしまう。

「……あっ……」

　宇宙服姿のレンビアは、ノトと目が合うと瞬時に真っ赤になる。

　そして、らしくない態度でこわごわ顔を逸そらした。

「……」

　ノトも気まずくて、顔を伏せる。

　……あのラブホテル事件から、レンビアはずっとこうやってノトを避けている。

　これならいつもみたいに、犬歯をむいて怒ってきてくれた方がまだましだ。

「気分はどうだ、ノト」

　――宇う宙ちゆう兜かぶとを脇に抱えながら、事情を知らないサベラが横から事務的に聞いてきた。

　ノトは、ムリに平静を保っているフリをする。

「ああ。搭乗はもう３回目だからな。慣れたっちゃあ慣れたよ」

　なおざりに答えると、サベラは満足したようにうなずく。

　そして、新宙軍のリーダーとして、全員を鼓こ舞ぶするように見回した。

「ではみんな、出撃するぞ。知っての通り、我々に与えられたチャンスは１度しかない。打ち上げのタイミング・ヒドラン爆弾の確保・そしてネロへの撃ち込みは、それぞれ綿密な計算に基づいて計画された、綱渡りのような作業だ。一歩でも足を踏み外せば、ドミノ倒しのように全すべてがうまくいかなくなる。だが私は、私たちにならこの作戦が完遂できると信じている。私たちに必要なのはあと１つだけ――」

　そこまで言って、サベラは紅あかい瞳ひとみの目をそっと閉じる。

「神のご加護だ」

　そのセリフに続けるようなタイミングで――



　ドオオオオオオンッッッ！！！



　爆発音と激しい爆風がテントを襲い、ノトは地面に押し倒された。

　あっ！　と思った次の瞬間にはテントの柱が一斉に倒れ、ばさばさっ、と布が視界を封じてきた。

　爆発音は、さらに続く。２度、３度――！

「なんだ、何が起こってるんだ！」

　音鏡石リンコツトに怒鳴るようにして、ノトは背中に差していた守り刀を抜く。

　びりびりり、と布を裂いてテントから逃げ出すと、立ちこめる煙の向こう、驚きよう天てんへの道を塞ふさぐような位置に――背丈がノトの２倍はあろうかという――

　――竜が、いた。

　ノトは我が目を思いっきり疑いつつ、ムダと分かりながら刃やいばを竜に向けた。

　竜という生き物は強いくせに警戒心が強く、普通は人里離れた辺境に潜ひそんでいる。

　こんな所にいる可能性があるのは、卵から人間に育てられた飛竜ワイバンか――戦争用に魔界から召喚されるという、凶暴な魔竜デイノンぐらいである。

　……そして、コイツはどう見ても飛竜ワイバンには見えなかった。

　形は似ているのだが大きさは一回りも二回りも大きく、ウロコも深緑ではなく青黒い。

（なっ……なんでこんなヤバそうな魔竜デイノンがここに……!?）

　熱気の篭こもった息を吐いて振り向いた竜に、ノトは身構える。

　驚きよう天てんの打ち上げを狙ねらってきたということは、この竜も、ネロを墜おとしたい何者かによって魔界から召喚されてきたものなのだろうか!?

「こっ、これ、どういうことよ……!?」

「けほっ、けほっ！　ノト、ノト……大丈夫!?」

　咳せき込みながらテントの下から出てきたのは、レンビアとナキアミである。

　だが、サベラとラキザミの姿がない。

「サベラ！　ラキザミーっ！」

　ノトは２人の名を呼びながら、レンビアとナキアミをかばうように前へ出た。

　――その瞬間。

　ぶうんっ！

　煙の中から、密ひそかに構えられていた竜のシッポがノトたちの頭めがけて払われてきた。

「――伏せろッ！」

　叫びながら、ノトはムチのように迫る硬いウロコの尾を小刀の腹で受け流し、離れ際に思いっきり切りつけてやった。

　ぎぎぎぎん！

　火花が散りそうな、一瞬の交錯――！　だが、ノトの手に手て応ごたえはない。返ってきたのは、まるで刃の立たない……硬いゴムの木にでも切りつけたような、重い感触だ。

　どん！

　空気が思いっきり弾はじけるような音が響いて、竜の頭に見えない何かがぶつかった。

　２発目！　３発目！　どかん！　どかん！　と衝撃音が連つらなり、竜は頭を左右に何度かぐらぐらさせる。

「――この！　このッ！」

　振り返ればレンビアがツインテールを×字にし、先手必勝とばかりに魔法陣から衝撃波を放はなっていた。さらに――ツインテールを丸く組んで、ビシャッ！　と稲妻を放つ。

　だが――苛いら立だたしそうにこっちへ向き直った竜は、全くの無傷だった。当然、だ。

　魔竜デイノンとは、戦場で10人の敵兵と相打ちにさせるために召喚される屈強な生き物なのだ。

　家具を壊したりノトを気絶させる程度の攻撃では、マッサージにもならないだろう。

「レンビアのバカぁ……！　お……怒らせてどうするのぉ……！」

　半べそ声でナキアミが指さした先では、ずぞろろろ……と、竜がうなり声のような音を上げながら深く息を吸い込んでいた。首の下を、カエルが鳴く時みたいに膨らませている。

　その、薄くなった皮膚の下で……オレンジの光が渦巻いているのが見えた。

　――こいつ、炎を吐こうとしている！

　と、ノトが青ざめた時……よろっ……

　テントの布の陰から、起きあがった人影があった。

　ラキザミである。

「ば、バカ！　出てくるな！　隠れてろ！」

　慌あわてて叫ぶノトのことはお構いなしに、ラキザミは宇宙服のふとももに差した黒くろ鞘さやの短刀を力ない手つきで抜いた。

　そして、投げるでもなく、刃やいばを向けるでもなく――

　柄つかの方を、竜に向ける。

「――？」

　ノトが眉まゆを寄せた、次の瞬間。



　パァァァァァァン！！！



　まるで小さなカミナリが落ちたかのような鋭い音が、その場に響いた。

　破裂音がしただけなのに、どういうわけか竜はそのノドに溜ため込んでいた種火を自分自身の体に漏れ出させていた。炎の入っていた喉のど元もとの袋に、穴があいたのだ。

　どうやったのかは分からないが、ラキザミは今の一瞬で、竜のノドに穴を開けるような鋭い一撃をくらわせたのである。

　グオオオオオオオオンッ！！！

　空恐ろしいほどに大きな鳴き声を上げながら、竜は大きく頭を振って逃げていく。

　ノトがラキザミをこっちに合流させ、安あん堵どの息をついたのも……つかの間。

「げ」

　２匹目、３匹目の魔竜デイノンが煙の向こうから姿を現した。

　背後からさらに、４匹目。５、６匹目の影も煙の向こうに浮かんで見える。

　冷や汗をかいて周囲を見回すノトの横から、レンビアがラキザミに犬歯をむいた。

「ラ……ラキザミ！　ほら！　早く今のでコイツらをびしばし追っ払いなさいよ！」

「なし、です――あれは、１回しか使えません」

　こんな時でも淡々としているラキザミ共々、ノトたちは仕方なしに円陣を組んだ。

　周囲を見回すが、どう考えてもダッシュで抜けられそうな感じではない。

　サベラの姿もどこにも見あたらないし――一体、どうしたらいいのか!?

　ノトは額ひたいに汗を滲にじませながら、必死に考える。

　さっきサベラが宣言した通り、驚きよう天てんの打ち上げを遅らせることはできない。１秒たりともだ。時間が、ない。ノトたちはもう、驚天に乗り込まなければいけないのだ。

　どうすれば、どうすれば――ここを突破できるんだ!?

「――いいんですかねぇ？　こんな、オイシイ役目をいただいちゃって――」

　その時、煙の向こうから、聞き覚えのあるひょうきんなトーンの声が聞こえてきた。

　えっ？　……なんであいつがここに？

　ノトは、声のしてきた方に目を見張る。

　次の瞬間、どうっ！　という轟ごう音おんと共に、巨大な炎の獅し子しが１匹の竜に体当たりをぶちかまし――ずしん、と、その巨体を真横に薙なぎ倒した。やられた竜はなんか羽がおかしな方に折れてしまい、ヒイヒイ鳴きながらその場を離れていく。

　その魔法に、ノトは見覚えがあった。

　月から帰還した報ほう天てんを粉々に破壊した、忌いまわしい、炎の魔法だ――あいつの！

「ルージーン!?」

　竜たちに警戒されながら、その合間を悠々と歩いてきたのは……

　旧ガルニア宙軍の軍服を着た、ルージーンその人なのであった。

　その首もとには、ノトが宇宙服のポケットに入れている翠みどりミスリルのペンダントと同じデザインの――しかし、色は赤い――ペンダントが下がっている。

「いやーどーもどーも。お久しぶりですノトくーん。お元気でしたぁ？　おっ、レンビア君もナキアミ君も、しばらく見ないうちに一段と美人になりましたねぇ」

　まるでお互い戦ったことなどなかったかのような笑顔で、ルージーンはこっちに手を振りながらてくてく歩いてくる。

　口く調ちようも、まるでここにいる竜たちが見えていないかのようなノンキさだ。

　かつての筆頭魔導プリモ・マツギ・ルージーンは、ノトたち宙士アストロに対する殺人未遂に加え、パリヴィオンⅠを墜落させた罪で――このあいだ、死刑判決が出たとの噂うわさを聞いた。

　それがなぜ、こんなところで大手を振って歩いているのか。

「――早く行け、ガキども。ここは俺おれが抑えてやる」

　二重人格者とは、こういうヤツのことを言うのだろう。

　ノトたちのすぐそばまで来たルージーンは、急に切れるような鋭い声でそう言ってきた。

「なんだそれ……お前の言うことなんか、信用できるかッ！」

　敵のはずのルージーンに、ノトが疑いの目で短刀を向けると――

「――２行目、ね？」

　ものすごくイヤそうな顔で、レンビアがルージーンにそう言った。

　そして、ノトの手をそっと押さえてくる。

　分からずにいるノトの前で、ルージーンは濃紫の眼めを細めて前髪をかき上げた。

「さすがレンビア君、早耳ですね。そう、私の判決文は２行ありましてね。１行目は『死刑』、２行目は『ただし、その能力をガルニアのために活いかす限りは刑を執行しない』と」

　そこまで言うと、ルージーンはまたいきなり凶悪な顔つきになった。

「――俺おれだって、貴様ら宙軍の用心棒だなんてヘドが出そうだぜ。だがこいつは王命でな。逆らうと、コレなんだよ」

　と、ルージーンは自分の首の後ろ側を小さくチョップするような手つきをしてみせた。

　ギロチン、という意味だろう。

「モノのついでだ。ネロは、しっかり呪のろっておいてやるよ――ノト」

　前方の魔竜デイノンを睨にらむだけで怯ひるませながら、ルージーンは再びノトの名を呼んだ。

「しくじったらお前も呪うぞ」

　その言葉に頬ほおを引きつらせながら、ノトはじりじりと回り込むように魔竜デイノンから離れる。

　レンビアたちも、その動きに合わせてついてきた。

「しっかりやれよルージーン。この竜たちはきっと魔界から呼び出された敵で……」

　と一応教えてやったノトに、ルージーンが小さく鼻で笑うのが聞こえた。

「敵？　こんな小トカゲ、敵とはとても思えん。俺たちの敵はただ一つ――」

　そう言うとルージーンは、まるで散歩にでも出るかのように魔竜デイノンの方へと歩き出した。

　それに合わせて、ノトたちも煙の中へ身を隠すように後ずさる。

「――ネロだけだ。行け、宙士アストロノト――ッ！」



　吊つり籠かごで驚きよう天てんの航宙カプセルに向かいつつ見たルージーンと魔竜デイノンたちの戦いは、弾はじけ合う光と光の戦いのように見えた。



    

  
    
      



    

  
    
      　音鏡石リンコツトからは、ユァンによる驚きよう天てんの打ち上げカウントダウンが続いている。

『打ち上げまで60秒――間もなく、１段目に点火するぞ！　搭乗はまだか！』

「いま航宙カプセルに向かってる！」

　ノトは叫びながら吊つり籠かごの降り口を転げ出て、竹でできた整備塔を全力疾走する。レンビア、ナキアミ、ラキザミはすでに先に吊り籠でピストン輸送済みで、ノトが最後だ。

　音鏡石リンコツトを通じた連絡によれば、サベラもすでにカプセル内にいるという。

　下では竜たちの咆ほう吼こうが響き続けていたが、ノトが航宙カプセルに転がり込むようにして入った頃ころには、それはもう勝敗が決したように遠くに追いやられていた。

『整備塔倒せッ――１段目、点火！』

「ノト！　すぐ席について！」

　ドドドドドドド……！　と振動を始めた驚天の中で、レンビアがハッチを閉める。

　ノトは座席に飛び降りるようにして座り、宇う宙ちゆう兜かぶとをかぶって金具を留めた。同時に、整備塔が倒れていくガラガラという轟ごう音おんが外から聞こえてくる。

「ユァン！　こちらノト！　いま驚天に搭乗した！」

『す、推力上昇中！　現在２割５分！』

　本来この報告をするのは、サベラの役割のハズだ。

　だがいま音鏡石リンコツトから聞こえてきたのは、席につきながらのレンビアの声だった。

　ノトは操そう縦じゆう桿かんを握りながら、隣にいるべきサベラの方を振り向く。

　するとそこでは――どうやらさっきの混乱でダメージを負ったらしいサベラが、宇宙兜の中から朦もう朧ろうとした視線でこっちを見つめていた。

『ノト、間に、合ったか……！』

　その苦しげな声に、ノトは息を呑のむ。

「サベラ!?　どこかケガしたのか!?」

『い、いや……大丈夫。少し……煙を、吸ってしまっただけだ』

　と、サベラは苦しそうにノトから顔を背けた。

「ナキアミ、ラキザミ、大丈夫か!?」

　そう続けてノトが叫ぶと、

『上の計算室にいるよ、ノト！　ラキちゃんも隣にいる！』

　ナキアミ本人からの声が、音鏡石リンコツトから聞こえてきた。

　よし、とにかく、全員いる！

『現在の推力、５割！　バランスは――若干、問題あり！　でも、ギリギリ許容できる範囲内よ！』

　レンビアの声が聞き取りにくいほど、驚天の振動は大きくなっている。

　規模は何倍にも大きいが、これは報ほう天てんの時と同じだ。遥はるか真下に束ねられた１段目ロケットが、一斉にその噴射力を強めていっているのである。

『全推力、解放！』

「了解！　驚きよう天てん、離陸する！」

　サベラが負傷あるいは死亡した場合は、その役割をノトとレンビアが分担して行うと事前に決めてある。

　こんな時にそんなことを考えるのはアレだが――ラブホテルの件は、ともかく。

　――仕事は、仕事だ！

　幼なじみのノトとレンビアはピッタリと息を合わせ、驚天に出撃を命じるのであった。



　１段目、２段目、３段目、４段目――

　めまぐるしく切り離しと再点火を繰り返したノトたちは、航宙カプセルで地球を周回する低い軌道に乗った。同じく地球を回り込むようなコースで墜おちてくるネロに対し、先行して飛ぶような場所に陣取ったわけである。

　もうネロは肉眼でも星のように見える位置にあって、望遠鏡で見ると、その巨大さがひしひしと伝わってくる。表面は思ったよりデコボコしていて、影が不規則に暗黒のしわや穴を描いている。また、ネロの日光に当てられた側面からは水蒸気と思われるガスが吹き出していて、トゲのように小さな尾を何本も引いているのであった。

「お、大きいね……こんなに遠くにいるのに、コワイ……」

　ふよふよ船内に浮きながら望遠鏡をのぞきこむナキアミに、ノトはうなずく。

「ネロが大公グランデユカ――人間なら、俺おれたちは虫みたいな大きさだな」

　と言うノトの声に、さっきまで初めての無重力に戸惑っていたレンビアが……久々に、ちょっとだけ笑顔を見せてくれた。

「でも、ただの虫じゃないわ。大公グランデユカを殺す毒針を持った――サソリよ」

　大気圏突破までのノトとレンビアは、いやがおうでも共同作業をしなければならない状況下にあった。力を合わせてチームを宇宙へ運んだ２人は、結果的にではあるが……ラブホテル事件のことを、記憶の隅に一時的に追いやることができていた。

　ちょっとギクシャクした感じは残るものの、こういう普通の態度で改めて接してきてくれたレンビアに、ノトは密ひそかに感謝の気持ちでいっぱいになった。

　ホントは今すぐゴキゲン取りの冗談でも言いたいのだが、空気はまだちょっと固かったので、ノトは相づちを打つ程度にしておいて……次の作業のために、操縦席へ戻った。

　次の作業。すなわち、ヒドラン爆弾とのランデブーである。

　計算済みの座標にナキアミの誘導で向かいながら、ノトは作戦の難しさを思う。

　まだ見ぬヒドラン爆弾は、ネロにぶち当てるのではなく、至近距離で爆発させる必要があった。20メテ以上、50メテ以下――その距離でヒドラン爆弾を地球とネロの間に割り込ませて炸さく裂れつさせると、ネロの表面は一部分えぐれて蒸発するハズなのだ。

　蒸発した蒸気はロケット噴射のような役割を果たし、ネロは秒速50メテの力で軌道を変える。そして水平に投げた石が水面に跳ね返るのと同じ原理で、地球の大気をかすめつつ宇宙の彼方かなたへ飛んでいく――ということに、なっている。

「……うに……？」

　小声で呟つぶやかれたラキザミの宇宙での第一声に、ノトは隔壁を開け放はなった航宙カプセルの上段――計算室の方を仰あおぎ見た。

「どうした？　大丈夫か？」

　と声をかけるが、彼女は割とハッキリした目つきで窓の外を見つめている。

　計器ばかりを見ていたノトは、ラキザミの隣に並んで窓を見て、目を見張った。

　ヒドラン爆弾があるとされているその宙域に――

　海にいたウニとそっくりな形の、赤い色をした人工物が浮いていたのである。

　あれだ。あれが、ヒドラン爆弾にちがいない。



　赤い人工衛星サテリツテは直径が40メテはありそうで、そろりそろりと近付いてみるとその不思議な形状が詳細に見えてきた。ヒドラン爆弾は球に近い多面体を中心に、ウニの針みたいな40～50本の細長い筒を四方八方へと突き出させているのだ。

　筒はその１本１本が、本体から切り離せるように見えた。たぶん、あれがそれぞれ孤立して飛べるヒドラン爆弾入りのロケットなのだろう。

　こんなものが、旧文明の頃ころからずっと地球をぐるぐる回っていたのか。

　その事実にゾッとしているヒマもなく、ノトたちはヒドラン爆弾を確保する手順に移る。

　――ビアラ島での水中訓練の成果を見せる時がきた。

　ノト、サベラ、そしてレンビアはこれから宇宙に出て、直じかにヒドラン爆弾を操作するのだ。

「ノト。予定よりちょっと遅れてる。ネロのゼロ・ライン到達まであと58分だよ」

「了解。てことは失敗したら――世界の終わりまで、あと１時間半ってことか」

　計算室からふよふよ出てきたナキアミに、ノトは宇宙服の金具を確認しつつ言った。

　ゼロ・ラインとは、ネロの質量と地球の重力の関係から割り出された、見えないボーダーラインである。ノトたちは、地球に向かって飛来するネロがその線を越えないうちに、ヒドラン爆弾を撃ち込まなければいけない。

　そのラインをネロが越えてしまったら、もう押し返せない。仮にヒドラン爆弾がネロに推進力を与えても、地球の重力の方が強力なため、墜落を防げなくなるのである。

　その場合、ネロはゼロ・ライン通過の32分後に――ガルナに、墜落する。



　驚きよう天てんの気密ハッチから宇宙空間に出たノトたちは、赤いウニに向けて十字弓で粘着性の矢を撃ち込んだ。矢尻につなげてあるロープを伝い、予定通りまずはレンビアが、続いてノトが、ウニのトゲ――ヒドラン爆弾の林を縫って、順番に本体へと迫る。

『こちらナキアミ。ネロのゼロ・ライン通過まで、あと40分だよ』

「了解。ヒドラン爆弾まで、目測、あと20メテ――サベラ、俺おれは間もなく渡りきるぞ」

『分かった。ノトが到達すると同時に、私がロープを渡り始める』

　状況を報告し合うお互いの声が音鏡石リンコツトを通じて聞こえてくる他ほかは、そこは恐ろしく無機質な空間だった。音も無く、風も無く、ただ全すべてが静止しているように見える。だが、実際にはヒドラン爆弾も驚きよう天てんも、ノトたちも、このロープさえも、秒速７・９キラメテという超高速で平行して飛んでいるのだ。その感覚はとても異様で、実感がなかった。

「ヒドラン爆弾には……そっちからも見えると思うが、ＣＣＣＰと描かれている。読み方も意味も分からないけど、この間のＮＡＳＡナーサとは、ちょっと違う国の物みたいだな」

『そうか――』

　報告するノトにそっけなく答えつつ、驚天の側ではサベラがロープを渡り始めた。

『ノト、こっち。たぶんこの辺よ』

　先にウニの体の方へ移っていたレンビアが、本体の外殻にガラスの魔法陣をかざしながらノトに手招きしてくる。

　聖伝サンクトによれば、ヒドラン爆弾には機械の脳みそが入っているということになっていた。その脳みそがどこにあるのかを探すのが、ここでのレンビアの役目だった。

　彼女が持つ皿みたいなガラスの魔法陣は、山師などが使う宝探しダウジングの魔法陣である。

『あっ……ここだわ。ここっぽい』

　レンビアが魔法陣越しに示した外殻を、ノトが切り開け始める。

　メンテナンスのためなのか外殻はそもそも扉のようになっていて、ノトはそれを一枚一枚手際よく工具で開けていく。そしてその奥に――目当てのものを、見つけ出した。

「……なんだこりゃ……？　こんなのが、ヒドラン爆弾の脳みそなのか……？」

『なんか、風鈴みたいね……』

　ずらりと並んだ中空の――しかし、中に何やら小さな金属片が据すえられてある――ガラス球だまをはめ込んだ板を前にして、ノトとレンビアは頬ほおを引きつらせた。

　このナスみたいな形のガラス球の集まりが、ヒドラン爆弾の頭脳だというのか。

　街を消し飛ばすだけの力を持ってるくせに、なんともひ弱そうなアタマである。

『……なにもかも私たちの想像を超えているものだな、旧文明とは』

　言いながら、最後にサベラがロープを渡ってこっちにやってきた。

　サベラは落ち着いた様子で、背中のケースから『人形使いイル・パペツテ』という魔法の杖つえを取り出す。

『人形使いイル・パペツテ』とは、相手の脳にムリヤリこっちの意識を割り込ませて操り人形にする魔法の杖である。こいつは脳みそを持つ相手になら無差別に使え、下等な脳みその生き物であればあるほどよく効く――つまり人間にはほとんど効かないため、用途の限られるアイテムとして知られていた。

　強い魔力のこもった宝石を埋め込めば、魔法使いではない人間でも使用できるのだが……これが果たして、機械の脳みそにも効くのかどうか。

　この手順は、ネロ撃退作戦における大きな賭かけの１つだった。

　ごくり、と生なま唾つばを飲みながらサベラが杖をかざした瞬間。

「うおっ」

『あっ』

　ノトとレンビアは並んで目を見張った。

　ぼや―――……と、居並ぶガラスの球が光りだしたのである。

　全部が全部ではないが、３個に１個ぐらい、オレンジ色の光を強めていく。

　サベラは杖つえをその光に向けたまま、黙って眉まゆを寄せた。

　ノトとレンビアは、祈るような表情の彼女を左右からのぞきこむ。

「……ど、どーなんだよ」

『こいつ……生きている。意識がつながった……だが……暗号を聞いてきたぞ』

　そう言いながら――サベラはちょっとレンビアに背を向けるような素そ振ぶりをしながら、すっ、と胸元から赤い三日月型のペンダントを取り出してかざした。

「おっ……？」

　それが自分が胸ポケットに入れている翠みどりミスリルのペンダントと同じ形のものだったので、ノトは目を見張る。

「なんだそれ」

『これは……解錠アンロツカの魔法を帯びた金属だ。よし――ナキアミ。ネロの座標を教えてくれ』

　ノトに答えるとすぐに、サベラは音鏡石リンコツトを通じて航宙カプセルのナキアミに命じた。

『わ、分かったよ』

　サベラに命じられたナキアミが複雑な数列をテキパキと告げると、サベラは杖をヒドラン爆弾の頭脳に向け直す。

　そして、その紅あかい目を閉じて、物言わぬガラス球だまたちと心で会話し続ける。

『――ん――発射準備が整った。驚きよう天てんに戻るぞ』

「えっ！　も、もうかよ」

『ああ。ネロがゼロ・ラインを越えるギリギリ前に、ネロから35メテの距離で爆発するように設定できた』

　自分でもちょっと驚いた顔であっさり言ったサベラに、ノトも拍子抜けしてしまう。

「……なんか、あっけなかったな」

『ああ。コイツは、恐ろしくシンプルな頭脳だったからな。暗号・攻撃目標の座標・爆弾のコンディションの、３つのことしかモノを考えられないらしい。爆弾はほとんど故障しているらしいのだが……３発だけ、まだ生きているそうだ』

『ノト』

　サベラの言葉に続けるようにして、レンビアがこっちを向いた。

「？」

『……あたし、気分が悪いの。ロープがちゃんとつかめないから、驚天まで手を貸して』

　言いながらレンビアは、ノトの手を握ってくる。

　行きは念のため１人ずつ渡ったが、ロープは一応２人いっぺんに渡っても大丈夫なように固定してある。

「そういやお前、宇宙は初めてだもんな。宇宙酔いかもな」

『……うん』

　うなずきながらロープを渡りだしたレンビアは、よく見るとなにげにしっかりとロープをつかんでいた。なぜか反対の手では、こそこそと音鏡石リンコツトの音声を切っている。

　そして２人がヒドラン爆弾から――サベラから十分離れた辺りで、ノトの首筋に手を伸ばし、さっさっと全すべての音鏡石リンコツトを切ってしまった。

「お、おい。なにすんだよ」

　全員との通信を切られてしまったノトは、ちょっと慌あわてる。

　レンビアはロープを渡る動作を続けながら、かちん、と自分の宇う宙ちゆう兜かぶとをノトの宇宙兜に接触させてきた。これなら、音鏡石リンコツトを使わなくても声の振動を相手に伝えることができる。

　そして、ちら、と横目でサベラの方を見てから――小声で話し始めた。

「あのさ、あたしの見間違いかもしれないんだけどね。いまサベラが暗号を解くために、って出してきた……ペンダント、あったでしょ？　あれ……」

「ああ。あの赤い三日月型のヤツだよな。さっき、ルージーンも同じのつけてなかったか？」

「あ、やっぱりそうだったんだ……！」

　レンビアは翠みどりの目をくりっと見開くと、ちょっと赤くなった。

　なんか、変なリアクションだ。

「……赤ミスリルに『解錠アンロツカ』の魔法を付与するのって難しいんだけどなぁ――まぁ、お金かければできるけど。そんなに、おそろいにしたかったのかしら」

　ちらっとまたサベラの方を振り向いて、レンビアが独ひとり言のように言う。

「赤ミスリル？」

「うん。普通、赤ミスリルって、『魔よけよけ』のお守りなんだけどね。サベラは魔女じゃないから、そんなのいらないし。あれ、『ネロ・キッス』だったらどうしよう。うわ。こんな時にこんな所で、スキャンダル発覚だなんて……」

「？　？　？」

　なんだかちょっと興奮したような顔でワケの分からないことを言うレンビアに、ノトは宇宙兜の中で首を思いっきり傾かしげるのであった。



　かつて月から帰還したノトたちを、ルージーンが襲ったことがある。その時のルージーンを倒した決め手は、ノトとレンビアの翠ミスリル――『魔よけ』のペンダントだった。

　赤ミスリルには本来、その翠ミスリルから出る魔よけの力を中和する『魔よけよけ』の力があるのだという。

　魔女ではないサベラが、なぜルージーンとおそろいでそんなものを持っているのか。

　気密室で宇宙服を脱ぐレンビアは、結局なんだかぼかしたようなことしか言わなかった。

　が、ノトは彼女が口走っていたある単語に――ピンと来る。

（ネロ・キッスか……！）

　ネロの破片が墜おちてきてから、ガルナでは『ネロ・キッス』というものが流は行やっていると聞いたことがある。

　もしかしたらネロのせいでみんな死んじゃうかもしれない、ということで、片思いしていた相手に思い切って恋心を告白する人が増えたのだ。それでうまくいってキスを交わす男女がけっこういるとのことでそう名付けられた恋愛ブームなのだが……

　――サベラとルージーンの間でも、ひょっとしたら何かあったのかもしれない。

　サベラがいっぺん自分を殺そうとしたルージーンとそんな形で通じてたとしたらこれはちょっと理解しがたいことだが、まあ、恋とは、元々カタキ同士だった間柄ぐらいの方が燃え上がる、と、恋愛経験の豊富な船乗りから昔聞いたこともある。

　今は空気的にツッコミづらいが、もし本当にそうだったら……地球に帰ったら思いっきりからかって、鼻血の海に沈めてやろう。

　――そう。なにもかも、無事に地球に帰ってからだ。

　と、ノトは改めて意識を窓の外のヒドラン爆弾に戻すのであった。

「ネロのゼロ・ライン突破まで、あと３分だよ――あっ……！　動いた……」

　ノトの袖そでをつかみながら窓の外を見ていたナキアミが、呟つぶやく。

　見れば、ヒドラン爆弾はそのトゲのようなロケットを３本だけ本体から切り離していた。３本のロケットたちは、眠りから覚めるようにブースターから白い炎を噴射し始める。

　３本は初めゆっくりと……次第に速度を上げながら、宇宙から迫り来る難敵に吸い付くように飛んでいった。５人の中で最も目のいいノトが、望遠鏡でそれを見守る。

　ふいに、３本のうち１本のロケットが噴射炎を途絶えさせた。それから再び断続的な噴射を始めたが、明らかにその出力は低下しており、他ほかの２本から遅れていく。

「ダメだ……１本、脱落した。燃料系の故障らしい」

　ノトの報告に、船内の空気が固くなる。

　ナキアミが「かみさま、かみさま……」と祈る声が脇わきから聞こえてきた。

「うっ……」

　望遠鏡をのぞきながら、ノトはうめいた。

　残りの２本のうち１本が、突然、ふらふらと飛び始めたのだ。

　傾いた姿勢を必死に戻そうとしているが、踊るようにスピンしてしまっている。その表面には、ネロに先行するネロの破片に衝突したと思われる、大きなひっかき傷が見えた。

　２本目のヒドラン爆弾はどうやらコースを計算する頭脳が狂ったか、どこか噴射口が故障して制御不能になってしまったかして、あらぬ方向へ飛び始めた。

『どうしたのぢゃノト』

　音鏡石リンコツトから響いてきたユァンの声に、ノトは答える。

「もう１本、コースを外れた。コイツは宇宙の彼方かなたへ飛んでいく」

　もう、ヒドラン爆弾はあと１本しかない。

　コイツが外れたら、世界は――

　――そう思った瞬間。

　ノトの目を、青白い閃せん光こうが襲った。

「――――あっ！」

　パッ――！　と広がったまばゆい光は、驚きよう天てんの船内をも真っ白に染め上げた。

　レンビアとナキアミが、短い悲鳴を上げるのが聞こえた。ノトも一瞬、何が起きたのか分からなかった。

　――ヒドラン爆弾が、炸さく裂れつしたのである。

　その爆発は、人類が作り出したものとは思えないほどに強烈なものだった。なるほど、これなら一瞬で街を１つ消し去ることも可能だろう。

　光が収まり、ノトは眩くらんでしまった右目を手で押さえながら左目で望遠鏡をのぞきこんだ。望遠鏡を見るために片目を閉じていたのが幸いした。今のネロの様子が、見える。

「どうなりましたか」

　ずいぶん明めい瞭りようになったラキザミの声を聞きながら、ノトは望遠鏡の焦点を微調整する。

　……見えてきたその光景は、信じがたいものだった。

　ネロはそのドテッ腹に赤い光をたたえており、その光はどんどん煙に変わっている。

　煙の帯は尾のように伸びていき、太陽の光に照らされて七色の色彩を放はなっていた。

「どうだ、どうなったのだ」

「今、ちょうどゼロ・ライン通過時刻だよ……ねえ、ネロはどうなったの？」

『ぶっとばしたか!?』

　サベラ、ナキアミ、ユァンが、矢継ぎ早に聞いてくる。

　が、ノトはネロが血のようにガスを噴射しだした光景に、言葉を失っていた。

　こんな時に不謹慎だが、ネロは、ため息が出るほどに美しかった。そしてその大公グランデユカの名に恥じぬ雄大な姿が、望遠鏡の捉とらえている丸い視界からズレていく。

　軌道が、変わったのだ。

「ほら、早く教えなさいよ！」

「ぐ、ぐるじいってばよ！　――ネロの軌道は、変わったぞ！　地球から離れている！」

　後ろからレンビアが首を絞めてきたので、ノトは叫ぶように報告する。

　その声に、ナキアミが横のラキザミを抱きしめた。レンビアはなんでか大笑いしながらノトをぽこぽこ叩たたく。サベラは安あん堵どの息をつきながら、疲れた表情で１つうなずいた。

『よくやった！　ノト！　おまえたち！　よ―――くやったぞ！』

　ユァンとつながる音鏡石リンコツトからは、ビアラに集まっていたハヤンの大臣たちが喜び合う声が漏れ聞こえてきた。拍手に続き、さっそく乾杯の音頭が取られているようだ。

「勝ったんだ……俺おれたちは、ネロに……！」

　レンビアにそう言うと、ノトはさっきの美しいネロの尾をもう一度見ようと、望遠鏡をのぞきこんだ。

　ネロはゆっくりとその巨体をずらしていき、ずらしていき……元の軌道から、どいた。

　――その時。

「――――！」

　ノトの全身に、衝撃が走った。

　もう１つのネロが、ネロの後ろから現れたのである。



    

  
    
      墜落32分前――ネロ



    

  
    
      
　忘れかけていたが、ネロは生き物だ。

　生き物であるからには、増えることもあるだろう。

　たまたま地球からも驚きよう天てんからも観測できない位置に隠れていたもう１つのネロは、その形状からおそらくネロの子供と思われた。そいつは地球から遠ざかりつつあるネロを、そのまま小さくしたような形をしていたのである。

　ノトたちは便宜上、これを小ネロ、退のけた方を大ネロと呼ぶことにした。

　小、といってもその直径は優に80メテはある。

「小ネロの軌道は……やっぱり大ネロと同じだよ。このままだと、ガルナに墜おちちゃう」

　泣き顔で計算結果を告げるナキアミに、ノトたちは前後左右から振り返った。

「墜ちたら、どうなるのだ」

　窓の外――小ネロの方を見つめながらのサベラが、ナキアミに尋たずねた。

　ごくり、と喉のどを鳴らして、ナキアミは言葉に詰まる。

　それから全員を見回すようにしながら、恐るべき結末を語り始めた。

「小ネロには……世界を滅ほろぼすほどの力はないよ。でも、ガルナは……音よりも速い爆風、ガラスも溶ける熱に襲われて――落下地点から半径１キラメテ以内にいる人は、跡形もなく蒸発しちゃう。半径３キラメテ以内でも、生き残る人はいない。街は家もお城もみんな無くなって、焼け野原になって……森には火事が起きて……人も、動物も……」

「私の計算もほぼ同じです」

　自らが語る地獄絵図に震え始めたナキアミに、ラキザミが続ける。

「――ガルナのみんなに知らせないと！」

　そう叫ぶノトに、サベラが首を横に振る。

「いや……もう手遅れだ。墜落まで時間がない」

「こ、この航宙カプセルを体当たりさせたらどう!?　それで軌道を変えさせるのよ！」

　レンビアが言うが、ナキアミとラキザミは揃そろって暗い表情でそれに応こたえた。

「ナキもそれは考えたよ、でも……軌道は変わらないの。質量が違いすぎるんだよ……」

「でも、思いっきり加速してぶつければ――」

　とレンビアが反論したとき。

『その必要は無い』

　音鏡石リンコツトから、その場の誰だれでもない……ユァンですらない人の声が、聞こえてきた。

『ぱちん　ぱちん　とぽぽぽ』

　この音は……レドライアス大王だ。

　そういえば音鏡石リンコツトには、一応、ガルナのレドライアスとの回線もあった。が、大王は今までずっと状況を聞いているだけで黙っていたのである。

「その必要は……ない？」

　ていうか、こんな時にも花の手入れかよ……と、ノトは口をへの字に曲げて尋ねた。

『このような不測の事態に備えて、パリヴィオンⅡには立体魔法陣キユビ・マギルスが積んである』

「な……なんだって!?」

『その後の改良で、だいぶ小さくできてな。その分、精密になったが――』

　王の言葉に、ノトはサベラの方を振り向いた。

　サベラは、知らなかった、と小さく首を横に振る。

　――立体魔法陣キユビ・マギルスとは――伝説の巨龍、邪黒龍デロンを召喚する魔法陣だ。

　邪黒龍デロンはおとぎ話に出てくる凶暴極まりない魔界の龍王で、たった１日で当時の都を丸丸喰くらい尽くしたとされている。

　そんなものを呼び出す道具が、今までずっとこの航宙カプセルにくっついていたのか。

「いつのまに、そんなものを……」

『パリヴィオンⅡを搬出する際に、航宙カプセルにつなぐ部品として積んでおいた。黙っていて済まなかったな。ネロを召喚した者による妨害が予測されたので、隠しておく必要があったのだ』

『このタヌキめ。妾キエも知らなんだぞ』

『敵を欺あざむくには、まず味方から――というだろう』

　ユァンのツッコミに、レドライアスはしれっと答える。

『レンビアよ』

　いきなりレドライアスに名前を呼ばれて、レンビアは翠みどりの目を丸くした。

「は、はい」

『余がお前を召集した意図、そろそろ分かったろう――』

　――そういうことだったのか。

　ノトは、キョトンとしているレンビアを見つめて思った。

　レドライアス大王がレンビアを宇宙に送ったこの不可解な人事は……このような非常事態に立体魔法陣キユビ・マギルスで一発逆転を図るために、魔法陣の専門家を選んでいたのだ。

　さっきまで『バックアップ要員』のハズだったレンビアは――

　今、切り札となったのである。



　ノトたちはネロの破片を避よけながら、航宙カプセルを小ネロから１００メテほどまで接近させた。

　近付いて見ると、小ネロはやはり息を呑のむほどに巨大であった。ナキアミでなくても分かる。こんなモノが秒速10キラメテ以上で墜おちてきたら、ガルナは一巻の終わりだ。

　よく見ると小ネロはゆっくりと自転していて、大ネロ同様、太陽に照らされた部分では表面の穴から蒸発した水蒸気を吹き出させているのが分かった。

　ここからだとそんなに大きな噴出には見えないが、実際に降り立った足元からあんなものが吹き出してきたら、宇宙に吹っ飛ばされて永久に迷子だ。

　なので――まずはあの危険な日なたを避けて日陰側に着陸し、そこに時限式の立体魔法陣キユビ・マギルスを埋め込む。

　しかる後に宙士アストロたちは『物質転送テレポーテ』の魔法陣で航宙カプセルに素早く帰還し、大気圏に突入する。

　邪黒龍デロンとはいえ、さすがに宇宙空間に呼び出したのでは死んでしまうと思われるので、ネロが大気圏を墜落するその最さ中なかにタイマーで召喚し、空気中でネロを破壊させる。

　そして３分だけ発現させて暴れさせ、元いた魔界に返す。

　――それが、レドライアス大王が語ったネロ撃退作戦の第２案だった。

　ノトはその作戦に、気が遠くなりそうな思いを覚えた。

　ムチャだ。

　ムチャすぎる。綱渡りもいいところだ。

　とてもじゃないが、計画通りに全すべてうまくいくとは思えない。

　そんな危ないコトを、レンビアにさせるワケにはいかないぞ――

「やるわ」

　そんなノトの戸惑いを読み取ったかのように、レンビアは宇う宙ちゆう兜かぶとを取りながら言った。

　意志の強そうなハッキリしたその翠みどりの瞳ひとみが、一同を見回す。

「大丈夫なのかレンビア。こんなの……うまくいく可能性なんて、ほとんどゼロだぞ」

「でも、ゼロじゃないわ。ゼロになるのは、なにもしなかった時だけ」

　レンビアは有無を言わさず宇宙兜をかぶり、金具を留め始める。

　それを見たノトは――自分も、宇宙兜を取った。

「分かった。俺おれも行く。卵もろくに割れないお前に、ガルナの命運を任せらんねーし」

「……あんたなんかが来たら、よけい失敗しそうだけど？」

　レモン色の眉まゆを寄せながら――でも、ちょっと嬉うれしそうに――レンビアがベロを出してくる。ノトはその仕草にちょっと萌もえつつ、レンビアの遮光ガラスを閉じてやった。

「私も、サポートしに行きましょう。この任務は、失敗できませんから」

　言いながら、ラキザミが力強い動作で自分の兜かぶとを取る。横ではサベラも無言で、既に宇宙兜の金具を留めているところであった。

　キョロキョロと周囲を見回すナキアミの肩に、レンビアが、落ち着かせるように手を置いた。

「ナキアミ。『物質転送テレポーテ』の魔法陣は、一度決めた距離や方向をすぐには変えられないの。ネロと航宙カプセルの距離が１メテでもズレたら、あたしたちはカプセルに戻ってこれないわ。だから、寸分違たがわず距離を管理しておいて。これは、あなたにしかできない仕事よ」

「レンビア……分かったよ。分かったから……必ず、みんなで帰ってきてね」

　気密扉に向かいながらのレンビアと、ナキアミがしっかり握手を交わした。地し上たでは仲の悪かった２人だが、今、宇こ宙こでは、お互いを信頼し合っている。

　ノトはナキアミの背中をポンと叩たたき、チラ、と船内の時計を見てからレンビアに続いた。

　――小ネロの大気圏突入まで、あと15分もない。



　小ネロと航宙カプセルはピッタリ平行して飛びながら、地球の重力に引かれ、恐ろしいほどの勢いで加速していた。

　宇宙空間に出たノトたちは、眼下を流れ行く雄大な地上の光景に見とれるヒマもなく作業を開始する。

　本当に航宙カプセルの下部に取り付けられてあった立体魔法陣キユビ・マギルスは、小型化されたとはいえ、ちょっとしたクローゼットぐらいの大きさがあった。材質はほとんど全部が純金製で、正方形をした魔法陣の板が何枚も複雑に重ねられてキューブ型になっている。

　用意のいいことにその傍かたわらには鎖のついた小型ロケット――コメッテが２基準備されており、ノトたちはそれで立体魔法陣キユビ・マギルスを小ネロへと運ぶ手順に入った。

　コメッテはノトとサベラがそれぞれ１本ずつにまたがって操縦し、鎖で曳ひかれる立体魔法陣キユビ・マギルスにはレンビアとラキザミがつかまってついてくる。

「サベラ。大丈夫か」

　ノトは小ネロとの距離を目視で確かめながら、音鏡石リンコツトで聞く。

　その表面までは、あと25メテぐらいだ。

『何がだ』

「ほら、お前、高いところ……」

　かつて月面に降りようとした時、サベラは高所恐怖症でぐずったことがある。

　またそれが出たらマズいな、と思ったのだが……

『……？　高いところがどうした？』

　サベラの声は、平静そのものである。

　というか、自分が高所恐怖症だったこと自体を忘れているような口く調ちようだ。

「いや、大丈夫ならいいんだ」

　と、ノトが返すと――

『それよりノト。少し速度を出しすぎかもしれない。そっちのコメッテを止めてくれ』

「そうか？　了解」

　速度は適切だと思っていたが、ノトはサベラが言うことなので従った。

『そうだ、それでいい――じゃあ、褒美に面白いものを見せてやろう』

「？」

　ノトが、なんだか様子がおかしいサベラに振り向いたとき――

　サベラは自分のコメッテを放はなし、蹴けるようにして足で加速レバーを押した。

　ぱあっ！　とコメッテが加速し、ネロめがけて暴走を始める。

「――！」

　ノトは目を見開いて、背後を振り返った。

　ぐん！

　サベラのコメッテにつながる鎖が伸び、立体魔法陣キユビ・マギルスを急激に引っ張っている。

　立体魔法陣キユビ・マギルスはレンビアとラキザミをしがみつかせたまま、ネロめがけて恐ろしいスピードで突進していく。

　ぱっ、と光が弾はじけたので振り向くと、そこではサベラのコメッテがネロに衝突して爆発したところであった。

『きゃあっっっ！』

　レンビアの悲鳴が、音鏡石リンコツトを通じてノトの宇う宙ちゆう兜かぶとの中に響く。

「レンビア！」

　ノトは叫びながらコメッテを再起動させたが、もう間に合わない。

　レンビアはネロの表面に叩たたきつけられ、立体魔法陣キユビ・マギルスは――ネロの表面に激突して、ぐしゃっ、と壊れてしまった。

『――――！』

　ノトの視界の端で、ラキザミが―――爆発の勢いに跳ね飛ばされてきた鎖に、弾かれた。

　そして悲鳴を上げるヒマもなく、真っ暗な宇宙の方へと飛ばされていく。

「ラキザミ！　ラキザミ―――ッ!!　――うっ!?」

　ラキザミを助けようと宇宙の方を向いたのが災いした。ネロから弾き飛ばされてきた破片の一つが、カツンッ！　とノトのコメッテの噴射口に鋭い一撃を喰くらわせる。

「くっ！」

　ノトはなんとか制御しようとしたが、もうコメッテは暴れ馬のように狂い始めていた。あろう事かレンビアの方を向いて飛びそうになったので、ノトは反射的にコメッテの進路を体で塞ふさぎ、その先端を思いっきり蹴けった。

　コメッテはネロから逸それ、一方のノトは――びたんっ！

　ネロの表面に、背中から激突した。

「ううッ……！」

　ノトは全身の激痛に耐えながら、失いそうになる意識をなんとか保つ。

　ノトたちの宇宙服は新型で、各所に姿勢制御用の小さな噴射缶スプレーが仕込まれてある。指先で操作するそれを使って、ノトはネロの表面に両足をつけて立つようにした。

　地球に比べるとネロの重力は極めて小さいので、上も下もない。

　だが、その表面に両足をつけて立つと、感覚的には上下の感覚が安定した。

「う……ッ」

　眼前に広がる悪夢のような光景に、ノトは息を呑のむ。

　落とし穴のような穴があちこちに開いたネロの表面は、意外なことにさらさらした砂地だった。だがその砂は黒い砂鉄と、汚れた氷の粒でできている。

　地平線の方には日なたの領域があって、そこからは間欠泉のようなガスの柱が何本も天高く噴き上がっていた。あれが、望遠鏡から見えたネロの尾だ。

　ネロがゆっくりと自転していることで、日なたは、じり、じり、とこっちに近付いてきていた。ここが日なたになれば、おそらくいま周囲に見える無数の穴からもあのガスが噴き出してくるのだ。

「……レンビア……レンビア！」

　ノトは足と噴射缶スプレーを使いながら、急いでレンビアのほうに駆け寄った。駆け寄ると、レンビアはネロの表面にうつ伏せに倒れて、砂鉄と氷の地表に少しめり込んでいた。

「大丈夫か、レンビア！」

『う……ノト……これ、一体……何が起きたの？　ほ、他ほかのみんなは……!?』

　ノトに抱き起こされたレンビアは、なんとか大丈夫そうな様子であった。どうやら、砂と氷がクッションになったらしい。

「分からない！　サベラが急におかしくなって――ラキザミが、宇宙に飛ばされた！　ああ……どうしたらいいんだ……ッ！」

　ラキザミを吸い込んだ真っ暗な虚こ空くうを、ノトが震えながら見やったそのとき。

　ふわ。

「――！」

　ノトの傍かたわらに、死角からやってきた誰だれかが降り立った。

　振り向くとそれは、サベラの宇宙服を着た――別人であった。

　宇う宙ちゆう兜かぶとの中に見える、緩やかにウェーブした髪。長いまつげの下に光る、濃いピンクの瞳ひとみ。雪のような白い肌と、ルビー色をした唇のわきにある色っぽいホクロ。

「……アローレン!?」

　叫んだノトは、彼女の宇宙兜の中にさらに信じがたいものを見つけていた。

　耳が――鳥のような羽毛に覆おおわれ、小さな翼のように後頭部へと伸びていたのだ。

　そこに目を奪われたノトの右手首を、アローレンがそっと握る。そして、えっ？　えっ？　と思う間に、大して力を入れることもなく簡単に背中の方へねじり上げてしまった。

『もう、剣を握っているわ』

　ノトの関節を極きめたアローレンは、背後から一言だけそう告げてくる。

　甘い、おっとりしたその声は、確かにアローレンのものだ。

　う、と視線を少し下げると、そこにはノトの脇わきの下に潜もぐり込ませるようにしてファーマイン家の鋭い短剣が添えられていた。

　ちょっと剣先を突き上げれば、宇宙服と――心臓に、穴を開けられる。

　アローレンはノトを引っ張って、レンビアから数歩離れた。

「な、なんで……だよッ!?　なんでお前がここにっ！」

　ノトは腕の痛みに歯を食いしばりながら、うめくように言い――言いながら、その答えにすぐ思い当たっていた。

　あの、驚きよう天てん打ち上げの時。

　あの時は魔竜デイノンが打ち上げを阻止するためにけしかけられてきたのだと思ったが、あれは、そうではなかったのだ。

　あれはただの陽動で……本当の目的は――

『アローレン、あんた――サベラと入れ替わったのね!?』

　叫ぶレンビアに、アローレンは『ばけばけばぁー』とベロを出し、楽しげに語り始める。

『サベラさんにはちょぉーっと悪かったけど、化ける相手って、身長が近くないとダメなのよねぇ。ちゃんと化けるために、すみずみまでカラダを見せてもらっちゃったりもして……ふふっ、でも、あれは役得だったかなぁ？』

　相変わらずトボケた喋しやべり方のアローレンに、ノトはむしろ空寒いものを感じる。

「お、お前っ……どうして……！」

『――ほら、わたしってトリ頭だから』

　アローレンは、ノトの腕をねじりながらネロの黒い大地を見渡した。

『いろいろ計算し忘れちゃっててね。あの大きなネロが、ガルナを壊す用にはちょーっと大きすぎだったってこと、呼び出す前には分からなかったのよねぇ。しっぱい、しっぱい』

「ガルナを……壊す……!?」

『あっ、でもでもぉ、片道での召喚でもあの大ネロを呼び出すの、すっごくすっごーく難しかったのよ？　だからただ止めるだけじゃもったいなくて、様子を見にきたの。そしたら大当たり。ちょうどいい大きさの小ネロを産んでくれてるんだもん。これなら、あの醜みにくいガルナだけをキレイにお掃除できるよねー』

「ネロは……！　ネロは、お前の仕業だったのか……!?」

『そうよ。ネロはわたしのモノ――お前たちガルニア人になんか、渡すもんか』

　水蒸気を噴き上げる日なたを背に、アローレンは狂気のこもった声で告白する。

　そのアローレンに対たい峙じするように立って、レンビアはレモン色の眉まゆを寄せた。

『アローレン……あんた……なんてことしてくれたのよ！　あんたのせいで、何もしてないガルナのみんなが、危機に――』

『だまれ』

　その冷たい声は――

　アローレンの中にずっと隠されてきた、重い、重い感情の込められた声だった。

『何もしてなかったのは、わたしたちだって同じだ……！　辺境の地で、ヤギを飼って暮らしてただけ……それをお前たちガルニア人が、「亜人狩り」でメチャクチャに……！』

　――亜人狩り。

　その言葉に、ノトは聞き覚えがあった。

　２００年もの昔、まだ亜人が法的に人間とされていなかった頃ころ――亞大陸の先住民だった彼らはガルニア人に捕まり、動物のように売り買いされていたという。

　その若々しい見た目のせいで忘れていたが、アローレンはたしか、２２０歳。

　今の話しぶりから察するに――彼女はその、直接の被害者なのだ――！

『私は首輪をつけられて、ガルナの街で、オモチャみたいに……毎日毎日、ヒドいコトを……！　私の青春は、ただ、蹂じゆう躙りんされることだけで過ぎていったのよ……！　この首の傷は、傷は……その時の、お前たちがつけた傷だッ！』

　アローレンは次第に語気を荒げながら、今まで隠してきた感情を露あらわにし始めた。

　ノトはアローレンの首にあった、痛々しい傷跡を思い出す。

　あれは、ガルニア人にかけられた首輪の跡だったのか。

「で、でも、あんたはガルニアの宮廷に……」

　混乱するようにうめいたノトに、アローレンは重い声で自分の過去を語り続ける。

『……古い戦争で、ガルニアに魔導師が不足したことがあってね。わたしは「魔法の素質あり」と見なされて、軍に身受けされたの。それから恐ろしく危険な魔法の薬を毎日打たれて、急造の魔女にさせられたのよ。

　でもそれが、わたしの運命を変えた。戦後の混乱の中で、わたしはこの耳を隠し、魔導師として宮廷に潜ひそんだわ。そこで資金と情報を集めながら、わたしはガルニアへの復ふく讐しゆうの機会を待ち続けたのよ。１００年も、２００年も……！

　そしてついに、あなたたち宙軍の話を聞いて、思いついたの――この復讐を！』

　それを聞いて、ノトは顔をしかめた。

　アローレン。道理で、宮廷魔女のくせに宇宙オタクだったわけだ。

　彼女にとって宇宙とは、長年恨み続けてきたガルニア人への復讐に転用できる画期的な道具だったのだから！

　ノトの背後のアローレンは、すう、と宇う宙ちゆう兜かぶとの中の空気をひとつ大きく吸った。

　そして、普段のふわふわした調子を取り戻す。

『知らないかもだけどね、亜人ってね、いまだに亞大陸のあちこちでイジメられてるのよ？　密猟されて昔みたいに売り買いされたり、奴隷やペットにされたり……だからわたし、そういうお話を聞くたびにその子たちを保護して、ビアラ島にかくまってあげてたの。産業を興して、お仕事をあげて――でね、次はあの子たちに、「国」を作ってあげるんだぁ。ネロをまた墜おとすぞ、って恫どう喝かつしてあげれば、ガルニアからの独立なんて簡単だよね。でね、わたしの国は、亞大陸中の亜人が平等に暮らせる先住レクト人の理想郷にするのよぉ』

　嬉き々きとして壮大な夢を語るアローレンの話に、ノトはビアラ島のホテルで見た眼帯の亜人女の言葉を思い出す。

“〝あなた……何族？　その額ひたい……あなたも人間にひどい目に遭あわされて、アローレン様に救っていただいたのね……？”〟

　妙にあの島に亜人が多かったのは、アローレンが亞大陸の各地で差別されていた亜人たちを助け出し、かくまっていたからなのだ。

　そして――今度は亜人の国を作るために、ネロを使って独立戦争を仕掛けるという。

　その計画に、薄ら寒い思いでノトが言葉を失っていると――

『じゃあレンビアちゃん。さっそくだけど、航宙カプセルに帰る魔法陣を描いてもらおうかな』

『――？』

　ニッコリと微笑ほほえんで命じてきたアローレンに、レンビアは再び眉まゆを寄せる。

『立体魔法陣キユビ・マギルスが壊れちゃったんだから、もうネロがガルナに落ちるのはキマリでしょ？　だから、もう誰だれも、ここに残る意味はないの。さ、ナキアミちゃんのとこに帰ろ？』

　あくまでのんびりした雰囲気のまま喋しやべり続けるアローレンに、レンビアはイラッとしたような表情をした。そして、腰に提げていた小さなナイフを抜く。

『この期ごに及んで――命令なんか、すんじゃないわよ！』

　ナイフを投げるように構えたレンビアを見て、うう、とノトは冷や汗を垂らす。

　ノトが人質で、レンビアが武器を手にしていて――なんだか、このあいだ月から還かえってきてルージーンに襲われた時と真逆のシチュエーションになってしまった。

『……んもう。レンビアちゃんはもうちょっと、頭のいい子だと思ってたんだけどなぁ』

　アローレンはノトを盾にするようにして、優しい声のままで言う。

「やれレンビア！　投げろ！」

　ノトが言うと同時に――ていうかそれより早く、レンビアは、ぶん！　とナイフをぶん投げてきた。

　アローレンが小さく『んもー』と呟つぶやいて、短剣でレンビアのナイフを受け流す。

　シャッ！　ノトのすぐ脇わきを、ナイフが物もの凄すごい勢いで通過していった。

「うおっ!?　あっぶね！」

『――バカノト！　アローレンに当たるように、うまくかわしなさいよ！』

「ホントに投げるヤツがあるか！　ハッタリって言葉、知らねーのかよ！」



    

  
    
      



    

  
    
      　ぎゃんぎゃんと言い合うノトたちに、アローレンは小さく首を横に振った。

　そして短剣を逆さか手てに持ち替え、切っ先をノトの足に向ける。

『レンビアちゃーん。ごめんねぇ。もう時間がないの。だから、ノトくんの服にちょこーっと穴開けるよ――そうすれば、すぐに魔法陣を用意しなきゃだもんね』

『ま、待ちなさいってば！』

　丸腰になってしまったレンビアが、慌あわてて手を振る。

『ちっちゃな穴にしてあげるから。まぁ、死ぬまで――１分ぐらい？　ノトくんが死んだら、次はレンビアちゃんの服をぷすぅー、よ。ほらほら、すぐ魔法陣を用意しなきゃ』

　少女のような笑顔のままのアローレンが、短剣の切っ先をノトの宇宙服に突き立てようとした、そのとき――

　その場の誰だれもが、全く、予想だにしなかったことが起きた。

　ほとんど目にもとまらないような速度で、ネロのまん丸い地平線の向こう側に――

　取っ手のいっぱいついた、どでかいフライパンのようなものが飛来したのだ。

「!?」

　音は、しなかった。

　そのフライパンはネロの表面をかするように浅く衝突し、跳ね返って地球へ墜おちていく。

　なんで、宇宙にフライパンなんかが浮いてるんだ!?

　ノトは目を丸くしながら――その墜落していくフライパンの表面に描かれた『さくら』、というどこの国の文字か分からない文字を見た。

『さくら』の形状は、旧人類が月や宇宙に散らかした諸々の道具に雰囲気が似ている。

　――あれはたぶん、ＮＡＳＡナーサやＣＣＣＰとはまた別の国が残した人工衛星サテリツテだ！

　でも、旧人類がどんだけ人工衛星サテリツテを飛ばしていようと、宇宙は広い。それがネロと衝突する確率は、外洋で幽霊船と衝突するぐらいにありえないことなのだ。

　そう思って、ノトはイヤーなイケメンの顔とセリフを思い出した。

“〝モノのついでだ。ネロは、しっかり呪のろっておいてやるよ――”〟

　ルージーン、だ。

　あいつの呪いが、ネロとあのフライパンを衝突させたに違いない。

　だが、とにかく今回はルージーンの呪いが状況を変えてくれた。今のフライパンの一撃でネロには微妙な逆回転の力が加わり、自転がほとんど止まってしまったのである。

　今までローストチキンのように規則的に回ってまんべんなく温められていた表面が、今、突然半面だけ日光に焼かれることになり――びき、びき、びききき、と――ネロの表面には地割れが起き始めた。穴から穴をつなぐように地割れは広がっていき、ついにノトたちの周囲にも地震が、それも激しい揺れが起き始めた。

　さらに、日なたの側からは恐ろしい勢いで黒い煙がこっちに流れてきた。過剰に吹き出した水蒸気が砂鉄を巻き上げて、それが砂すな嵐あらしとなって日陰の側に流れてきたのである。

　ごろごろ、と、壊れた立体魔法陣キユビ・マギルスがサイコロのように転がるのが見える。四方八方に吹き荒れるガスが、その黄金の立方体を球突ビリアードきの球のようにネロの内部に流し込んだ。

　とうとう怒り始めた大公グランデユカの息子――小ネロの前に、ノトは、レンビアは、そしてアローレンさえも、人はまるっきり無力な存在だった。

『あっ！』

『――！』

　レンビアとアローレンは、いきなり襲いかかってきた水蒸気の突風に足をすくわれる。

「うおっ!?」

　アローレンの手から逃のがれたノトは、必死の思いで地表にしがみつこうとした。

　が、砂鉄混じりの強風に押し流されるようにして、ネロの表面を滑ってしまう。

　つむじ風に弄もてあそばれる葉っぱのように、ねじられ、宙を舞わされ、転がされ――ノトはようやく、１つの穴の中に転げ落ちて止まった。

　見上げれば、頭上に開いた穴の口の上では、砂鉄と氷の砂すな嵐あらしが渦を巻いている。

　砂嵐の向こうには、地球が――もう、レクト亞大陸が、見え始めている。

　穴にガスが流れ込んできて体をさらわれそうになったので、ノトは慌あわてて穴の奥へと這はって逃れた。穴は昆虫で言うところの気門なのか、まるで洞どう窟くつのように奥まで続いている。

　はあ、はあ、はあ……。真っ暗な穴の中で、ノトは息を整えた。

　宇う宙ちゆう兜かぶとの中に、自分の荒い呼吸音が響く。

『ノト！　ノト！　大丈夫!?』

　音鏡石リンコツトから、ナキアミの悲鳴に近い声が聞こえてきた。

「俺おれは――なんとか大丈夫だ！　今、ネロの内部にいる！　大気圏突入まであと何分だ!?」

　ノトは大声で、音鏡石リンコツトに叫ぶ。

『ご、５分……いま、５分を切ったよ！』

「――レンビア！　ラキザミ！　どこだ!?　どこにいる!?　答えてくれ！」

　ノトは音鏡石リンコツトに叫ぶが、返事はない。

　……全身に、全すべてを否定するような、どろどろした感情が湧わいてくる。

　もう、ダメかもしれない。

　立体魔法陣キユビ・マギルスは壊れた。ラキザミは行方ゆくえ不明になった。レンビアともはぐれた。

　――作戦は失敗だ。

　最初っからムチャだったんだ、こんなこと。ネロは強大すぎた。実際に体当たりでここまで来て、実感で分かる。コイツは、人間のかなう相手じゃあなかったんだ。

　なんてことだ。自分たちは無謀すぎた。死ななくて済んだハズのラキザミも、レンビアも、そして――アローレンも、ノト自身をも、もう、死んだも同然にしてしまった。

（畜生！　勝てる可能性なんか――最初っから、ゼロだったんじゃないか！）

　と、運命を呪のろったノトの頭の中に――



“〝ゼロじゃないわ。――ゼロになるのは、なにもしなかった時だけ”〟



　レンビアの声が、聞こえてきたような気がした。

（レンビア……！）

　ノトは、真まっ暗くら闇やみのネロの中で――強く、強く、彼女のことを想おもった。

　そして目を閉じて――祈った。

『恋する共感ラビン・シンパシア』に、祈った。

　どういうわけか失われてしまった、ノトの、ただ１つの、ちっぽけな魔法。

　自分が恋した人がどこにいて、何を想っているか――それを悟る、それだけの小さな力。

　もう、ノトの心にはもう何の理由もなかった。

　レンビアがどんなに偉くなっても。

　あの部屋に住んでくれなくても。

　たとえ、好きになってくれなくても――いいから。

　もう、なんの見返りも、いらないから。なんにも、いらないから。



　いなくならないでくれ！　レンビア！



「――！」

　ああ……

　ああ、そういうことだったのか――

　と、ノトは目を開いた。

　分かる。

　感じるのだ。今。

『恋する共感ラビン・シンパシア』で。

　レンビアが――どこにいるのか。

“〝そばにいたい”〟とただ願うノトの純粋な気持ちが、あの黒い砂すな嵐あらしよりも強く明めい瞭りような風となって、愛いとしいレンビアの元に向かっているのが分かる。

　それを感じて、ノトは『恋する共感ラビン・シンパシア』の本当の意味が分かったような気がした。

　恋することとは、何かの見返りを求めることではない。

　ただ純粋に、恋すること。それだけのことなのだ。

　でも、部屋をプレゼントできなかったり、レンビアが出世したり、パーティーで男たちに囲まれてたりしてたことで――ノトの恋心にはいつの間にかモヤモヤしたモノが混ざり、積み重なり、純粋さが失われつつあったのである。

　それで恋はいつの間にか純粋な恋でなくなり、焦りとか、嫉しつ妬ととか、独占欲とか、そういったイビツなものに変わっていたのだ。

　まあ、そういう迷いは、男女の間には実はよくあることなのだろうけれども。

「レンビア……！」

　ノトは新たな、確かな想おもいと共にネロの中を進み始めた。

　――その時から、ノトを包む暗くら闇やみは、もう暗闇ではなくなっていた。



　青い、青い光の中で――

「はは……ははは！　あはははっ！」

　ノトは見つけ出したレンビアの姿に、嬉うれし泣きしながら……笑い出していた。

　レンビアはどういうわけか薄い氷の壁に体を突っ込むようにして、腰のところで突っかかって静止していた。ぐったりして目を回すレンビアは、まるでシカか飛竜ワイバンの剥はく製せい――あるいはギロチンに間違って胴を挟んでしまった死刑囚、といった感じだ。

　このシチュエーションを、ノトはガルナの煉れん瓦が長屋で見たことがある。去年、魔法陣の実験に失敗して吹っ飛ばされて、壁に突っ込んだレンビアの姿にソックリなのだ。

　とりあえずレンビアを抜こうと両腕を取ると、彼女は短い気絶から目を覚ました。

『う……ノト……？』

「お前なぁ……こんな所でまで、ネタに走らなくてもいいんだぜ？」

『よ、よく見つけてくれたわね……どうして……ここが分かったの……？』

「まぁ……なんだ、運良く見つけたんだよ。よし、引っ張るぞ」

『あ、い……いたた……！　も、もっと優しくしなさいよ……！』

　両手を抱えて引っ張ると、ずる、ずるる、ずるるる……ふわり。と、レンビアが抜けた。

　ふ―――っ、と、ノトはレンビアの無事を確かめてとりあえず一息つく。

　見上げると、そこにはもう視界の全すべてをおおう地球があった。

　その地球の青い光が、この静かな空間を優しく照らしている。

「ここは……ネロのへそみたいなとこだな」

　ノトが周囲を見回すと、ここは大きな窪くぼみ……穴の底になっていて、いろんなものの吹きだまりになっていた。足元には、厚く積もった砂鉄と氷の粒があって――

　――それらに半分埋まった、大きな黄金の立方体も転がっていた。

『立体魔法陣キユビ・マギルス……！』

　レンビアは氷の壁を蹴けるようにして移動し、立体魔法陣キユビ・マギルスに飛びつく。

　彫金された黄金の板をのぞきこむレンビアのそばへ、ノトも移る。

　立体魔法陣キユビ・マギルスはその一角が無惨にひしゃげていて、素人しろうと目めにも壊れていることが分かった。

「ダメか……？」

『……たぶん……ここを、こう……』

　ノトの問いかけには肯定も否定もせず、レンビアは腰のポーチから小さな工具を出して黄金の板をいじり始めた。

　ノトは固唾かたずを呑のんで、レンビアの作業を見守る。

『――いけるわ。召喚は可能よ』

　と顔を上げたレンビアにノトは、おお、と目を丸くした。だが、それ以上は喜べない。

　まだ厳しいレンビアの目つきが、立体魔法陣キユビ・マギルスが万全でないことを表していたからだ。

『……ラキザミは？』

　レンビアはちょっと話題を逸そらすようにそう尋たずねると、背中に装備している清素シルフエンタンクの脇わきから鉄扇のような道具をいくつか取り出して、テキパキと足元にそれを並べていく。

「ダメだ……応答がないんだ。アローレンの最初の一撃の時、宇宙に飛ばされて……」

　ノトがそれ以上言葉を続けられずにいると――

　レンビアは、厳しい表情で振り返った。

『ノト……あなただけでも、航宙カプセルに帰って。これ、簡略版だけど「物質転送テレポーテ」の魔法陣なの』

　妙な言い方をするレンビアの足元で、魔法陣は早くも金色の輝きを放はなち始めた。

「帰って、って……お前はどうするんだよ」

『残るわ』

「な、なに言ってんだよ」

　ノトが苦笑いすると、レンビアはシリアスな目でこっちに振り向いてきた。

『時間が無いから思いっきり簡単に説明するけど……この立体魔法陣キユビ・マギルスの壊れてる部分、ここ、タイマーなのよ。だから、時限式で作動させることができないの。

　でも、手動でなら作動させられるわ。だからあたしが残る。それしか……道はないの』

　強い覚悟のこもった翠みどりの瞳ひとみに、ノトは言葉を失った。

　レンビアは、犠牲になるつもりなのだ。

　ここに残って、大気圏ギリギリまで耐えて――

　邪黒龍デロンを呼び出し、一人でネロを破壊するつもりなのだ。



　……そんなこと、させられるわけ、ないじゃないか……



　ノトは腕を組み、ムリに冗談めかした笑顔を作ってみせた。

「ほー……お前、名誉を独ひとり占めにするつもりだな？」

『？』

「ガルナをたった一人で守って、歴史に名を残すつもりだろ。ズルイ。ズルイやつだな」

　言いながら、ノトはレンビアのそばに近付く。

　そして……そっと、その両肩を両手で支えた。

　レンビアの肩は……実は、宇宙服の上からでも分かるぐらいに震えていた。

　レンビアは本当は、恐怖を、悲しみを、必死にこらえているのだ。

　そんなレンビアに、ノトはもうたまらなくなって――

　その身体からだを、ぎゅっ、と抱きしめてやった。

「レンビア……お前、俺おれのこと、なんにも分かってねーよ……俺が、こんな……震えてるお前を置いて、一人で逃げられるとでも……思ってんのかよ……！」

　想おもいを込めた腕の中で、レンビアは目をちょっと見開いてこっちを見上げていた。

　ノトは、レンビアともう離れたくなかった。

　だから――レンビアと一緒に残る覚悟だった。

　そして、最後まで一緒に――

『ノト』

　レンビアが、そっとこっちの腕に触れてきた。

『……そうね、独ひとり占めはよくないわね』

　レンビアはノトの気持ちを察したのか……泣いていた。

　その翠みどりの瞳ひとみからは宇う宙ちゆう兜かぶとの中に涙が小さく溢あふれて漂い、地球の光に照らされて、青い宝石のように光っている。

『……じゃあ、ちょっとだけ分けてあげる』

　そう言って静かに目を閉じたレンビアの身体からだからは、もう、震えは消えていた。



　旅人　旅人　――どこまでも行く　旅人よ

　たどりついた港に　朋ほう友ゆうと手をとり

　帆は春風を抱く　新たな星を標しるべに

　もう還かえれない　あの　はるかなる故郷

　幸せな日々　いま　ひとみ閉じて思い出す

　旅人　旅人　――いずれ月までも　往ゆくその旅人よ



　立体魔法陣キユビ・マギルスに腰かけるようにしながら、ノトとレンビアは空――もう、間近に迫る地球に向けて思い出の船歌を歌っていた。

　２人はいま秒速14キラメテ以上という速度で、しかもさらに加速しながら、生まれ故郷の惑ほ星しへと還ろうとしている。

　――だが、２人が生きて地球の大地を踏むことは、もうないのだ。

『……あーあ！　あんたなんかと心中とはね！』

　歌い終わると、レンビアは開き直ったようにこっちに振り向いてきた。

「イヤか？」

『ううん。……あんたとで、良かったよ』

　レンビアはちょっと小声でそう言うと、立体魔法陣キユビ・マギルスの隅からごそごそと金色の小さな板を出してきた。何やら精せい緻ちな彫金がされたその板は半円形で、分度器のようにも見える。

「なんだそれ」

『スイッチよ。これを……こっちの部分に差し込むと、魔法陣が起動するの』

　立体魔法陣キユビ・マギルスの一角を示しながら、レンビアは分度器をノトに渡してきた。

『ネロが大気圏に突入し始めたら――あんたが、入れていいよ』

「やだよそんなん。お前が入れろよ」

　ノトはレンビアにスイッチを投げ返す。

『あー、コワイんでしょ』

　と、レンビアはスイッチを投げ返してきた。

「ちげーよ。お前こそコワイんだろ」

　ノトも、また投げ返す。

『あはっ』

　なんだか面白くなってきたらしいレンビアは、またノトにそれを投げ返してきた。

　ノトも笑いながら、レンビアに返す。

　きら、きら、きら……

　と、ノトとレンビアの間でスイッチが行ったり来たりしてきらめいた。

　と――

　ふと、レンビアがスイッチではないものを投げ返してきた。

　ふよ……と自分の手元に漂ってきたそれを見て、ノトはドキッとする。

　それは去年、ノトがレンビアにあげた三日月型のペンダントだった。

『それ……おまじないでしょ？』

「……お前……」

　いきなりのことに、ノトは真っ赤になって向き直る。

『もう１年以上経たったから、返してもいいかなって』

「し、知ってたのか」

『知らないフリするの、けっこう大変だったんだからね？』

　レンビアは自分も真っ赤になりながら、ノトに犬歯を見せて笑いかけてきた。

　ノトは――

　ペンダントを手に、硬直してしまう。

　なんだ。

　バレてたのか。

　１年も前から――ずっと。

「じゃ、じゃあ俺おれもこれ……やるよ」

　と、ノトは胸ポケットから、自分が持っていたペンダントをレンビアに渡した。

　それはレンビアが今くれたものと同じ――月面のレンビアからもらった、翠みどりミスリルの三日月ペンダントであった。

　こっちのこれも、レンビアにもらってから数か月経った。期間的には、まぁＯＫだろう。

『あーやっぱり！』

　レンビアは照れくささを隠すように、ちょっと大きめのリアクションでそれを取る。

『公園で、つけてたと思ったのよね。あんた、コッソリおそろいにしてたわけ？』

「俺も、お前からもらったんだよ」

『？』

「あ、いや。まあ、コッソリおそろい……うん。そんなとこかもなぁ」

　ちょっと口を滑らせかけたノトは、ごにょごにょとごまかす。

『じゃあ結局、とりかえっこね』

「そうだな」

　そう言いながら、２人はそろってお互いにペンダントをつけ合った。

　２人がおそろいのペンダントを首から下げてるのを見て、レンビアは嬉うれしいのか恥ずかしいのか、くすくす笑う。

　その表情がかわいくて――

　ノトはこんな時なのに、幸せな気持ちだった。

　ガルナには、ノトとレンビアみたいな男女がいっぱいいるのだろう。

　ノトたちは無数の彼ら――自分たちみたいな人々を、守れるのだ。

　そう思うと、ノトはなんとなくちょっと清すが々すがしい気分すらするのであった。

「レンビア、俺おれ……最近の自分のこと、言っておかなきゃいけない気がするんだ」

『……？』

「俺、お前が貴族のパーティーでモテてたりとか、宮廷魔女になれるかもとかで……なんか、遠くに行っちまうような気がしてた。そんで、すげー焦ってた。ほんと、カッコ悪ぃよな……でも、それを黙ったままじゃもっとカッコ悪い気がしてさ。ごめん、白状っつーか、懺ざん悔げっつーか……あーゴメン、自己満足だよな。今、こんなこと告白するなんて……」

　と語り始めたノトを止めるように、レンビアはため息をついた。

『もう。バカノト。こんなこと教えてあげるの、今日だけだからね？』

　そして上うわ目め遣づかいにノトを見つめると、

『あたしは、何も変わってないよ』

　と、微笑ほほえんでくれた。

　それは――

　ノトがかつて悩んでいた長い時間を一気に消し去る、魔法のような一瞬だった。

　そう、たしかにレンビアは何も変わっていなかった。人付き合いが増えたり、出世したり、いろんなことがあったが――レンビアはずっとレンビアのままで。

　勝手に焦って、歪ゆがんで、変わってしまっていたのは……ノトの方だったのである。

　恋する心と連動する『恋する共感ラビン・シンパシア』が失われていたのが、そのこっぱずかしい証明だ。

『あのさ。あたしもあんたに言っておかなきゃいけないことあるの』

　嬉し泣きしそうなノトに、レンビアはいたずらっぽく笑った。

『あんた……７歳の聖サナターン祭のとき、おねしょして神父様に怒られたでしょ？』

「は？」

　急にヘンな話を始めたので、ノトは目を丸くする。

　おねしょ。そういえば、そんなこともあったような気がする。

『ごめん。あれあたし』

　あははーとレンビアが笑うと、カワイイ犬歯がその口元にのぞいた。

『夜中に急にトイレ行きたくなっちゃって、でも間に合わなくってね。ノトのベッドにしちゃえ！　って……寝てるとこに潜もぐり込んで、しちゃったんだよね』

「おいっ！　悪質だろそれ！」

『あはっ、だからゴメン！　それとね』

「まだあんのかよっ」

『あのね。あたし……あんたのこと、好きだったよ』

　いきなり。

　レンビアに告白されて、ノトは心臓が止まりそうになった。

　レンビアも、言っちゃった、という表情をしてどんどん赤くなっていく。

　突然のことに――しばらく、２人は黙ってしまう。

　その沈黙に耐えられなくなったのか、レンビアはわたわたと手を振り始めた。

『ほ、ほら、こないだあんたが月から帰ってきて、公園で一緒に遊んだとき……ちゃんと言ってなかったからさっ、だから』

　そんなレンビアの肩を、ノトは――

「レンビア……」

　改めて、思い切って、そっと抱き寄せた。

　ほとんど重力の無い世界で、２人はちょっと浮くようにして寄り添う。

『……あのとき、キス……しておけばよかったね』

　レンビアが、言った。

　いま２人は宇う宙ちゆう兜かぶとをかぶっているので、もちろんキスはできない。

　でも、ノトだってしたかった。

　一度でもいいから、キスしたかった。



　――そう思うと――



　ノトは、今まで固まっていた覚悟が、音を立てて裏返るのを感じた。

　そりゃあもう、ビックリするほどにコロッ、と。

「俺おれ……やっぱり……やっぱり、死にたくねー！」

　今さらこんなことを言うのは、カッコ悪かった。

　いろんなものへの裏切りだった。

　でも――本心だった。

　本心だから、ノトはそれを口にするのになんの恥も感じなかった。

「レンビア、いま俺、思い出した！　俺……俺がここまで来たのは……死ぬためじゃない！　俺の家を、ネロに壊されないためだったんだ！」

　ノトはレンビアの肩をつかむと、その顔をのぞきこむ。

「俺おれ、あの建て増した部屋……ああもう言っちまうけど、お前のために作ったんだよ！」

『えっ……！』

「レンビア、遅くなったけどお誕生日おめでとう！　あの部屋、プレゼントなんだ！」

『えっえっ!?』

「一緒に住もう！」

『えっえっえっえ―――っ！？！？』

「俺、もっと生きたいよ！　もっと生きて、お前と一緒に暮らして――き、キスだってしたい！　――お前だって、もっと生きたいだろ!?」

『そ、それはそうだけど……でも……』

「ダメだダメだダメだ！　最後の最後まで、あきらめちゃダメなんだ！　どんなにビシッと覚悟を決めたって、やっぱ、死んじまったらおしまいなんだよ！」

　そう言ってノトが立ち上がった、そのとき――

　にわかに、ネロの振動が激しくなってきた。

　まるで地震のように――いや、大地震のように、震えている。

「うッ……!?」

　異様な気配を感じて、ノトは頭上を見上げた。

　するとそこでは、ネロの穴の壁面が雪な崩だれのように崩れだしていた。

　地球の重力が強まったことで、ネロが、その外殻を内側へと崩壊させ始めているのだ。

　ネロの破片は宙を舞い、お互い不規則にぶつかって弾はじけ合い――ノトたちのいる穴を塞ふさぐように落ちてきて、破片を積み重ねていく。

　慌あわてて岩陰に隠れたノトとレンビアの目の前で――降ってきた大きな鉄のカタマリが、がいん、と立体魔法陣キユビ・マギルスにぶつかった。

「――！」

　そして、落盤で一回り小さく圧縮されたようになったネロが再び安定を取り戻すと――

『立体魔法陣キユビ・マギルスが――！』

　レンビアは焦った声を上げて、立体魔法陣キユビ・マギルスに飛びついた。

　ノトがそれを追うと、レンビアは真っ青になって立体魔法陣キユビ・マギルスからかちゃかちゃと何かを取り出してきた。

　見れば、それはコインみたいなサイズの、割れた歯車であった。

『この歯車……起動に必要な部品よ。見たところ……タイマーとこれの他ほかに壊れてるところはないんだけど……これじゃあ、何をどうやっても起動できないわ！』

「そんな……替えとかないのか!?」

『替えの部品なんて何も無いわよ……！　ああ……こんなちっぽけな歯車を、ただ、ここに填はめられればいいだけなのに……！』

　ノトは、歯車の破片を手に取って愕がく然ぜんとした。

　立体魔法陣キユビ・マギルス。その恐るべき威力とは裏腹に、なんというもろい兵器だろうか。

　これは明らかに、極端な精密化・小型化の弊害だった。こんな小さな、１銀シエルの価値もない歯車が１個足りないだけで――ガルナの街は、滅ほろびるのだ。

　その事実に絶句していると――

　どこからか、影が差してきた。

　何の影だ？　とノトが周囲を見回すと、頭上に、人が横向きに立っている。

　地球の光に背後から照らされ、その人は影になっていて、誰だれだか分からない。

『やはり……あなたたちには、止められなかった』

　音鏡石リンコツトから、声が聞こえてきた。

　――全すべての感情を押し殺したような、抑よく揚ようのない声が。

　影は岩を蹴けって身をひねりながら近付いてきて、光の角度が変わり……

　宇う宙ちゆう兜かぶとの中にあった、ラキザミの顔が見えてきた。

「ラキザミ！」

　信じられないという顔でノトが近寄ると、ラキザミの遮光ガラスの内側には血が付着していた。どうやら口から出血したらしいが、彼女の表情は普段通り冷静そのものだ。

「だっ、大丈夫か！　お前……てっきり、宇宙に吹っ飛ばされたもんだと思ったぞ」

『私もそう思いました。ずっと、失神していたのですが……先ほどの地震で目が覚めたらこれが』

　とラキザミがちょっと身体からだをひねって見せてきた、そのオシリには――

　立体魔法陣キユビ・マギルスをコメッテが曳えい航こうするときに使っていた鎖の一部が、宇宙服の外に出ているシッポをおさめる突起部分に絡みついていた。

　サベラに化けたアローレンがコメッテをネロに衝突させた――あのとき。

　飛んできた鎖はただラキザミを弾はじいただけでなく、シッポに絡みついていたのだ。

　鎖はノトのコメッテや立体魔法陣キユビ・マギルスを重しに、ラキザミを振り回すようにしてネロに引き戻していたのである。そして、ラキザミがネロにぶつかった衝撃で切れたのだろう。

『もう……心配させて……！』

「それにしても……どうやってここがすぐに分かったんだ？」

　レンビアとノトは驚き半分、嬉うれしさ半分でラキザミの手を取る。

　だがラキザミはレンビアの手だけを離すと、音鏡石リンコツトを次々と消音しながら話し始めた。

「ノトさん。間に合ったのは不幸中の幸いですが、もう時間に余裕がありません。あなたも、私と話す以外の音鏡石リンコツトの音声を切ってください」

「……音鏡石リンコツトを？」

「重要な話があります。説明は、あの魔法陣があなたたちを『物質転送テレポーテ』する準備を行う間にします――」

　ラキザミはそう言うと、ぐずぐずしているノトの首筋に手を回してきた。

　そして、なんだかさっきのレンビアと似た素早い手つきで音鏡石リンコツトを勝手に消音していく。

「お、おい？」

　ノトがその手を止めさせようとした時。

　ラキザミはくるっと体を反転させ、頭上にあった岩にしゃがむようにした。

　そして――ぐん！　と体を伸ばして、いきなりノトを突き飛ばす！

「！」

　その一撃は、とても小柄なラキザミとは思えないほどの渾こん身しんの力がこもったものだった。

　ノトは無重力空間を飛ばされ、どしん！　とレンビアに体をぶつけてしまう。

　レンビアとノトは玉突き状態でごろごろ転げ――『物質転送テレポーテ』の魔法陣の上で、再びかち合うようにして静止した。それを合図に、魔法陣は金色の光をぱあっと強める。

「ラキザミ！」

　慌あわててラキザミの方に戻ろうとしたノトの手を、レンビアがつかんで止めた。

「ノト！　出ちゃダメ！　――『物質転送テレポーテ』が、もう発動するわ！　発動の時に境目にいたら、体が真っ二つになる！」

　音鏡石リンコツトはラキザミに切られていたが、体を接触しているので声が聞こえる。

「で、でも――！」

　焦るノトの斜め上の岩に逆さまに立ったまま、ラキザミはこっちを見ていた。

「――えっ……何、ナキアミ!?」

　レンビアが、急に虚こ空くうを見つめる。どうやらナキアミから重要な通信が来たらしく、レンビアはノトから体を離すと何やら屈かがんで魔法陣をいじりはじめた。

　ノトはどうしたらいいのか分からず、周囲をわたわたと見回す。

　すると、ラキザミの――いつも通りの淡々とした声が、宇う宙ちゆう兜かぶとの中に響いてきた。

　どうやらラキザミは自分とノトの回線だけは残しておいたらしい。

『――ノトさん。今から申し上げることを、どうか、落ち着いて聞いてください。月・面・で・・年・後・の・レ・ン・ビ・ア・さ・ん・に・会・っ・た・あ・な・た・な・ら・、私の話も理解できることと思います』

　その言葉に、ノトの心臓が大きく跳ねる。

「……な……なんで、それを……!?」

　何かの聞き間違いかと思った。

　だが、ラキザミの口く調ちようは今までで一番明めい瞭りようだった。

　――ノトは、月面で10年後のレンビアと会っている。

　しかし、それを知っている者はいないハズなのだ。この時代には。

『今まで隠していて申し訳ありません――

　――私は、60年後の世界からネロの墜落を阻止するために来た、未来の人間なのです』

　ノトは言葉を失う。

『私の世界では、私が生まれるずっと前に、ネロが地球へ墜落しました。私が話した暗黒時代エツラ・デイ・ネロが、私の世界では現実のものだったのです』

「……ま、待ってくれ……お前は何を言ってるんだ……？」

　話が飲み込めずにいるノトを置いていくように、ラキザミは淡々と説明を続ける。

『あなたもご存知の通り、「物質転送テレポーテ」は時間の遡そ行こうを伴う。その副作用を利用するために、私は地球から遥はるか彼方かなたの宇宙空間に転送され、時間を遡さかのぼってきたのです。狙ねらいを定めたのは、60年前――ネロに先行して飛んでいたことが観測されていた、ネロの大きな破片の１つでした。私はその内部に「物質転送テレポーテ」で送りこまれたのです――これと、一緒に』

　言いながら左胸に手をあてたラキザミに、ノトは眉まゆを寄せた。

「…………これ……？」

『60年後の立体魔法陣キユビ・マギルスは、サイコロほどの大きさに小型化されています。そのかわり、魔力を持つ人間の体内に埋め込んで、常に魔力に包んでおかなければならない。平和な時代に生きてきたあなた方には、少々理解し難がたいことかもしれませんが――私の胸には、ネロを破壊するための立体魔法陣キユビ・マギルスが手術によって埋め込まれてあるのです』

「……！」

　ノトは、背筋に冷たいものが流れるのを感じた。

　ラキザミの左胸にあった×字の傷跡は、その手術の跡だというのか。

「ま、待ってくれよ……じゃあ、お、お前はつまり……」

『私は滅亡の歴史を変えるためにやってきた――人間爆弾なのです』

　まばたき一つせず、ラキザミは落ち着いた声のままでそう言った。

　ラキザミの話は、ノトの頭にはすぐには理解しきれないものだった。

　そんな。

　ラキザミが、60年後の未来から来た、人間爆弾だなんて。

　信じられない。

　いや、原理的には不可能な話ではない。ノトはそれを知っている。でも。

「……ど……どうして、そんな……！」

　ノトは改めて、無表情にこっちを見下ろしているラキザミを見つめる。

　彼女の言葉をそのまま受け止めれば――ラキザミは初めっから死ぬつもりで、60年もの時を遡ってやってきたことになる。

　自らの命と引き替えに、歴史を変えるために。

　あんなに、幼いのに。

『歴史とは――自然とは、強きよう靱じんなもの。木を下向きにねじ曲げても、枝は自然の法則に従って上に伸びようとする。それと同じように、歴史の大筋は人間が時間を超えて多少作為を加えたぐらいでは変わらないのです。もっと強力で強引な――爆発力が必要になる』

「でも、そんな……そんなのって……！」

『そんな悲しい顔をする必要はありません。これは私の仕事ですから』

　自分の死の運命までをも、ラキザミは感情のこもっていない声で平然と語る。

　ノトはその声に、胸が切り裂かれるような思いがした。

「仕事って……お前、そんな仕事だなんて、ありえねーよ！　仕事ってのはな、幸せになるためにやるもんなんだよ！　お前、こないだ、『私の人生には、幸せなことなど何一つなかった』なんて言ってたろ！　それで、そんなままで死ぬなんて……そんな仕事、いくらなんでもありえねーよ！　お前の仕事は、これから幸せになることなんだよ！」

『ノトさん』

　ラキザミは泣きそうな顔で叫ぶノトを、力強く呼んで制した。

『あの時はあのように申し上げましたが――私は、幸せでした。この時代のあなたたちと過ごしたこの３か月は、私の人生で初めての、心から幸せな日々だったのです。

　私は私に課せられた仕事を完かん璧ぺきに果たすために、全すべての感情を抑えるよう、幼い頃ころから訓練を受けてきました。だから、あなたたちのように感情を表に出すことはできなかった。

　でも……

　初めてあなたの家で介抱してもらった時、私は……本当は、とても嬉うれしかったのですよ。船から見上げた青空も、一緒に潜もぐった美しい海も、書物で読んで憧あこがれていた「お祭り」であの空色のドレスを着させてもらったことも……なにもかもが、私にとって夢のような出来事だったのです。そしてその出来事は全て、きらきらした宝石のような思い出になりました。――だから、もう十分なのです』

「バカ！　そんなことぐらいで喜ぶなよ！　そんぐらいのこと、幸せがるなよ！　もっともっと幸せなことが、これからのお前の人生にはいっぱい待ってるんだ！」

　ノトがそう絶叫する頃には――

　ネロはついに、ゆるやかに大気圏への突入を始めていた。

　地球と宇宙を分ける希薄な大気の層が、船にまとわりつく藻ものようにネロの巨体を引き留め始める。ネロはその大気の粒子と衝突を始め、摩擦により、次第に温まっていく。

　ネロの表面に積もっていた氷の粒は水になり、水はみるみるうちに蒸発し始めた。

　ノトたちの周囲には、まとわりつくような水蒸気が満ち――微小な水滴はプリズムを形作って、小さな虹にじの輪を作り始めた。１つ。２つ。３つ……穴の底にはまるでメチャクチャな花畑のように、混こん沌とんとした色彩が満ちていった。

『……ああ、最後にまた１つ夢が叶かないました。ノトさん、虹ってこれのことなんですね』

　自分の周囲を見回しながら、無数の七色の輪に囲まれたラキザミが言う。

「違う！　こんなの虹じゃない！　ラキザミ……死なないでくれ！　そうだ、俺おれも、俺もここに残る！　残って、生き延びる道を探すんだ！　そして俺と一緒に……生きて、生き延びて、本物の虹を……！」

『ダメです。ダメなんですノトさん。あなたとレンビアさんが引き離されてしまったら、私はまた存在が希薄になり、身動きが取れなくなって、立体魔法陣キユビ・マギルスの起動すらできなくなる。だからあなたは、レンビアさんと共に生き延びて下さい――』

「なんだよそれ……！」

『――私は、あなたとレンビアさんの孫なのです』

　また飛び出したとんでもない話に、ノトは気絶しそうなほどの衝撃を受ける。

「――――！　孫……って、だって、お前……」

　ノトの視線が自分の耳の辺りに来たのを感じたのか、ラキザミは補足するように言う。

『ナキアミさんの、孫でもあります。だからこの耳や人間計算機カリキユラトリエとしての能力は、彼女から遺伝したものなのです』

「……！」

『先ほどあなたはここで私に聞きましたね、「どうやってここがすぐに分かったんだ？」、と。その答えは――あなたの血、そして魔法が、私の中にもあるからなのです』

「――『恋する共感ラビン・シンパシア』か……！」

『私に備わったのは「家族の共感フアミラ・シンパシア」。あなたのそれより精度は低いものの、血の近い者のすべてが対象にできるものなのです』

　証拠まで突きつけられて――ノトはもう、ラキザミの話を信じるしかなかった。

　本当は、否定したかったのだ。なにもかも。

『これをお願いするのは２度目になりますが……ノトさん、レンビアさんと仲良くして下さいね。そして、元気な子供を作って下さい。そして遠い未来、また産まれてきた私に会うことがあったら……その時は、今回のように、どうか優しくしてあげてくださいね』

「ノト！」

　突然レンビアに腕をつかまれて、ノトは振り返った。

「なに音鏡石リンコツト切ってるのよ!?　もう飛ぶわよッ！　ギリギリまで調整したけど、もうこれ以上は待てないわ！　大気との摩擦で、ネロとカプセルの速度に差がつきはじめてるの！　これ以上グズグズしてたら、距離が離れて――航宙カプセルに戻れなくなる！　ラキザミはどうしてこっちに来ないのよ！　もう待てないわ！　ねえノト！」

「――！」

『さようなら、おじいさま』

　ラキザミの声に、ノトはもう、いっぱいいっぱいになる。

　どうしようもないこの状況に、涙があふれる。

　吠ほえるように、ノトは、ただ心のままに叫んだ。

「あきらめんな！　ラキザミ！　最後の最後まで、生き延びる方法を考えるんだ！」

『おじいさま――あなたはみんなが言っていた通り、面白くて、頑張り屋で、どこか愛らしくて……そして、決してあきらめない、立派なお方だったのですね』

「ラキザミ……！」

『最後に１つだけ、お願いがあります――私は元々、この時代にはいなかった人間。だから、地球に帰ったら、私のことは忘れてください』

　そう言ったラキザミの声には、初めて感情らしい震えが混じっていた。

　もうノトたちの周囲には、発動しつつある『物質転送テレポーテ』による金色の光が舞っている。

『……痛い……？　痛みなんて感じないと決めたのに――私の胸が、痛い……』

　ラキザミの背後、鉄の岩が次第に赤く色づき始めている。

　ネロが、本格的に大気圏へと突入を始めたのだ。

『私にこんな感情があったなんて――驚きです』

　ラキザミの声が、かすれ始めている。

　それはラキザミが涙しているのか、それとも、航宙カプセルへと『物質転送テレポーテ』しつつあるノトたちの存在がここから消えつつあるのか――もう、分からなかった。

　ラキザミの最期の声は、ほとんど聞こえないほどに掠かすれていた。

　だが、その唇は――こう、言ったように見えた。



　おじいさま……死にたく、ないです……



「ラキザミ！　ラキザミ――――ッ！！！」

　ノトの叫び声が聞こえたのか――そして、ノトを悲しませまいとしたのか――

　ラキザミはこっちを向いて、そっと、微笑ほほえんだ。

　それはノトが見たラキザミの最初の、そして、最期の笑顔だった。

「―――――！」

　航宙カプセルへ『物質転送テレポーテ』される、その瞬間。

　ノトは、見た。

　ラキザミの背後の岩陰から、よろ……と。

　この吹きだまりに砂すな嵐あらしで流されてきたのか、さまよってここを探し当てたのか――



    

  
    
      



    

  
    
      　発火し始めた宇宙服に身を包み、その手に短剣を構えた、

　アローレンが――！

　自分にかかった影に気づいたラキザミが、ノトの形見の短刀を抜いて振り返ったその時――

　ノトとレンビアは、ネロから消えた。



　空に――星が現れた。

　いや、それは星ではなかった。

　昼の日中の空に燦さん然ぜんと輝く星など、あるわけがない。

「ネロ……！」

　大御船ダーヤーチヤンの甲板で事の成りゆきを見守っていたユァンは、北西の空を睨にらみつけた。

　ついに、ネロがその表面を燃え上がらせながら、大気圏に突入してきたのである。

　ナキアミからの通信によれば、ネロ撃退作戦の成否は未いまだ不明だった。

「……来よったか……！」

　ネロは――みるみるうちに、第２の太陽のように大きく膨らんでいった。

　ドドドドドドドドド………………！！！

　地平の彼方かなたから地球を回り込むようにして突入してきたネロは、もう、地響きのような爆音を大気に轟とどろかせている。

　この世に終わりを告げにきた大公グランデユカは、その表面を黄色く発光させ、オレンジ色の炎の尾を引きながら、レクト亞大陸の上空を悠々と横切っていく。

　五ご臓ぞう六ろつ腑ぷに響き渡るような震動が地上の万物をとらえ、海面は白く泡立った。

　水平線にまで続く真っ黒な煙の尾と、その先端を飛ぶネロ。

「……ノト……！」

　ぎり、と歯は噛がみしたユァンが、悔しげにそう呟つぶやいたとき――

　突然、ネロの白熱した表面が、べりべりべり！　と引き裂かれだした。

　その亀き裂れつをきっかけにして――



　ゴゥワァァアアアアアアア―――――――ン………………！！！！！



「！！！」

　まるでスイカを木刀で割った時のように、ネロは空中で崩壊した。

　平行して飛ぶいくつもの破片は、かみ砕かれた飴あめ玉だまのように、次々と大気に溶けて消えていく。

「うおっ……！」

　この世の物とは思えないその光景に、ユァンは数歩、後ずさった。

　なおも燃えながら飛ぶ大きな破片の１つに、巨龍がしがみついていたのである。

　真っ黒な龍りゆうの体たい躯くはまるでクジラのようで、これだけ遠目に見ても恐ろしいほど巨大なことが分かる。

　ユァンは思わず、驚きに開かれた口元を扇で隠す。

　あれは、伝説にある邪黒龍デロンにちがいない。

　邪黒龍デロンは、ネロの破片と共にみるみるうちに炎に包まれていく。

　苦く悶もんするような咆ほう吼こうを上げたかと思うと、燃え上がる龍はその巨体でしがみついていた破片をさらに粉々に砕いてしまった。

　もう一声、大海原を震わせるような大だい音おん声じようで吼ほえてから――

　邪黒龍デロンは炎だけを残し、この世から消えていった。

　無数の破片はそれぞれが小さな灰色の尾を引きながら、次々と燃え尽きていく。それはまるで無数の流れ星が空をおおう流星雨の夜を思わせる――

　恐ろしくも、幻想的な光景なのであった。



    

  
    
      エピローグ──予言の行方



    

  
    
      
　ポート湾に着水したノトたちの突入カプセルは、洋上に待機していたガルニアの軍艦に無事回収された。ビアラ島を経由して帰港したガルナはなにもかも無事で、人々はネロのことを話題にはしていたものの、いつもと何も変わらない生活を元気に続けていた。

　……だが……

　ノトの心には、ぽっかりと大きな穴があいたようになっていた。

（……ラキザミ……）

　ビアラ島の宙軍基地で再会したユァンは、ネロを粉々に砕いた邪黒龍デロンの姿を目撃したと語った。それは、ラキザミがあの小さな胸に隠し持っていた立体魔法陣キユビ・マギルスで呼び出したものに違いなかった。

　痛かっただろう、辛つらかっただろう、そして――悲しかっただろう。

　ラキザミは最期に言っていた。

　死にたくない、と。

　それを思うと、ノトは悲しくて悲しくて……もう、何もしたくなくなるのであった。

　ガルナの宙軍詰所に招かれたノトたちは、そこで健康状態をチェックしてもらうために数日を過ごすことになっていた。その間ノトの所には、驚きよう天てんの打ち上げ時に誘拐され、アローレンの手下の亜人たちに囚とらわれていたサベラが失態を詫わびにきたりもした。

　だが、ノトはサベラを心ここにない態度で慰なぐさめるとすぐ自室にこもり、ぼんやりと時を過ごすことしかできずにいた……

（ラキザミ……）

　殺風景な部屋の中で、ノトはラキザミが描いた絵をぱらぱらと眺める。

　机について、いつものおすまし顔で絵を描いているラキザミ。

　ナキアミに襟を直してもらっている、お人形さんモードだった時のラキザミ。

　船の中で資料を読みながら寝落ちしているレンビアを、そばから見ているラキザミ……

　そして、ノトに空色のワンピースを買ってもらって、上機嫌で――でも、いつもの無表情で――道の縁石で平均台をしているラキザミ。

「笑えよ……ラキザミ……」

　あの子は、ついに地上では一度も笑わなかった。

　ラキザミがガルナのみんなを救ってくれたことは分かる。そのために自ら犠牲になってくれたことも、頭では理解できる。

　でも。

　こんなの。

　こんなのって――

　カワイソウすぎる……！

「ノト」

　背後からかけられた声に振り返ると、いつの間にかレンビアが部屋に入ってきていた。

　新宙軍の制服を着たレンビアは、ノトが泣いていたのを見て悲しげな表情になる。

「レンビア……悪ぃ。俺おれ……」

　ごしごし、と手の甲でまぶたを拭ぬぐい、ノトはラキザミの絵を片付けにかかる。

　その手に……近付いてきたレンビアが、自分の手を重ねてきた。

　ノトは手を止めて、うつむく。

　ラキザミをおんぶしているノトの絵が見えて……また、涙がぽたぽたと落ちる。

「いいんだよ。ノト……泣きたい時は、泣いてもいいよ」

「レンビア…………！」

　ノトはレンビアにしがみつくようにして、顔を伏せたまま泣き続けた。

「今日だけ……ずっと、こうしててあげるよ……」

　レンビアはノトの頭を抱きとめて、静かにそう言った。

　その声もまた、やはり、涙声であった。



　翌日。

　新宙軍の詰所を出たノトとレンビアは、ラタラの留学生たちのところに無事を報告しにいったナキアミとひとまず別れてノトの家へ向かった。レンビアに心配そうに見守られながら、ラキザミのことばかり考えてうじうじしていたノトは言葉少なに町を歩き、歩き……

　ノト屋の見える角を曲がったところで、ぴた、と立ち止まった。

「ラキザミ……!?」

　閉ざされたノト屋の扉の前に、ワンピース姿のラキザミがヒザを抱えて座っていたのだ。

「ラキザミ……ははっ、ラキザミ……！」

　ノトはそこに駆け寄ろうとして、でも膝ひざが震えて――

　べた、と地面に転んでしまった。

　顔を上げると、ノト屋の前には誰だれもいない。

　幻、だったらしい。

「……大丈夫？　ノト……」

　心配そうなレンビアに引き起こしてもらいながら、ノトは頭をぶんぶん振った。

　――情けない。

　こんなことじゃあ、ラキザミだって呆あきれるだろう。

　さすがにクヨクヨし続けている自分に愛想が尽きてきて、ノトは立ち上がりながらばしばしと自らのほっぺたを叩たたいた。

　そして、出ていった時と何も変わらない自宅を見上げる。

　ラキザミが守ってくれた、この家を。

「レンビア」

　レンビアに振り向きながら、ノトはムリヤリにマジメな顔を作った。

「予言の話、サベラから聞いてるよな」

「え、あ、うん。８５１年10の月――ガルナの街を、天から墜おちる球が襲う――額ひたいに×ノト印を穿うがちし少年の家が、その落地となる――ってやつよね」

「ああ……予言なんて、あてにならないもんだよな」

　話しながらノトは、ラキザミが守ってくれたこの家を、あの部屋を、今こそレンビアにあげる時だと思った。

　――救ってもらった全すべてを、ムダにしてはいけない。

　これから、それを使って、ラキザミの分もいっぱい生きなければ。

「ネロで話したこと、覚えてくれてるか」

「え、う、うん」

　急にしっかりと喋しやべり出したノトに、レンビアは緊張の面おも持もちでこくりとうなずく。

「あの時も言ったけど、俺おれ――あの部屋、お前のために作ったんだよ」

「…………あ……」

　レンビアは翠みどりの目を、見開いた。

「お前、明日が叙爵式なんだろ。でも、まだ貴族になるまで１日ある。今日１日だけでもいい、レンビア……俺と、ここで……」

　ノトは真っ赤になりながら、ネロで言ったことを改めて繰り返そうとした。

　レンビアはなんでか、家の方を……というか、もうちょっと上を驚きの表情で見ている。

「一緒に、暮ら――」

　ノトが、そう言いかけたとき。

　レンビアが、どて、と後ろ向きに尻しりもちをついた。新宙軍指定の赤いスカートの下で、またしても、今度はピンクと白のしまパンが丸見えになる。

　な、なんだ。部屋をもらって感激するにしては、なんだか変なリアクションだ。

「？？？」

　ノトはレンビアが目をまんまるにして見ている、ノト屋の上空に振り返った。

　――そのとき。



　がっしゃああああああああああああん！！！



　ノトの家に、天から白い球体が墜ちてきた。

　それはちょっとした馬車ぐらいの大きさをした人工物で、その真上には白いパラシュートがまあるく広がっていた。

　玉は家の屋根を破壊しながら貫き、ばきばきと建物の中にめり込んでいく。

　屋根の上に伸びていたパラシュートが、そよ風に吹かれて垂れてきて――

　呆ぼう然ぜんとするノトとレンビアの上に、ふぁさー、と、おおいかぶさるのであった。



　２人してパラシュートから出ると、周囲には騒ぎを聞きつけたご近所の人々がわらわらと集まってきていた。どうしたんだ、いったい何があったんだよと口々に聞いてくるが、逆にこっちが聞きたい。

　ノトは慌あわててノト屋に駆け込み、なにげに無事な１階を抜け、大おお慌あわてで２階――レンビアの部屋に飛び込む。中は戦争と地震と台風がいっぺんに来たみたいにぐちゃぐちゃになっていて、そのど真ん中を、天から降ってきたでかい玉が占領していた。

「ちょっ……こ、これ……なんだよ……！」

　この玉、いったい何なのか。

　おそるおそる近付くと、玉の表面には何やら窓のようなものがある。ていうか、なんだか宙軍でおなじみの大気圏突入カプセルに似てるような気もするのだが……

　と、ノトがこわごわ窓をのぞきこむと、中には何やら柔らかい布のようなものが膨らんでいて――

「らっ……」

　眠るように眼めを閉じた、宇宙服姿の、

「ラキザミ！」

　の、姿が、あった。

　ノトの声に応こたえるように、玉の表面が一部分、オレンジの皮をむくように開く。

　ぶしゅううう……と煙を出しながら中が換気されて……中にいたラキザミが、ぱち、と鳶とび色いろの目を開き、なにげに淡々と玉から出てきた。

　床の瓦が礫れきに降り立ったラキザミは、がちゃがちゃがぽっと自分で宇う宙ちゆう兜かぶとを外す。

「すみません、ノトさん。手前の広場に降りるつもりだったのですが、同乗者の体重を若干読み違えたせいで、家に墜おちてしまいました」

　なんだか分からないことを抑よく揚ようのない声で言うラキザミに、ノトは金魚のように口をぱくぱくさせる。

　どこからツッコめばいいのか、分からない。

「……え……これって……っ!?　い……生きてるの……!?」

　レンビアの声に振り返ると、玉の中にはもう１人、眠るように動かない――

「アローレン!?」

　までもがいたもんだから、ノトはその場にひっくり返ってしまう。

「死んではいません。清素シルフエン欠乏症で、一時的に意識を失っているだけです」

　ラキザミは宇宙服の手袋を外しつつ、何事もなかったかのように言う。

「おっ、おまっ……なんで……おまえ、おまっ……」

　二の句を告げずにいるノトに、ラキザミはその人形のように端正な顔で振り向いた。

「怒らないで下さい。ご自宅を壊してしまったことは謝りますが……軌道の高度を上げるために姿勢制御用の燃料をほとんど使ってしまったので、微調整が難しかったのです。地球を何度も回って、ガルナに正確に降下できる軌道に乗るのも大変だったのですよ」

　なんだか論点のズレたことを言ってくるラキザミは、やっぱり本物のラキザミだった。

　生きている。幽霊じゃない。彼女は、生きていたのだ！

　ノトはとにかく驚いて、驚いて、驚いて――

　それから、心が爆発するように嬉うれしさでいっぱいになるのであった。



　馬車を呼んでアローレンをガルニア軍の病院に運び、半壊した自宅に戻ると……ラキザミは２階の玉のそばでヒザを抱え、すーすー寝ていた。

　今すぐにでも起こして事のあらましを聞きたかったノトとレンビアだったが、その天使のように美しい寝顔にはかなわなかった。

　というわけで仕方なしに毛布を肩にかけて寝させてやり、その翌朝――

　叙爵式のために登城するレンビアを見送ると、ノトはラキザミを起こし、朝食を一緒に食べながら「どうやってあのネロから生還できたのか」とさっそく尋たずねてみた。

　するとラキザミは「ではご説明のためにも、１日私に付き合ってください」と言ってきて……食後、ビアラ島で買った空色のワンピース（ノトは遺品のつもりでとっておいていた）に着替え、ノトをガルナの中心街にある時計屋に引っ張っていった。

　そしてそこで、ノトはラキザミにコインぐらいの大きさの歯車を買わされた。

　なんでそんな物をラキザミが欲しがるのかサッパリ分からないノトは、分からないままに、今度は乗り合い馬車に乗りましょうと言われ――

　馬車でガルナから南へ向かうこと、１時間。

　２人は今、ガルナの郊外にあるエレノア川のほとりを歩いていた。ちょっと不自然なくらいにまん丸な池に出ると、ラキザミはそれを回り込むようにして林に入る。

「こんなとこに、何かあんのか……？」

　ノトは茂みをかき分けて彼女の後についていき……そして、驚きに目を見張った。

　そこには、ノト屋に墜おちてきたのと全く同じ『玉』こと、白い大気圏突入カプセルが隠されてあったのである。

「こ、これ……」

「これは私が未来から乗ってきたカプセルです。最初はパラシュートなしで、カプセル内部にスプーマあぶくを展開させての着陸でしたので、あのクレーターができたのです」

　池を指して言うラキザミに、ノトはまた目を丸くした。つまり今のあの丸い池は、ラキザミが作ったものなのだ。

「で、でもこれ、お前が俺おれん家ちに墜ちてきたのと同じ……」

　カプセルを見ながらノトが言うと、ラキザミはちょっと呆あきれたようにため息をついた。

「おじいさまは理解力のない人ですね。先日もお教えしましたが、これは状態の『複写』と言います。あなたの形見のこの短刀が２本あるのと、同じ現象ですよ」

　そう言いながら、ラキザミは自分のスカートをペロッとめくった。

　彼女の太ももには、ノトの守り刀――いまノトが腰に差しているのと同じ、黒塗り鞘さやの短刀だ――が、革ヒモで留められている。

「未来から過去に物を持ち込むと、物は一時的に増えたように見えます。このカプセルもそれと同じで、今から私が過去に送り込んだことで２つになったように見えているのです」

「今から？　送り込んだ？」

「そろそろ時間です。従って、説明は中断しますが……見ていれば分かることでしょう」

　と、ラキザミはスカートのポケットからさっき時計屋でノトに買ってもらった小さな歯車を取り出した。

　そして、カプセルの出入口をがぽっと開くと、歯車を中に置き、代わりに複雑な模様の描かれたシーツのようなものを取り出してきた。

　シーツの表面に縫い付けられてあった小さな布をいくつか不規則に取り外すと、ラキザミはそれをカプセルに貼はり付けるようにする。

　そして、待つことしばし……

　太陽と自分の影をチラチラ見ていたラキザミが「今です」と言った時、シーツから金色の光がぱぁっと漏れてきた。

「うおっ」

　まぶしい光に、ノトは見覚えがあった。

　これは、『物質転送テレポーテ』の魔法が発動するときの光である。

　と、思うヒマもなく――突入カプセルは、煙のようにその場から消えていた。

「――ありです。ピッタリのタイミングです。この時刻と方位であれば、８日３時間19分７秒前、ちょうど私とおじいさまが別れた直後のネロにカプセルを送り込めたハズです」

　そう語るラキザミの言葉に……

　ノトはなんとなく、ラキザミが生還できたカラクリが分かったような気がしてきた。

　つまりは、こういうことなのだろう。

　月まで飛んだレンビアが、10年もの過去に飛ばされてしまったように――物質転送テレポーテの魔法陣とは、その飛ばす距離に応じた時間遡そ行こうを伴う。

　今のセリフから類推するに、ラキザミは自分が乗ってきた突入カプセルをはるか彼方かなたの上空――大気圏ギリギリのところまで『物質転送テレポーテ』で送ったのだ。

　ノトはラキザミほど計算ができないから正確には分からないが、その長距離の物質転送テレポーテには、８日と３時間なにがしという遡行が伴うのだろう。

　そのときのそこには、ネロがあった。

　ラキザミはそれを狙ねらって、過去の自分のところにセルフサービスでこのカプセルを送り届けたのである。壊れてしまった立体魔法陣キユビ・マギルスを直すべく、小さな歯車を１個、乗せて。

　――ネロに残されたラキザミはその歯車で立体魔法陣キユビ・マギルスを起動させて邪黒龍デロンを呼び出すと同時に、くたばりかけていたアローレンを回収しつつ、宇宙空間に逃のがれたのである。

「……っはぁー……そんなん、ありかよー……」

　苦笑いしながら言ったノトに――

「ありです」

　ラキザミは全くいつも通りの調子で、そう答えるのであった。



　夕方、こんどは荷馬車をヒッチハイクしてガルナに帰ってきたノトとラキザミは、ちょっとした夕立にあった。ノト屋にほど近い広場の辺りで雨宿りしていると空はすぐに晴れ、茜あかね色いろの夕焼けが平和な町を照らしていた。

　広場の中心には、リンゴの木が１本ある。

　それは子供のころ、木から下りられなくなったレンビアをノトが助けて、額ひたいの×型の傷ができてしまった――思い出のリンゴの木であった。

　秋の訪れを人々に報しらせるように、枝には１つ、真っ赤なリンゴがなっている。

「あのさ。俺おれ、１個だけどうしてもまだ分かんないことがあるんだけどな」

　木の下で立ち止まると、ノトは夕焼けの中に立つラキザミに問いかけた。

「なんでしょう？」

「お前が来た世界って、なんつーか……かなり滅ほろびてたんだよな」

「はい」

「でもな。まぁお前も知ってるみたいだけど、俺、月面で27歳のレンビアに会ってるんだ。で、そのレンビアは、ネロのことなんか一言も言わなかったんだ」

　そう言うと、ラキザミは少し考えるような顔をする。

「この時代には無い学問ですが、時間学、というものがあります。おじいさまの頭にも分かるようにご説明するのは、少々難しいのですが――」

　なんだかカチンとくる言い方だが、ノトはとりあえずグッとこらえて黙って聞く。

「歴史の流れとは、１本道ではありません。ちょうどこのリンゴの木のように枝分かれしつつ、多様に分岐しながら同時に伸びていくものなのです。つまり、ネロが襲来して――」

　と、ラキザミは木の幹から、折れている枝のほうに指を進める。

「滅びてしまった歴史もあり、一方で、今回のように存続した枝もあるのです。27歳のレンビアさんは、その存続の枝から来たのでしょう」

　今度は力強く伸びた枝のほうを指しながら、ラキザミが説明する。

「へ、へえー……」

「歴史は常に、様々な出来事によって分岐を続けています。アローレンがネロを召喚した時点で、この世界の歴史の枝は滅亡のコースに乗っていました。私はそこに生存の枝を分岐させるために、未来からやってきて、歴史を変え――」

　さっさっと枝を指しながら、ラキザミは最後に小さなリンゴを指した。

「そしてそこになっているリンゴのように、命は続いたのです」

　リンゴを見上げながら、ノトは……半分は謎なぞが解けた気分であった。ラキザミの説明は難しくて完全には飲み込めないが、まぁ、なんとなく分からないでもない。

　まー……とにかく。

　と、ノトは苦笑いしながら空を見上げた。

　今ここにいるノト、そしてラキザミは、確かに生きている。レンビアも、ナキアミも、ついでにアローレンも、みんな助かった。

　なら、結果オーライというヤツだろう。

「で、お前はこれからどうするんだよ。元の時代に帰るのか？」

「はい、いずれは。ただ、いろいろ課題があって――ご存知かもしれませんが、長大な距離を『物質転送テレポーテ』した物を出発時刻に還かえす魔法には、極めて質の高い魔力を含む高価な物質が必要となります。私の帰還にはおよそ、数十億金アダガの資金が必要となるでしょう」

「うぉ……そいつはキビシイな……」

　その話に、ノトは頬ほおを引きつらせた。

　てことは、ラキザミはしばらくこの時代から帰ることはできなさそうだ。

「じゃああれだな、俺おれ、レンビアとできるだけケンカしないように頑張るよ。祖父母が険悪になって、お前の存在が希薄になって……だっけ？　倒れちまったら大変だからなぁ」

「ああ、それ」

　言い忘れていました、というような顔で、ラキザミがノトに振り向く。

「もう、ケンカなさってもいいですよ。私はどうせこの時代の人には信じてもらえない未来の話は今後ともしないようにしますが……ネロのことが解決した時点で、この歴史は、私が元いた歴史との直接的な連続性が無くなっているのです。つまりもう、違う枝の中にいるわけですから……仮に祖父母が結婚しなくても、影響を受けないのです。なので――」

　そう言うと、ラキザミは指をおりおり名前を挙げ始める。

「ナキアミさんと子供を作っても、私の存在は影響を受けませんよ」

「ぶ！」

「サベラさんとでも、ユァンさんとでも、たぶん私とでも大丈夫です」

「ちょっ！！！」

　ノトは真っ赤になって慌あわてながら、時々トンデモないことを言うこの孫娘に引きまくる。

「……もののたとえですよ」

「もののたとえを真顔で言うな！」

　両りよう拳こぶしを上げて頭から湯気を出すノトに、ラキザミはピンと指を立てた。

「つまりです、おじいさま。私が存在しているからといって、安心してはいけませんよ。私の歴史の枝では、あなたとレンビアさんはご結婚された。しかし、この歴史の枝ではどうなるか分からないのです。歴史は常に分岐し、何が起きるか分からないのですからね」

「……へいへい……」

　がりがりと頭を掻かきつつ、ノトは適当にうなずいておいた。

　ふと顔をラキザミに戻すと、ラキザミは――

　ノトと同じその鳶とび色いろの瞳ひとみで、静かに空を見つめていた。

「ああ。あれが、本物の……」

　その時、ラキザミは――かすかに、しかし、確かに笑顔になっていた。

　ノトが彼女の視線を追うと、そこには……通り雨がプレゼントしてくれた、七色の、見事な虹にじの橋がかかっているのであった。

　――まるでこの世界が、ラキザミを歓迎しているかのように。



　さすがは伝統あるガルニア王国、予言部。

　結局、彼らの予言は当たってしまったわけで――

　ノト屋の修理は、これまた大変な作業だった。

　ラキザミの突入カプセルは飛竜ワイバンを使って新宙軍の事務所に空輸してもらい、保管してもらうことになった。というわけで玉は片付いたのだが、今度は２階と３階の床板と天井を修理しなきゃいけないわけで、直るには直ったが、これにはお金がすごくかかった。そんなわけで素す寒かん貧ぴんに戻ってしまったノトが、またあくせく働く日々を送っていると……

　ある夜、閉店直後のノト屋に珍しいお客さんがやってきた。

「――おーう元気でやっとるかノト！」

　ばさっ、と扇を広げたその音に、ノトは慌あわてて振り返る。

　見れば、もう少しお忍びモードになれよと思ってしまうぐらい堂々と真っ赤なおべべを着たユァン陛下と……そのユァンを抱っこしているサベラと、ナキアミの姿もあった。

　どうやら今日は新宙軍の集まりがあったらしく、サベラとナキアミは制服姿である。

「へいへい元気でやっとりますよー。陛下もゴキゲンうるわしゅうー」

　一応相手は王様なので、ノトは上物のコーヒーを淹いれてやることにする。

　そして、テーブルを囲んだ一同にカップを並べながらナキアミの方を向いた。

「――ナキアミぃ、ラキザミとは仲良くやってるか？」

「とっても。ナキがいない時は、ラキちゃん、ナキのお仕事のかわりをしてくれてるよ」

　ラキザミはあれからノト屋でウェイトレスを始めたのだが、あまりにも愛想が悪かったので（むしろそれがいい！　という客も一部いたが）、今はラタラ貿易に転職している。

　これが適材適所だったようで、人間計算機カリキユラトリエのラキザミはいま、天才的な商才を発揮しているらしい。ラタラの留学生たちからの信頼もすでに厚く、部屋をもらって住み込みで働いているのだ。

「……実はな、ノト」

　こないだアローレンにしてやられて以降ちょっとしおらし気味のサベラが、今日はさらに控えめな喋しやべり方で切り出してきた。

　なんだろう。

「今日はな、大ネロの件で……ちょっとした報告をしにきたのだ」

「大ネロ？　あの、ヒドラン爆弾で吹っ飛ばした方のやつか」

「ああ、それがだな」

「まさか、また墜おちてくるってんじゃねーだろーな」

「いや、そうではないのだがな」

　と、サベラは弱ったような感じで、ナキアミに説明を促うながすような視線を送る。

「うん、それはないよ。大ネロは地球を逸それたの。もう落ちては来ないの。それは間違いないんだけど、でも、そのね……」

　ナキアミが耳をちょっと垂れさせながら、両手の人さし指を自分の前でつんつんと突き合わせる。

「？」

　ノトはちょっと顔をしかめた。

　なんだろう。みょな空気だ。

「あのね……大ネロは細長ぁーい長楕だ円えん軌道で、地球を７年ぐらいぐるぐる公転したあと、月の摂せつ動どうの影響で宇宙の彼方かなたに飛んでいくってことが分かったの。重力は極ごく々ごく小さいから、潮ちよう汐せきには何の影響もないんだけどね、えっと、つまり、分かりやすく言うとね」

「？？？」

「……月、１個増えちゃった」

「ぐは！」

　てへ、とごまかし笑いをしたナキアミに、ノトはイスごと真後ろにひっくり返る。

「ふ……増えちゃった、で済ませられる出来事じゃないだろそれは！　常識的に考えて！」

　ひっくり返したコーヒーカップをかぶりながら起きあがってきたノトは、あわあわと口を震わせながら叫ぶ。

「いやー、黒くてよく見えんのが難点ぢゃがの！　これからは月見の楽しさも２倍ぢゃ！　あっぱれぢゃ！　でかした！」

「で、で、でかしすぎだろ！」

　扇を掲かかげて誉ほめてくる新宙軍の最高責任者に、ノトは震えながらツッコんでおく。

「ノト！　ネロには、大量の鉄と氷があったそうぢゃな!?　それは、ぢつは素ン晴らしいコトなんぢゃぞ!?　見ろ！　妾キエはそのネロを利用して火星に行く新しい計画を立てた！　ほれ、これがその計画書ぢゃ！　お前、宙士アストロとしてこれに参加せい！」

　しゅらりん！　と袖そでのたもとから出してきた巻物――おそらく、火星行きの計画書だ――をテーブルに広げ、ユァンはツノみたいな髪をピコっと立てながら満面の笑顔になる。

「や、やめてくれぇええええ！」

　ノトはイスを蹴けり倒しながら、店主のくせに、店からダッシュで逃げ出した。

　そして、こらまてー！　と背中に叫んでくるユァンに、大声でこう叫ぶのであった。

「俺おれぁーもう、宇宙なんてこりごりなんだよ!!」



　レンビア・ラ・ビアラ。

　それが、麟りん爵しやくとなったレンビアの新しい名前である。

　ガルニアでは、貴族しか名字を持たない。平民が貴族に叙爵されるときは新しく名字を作ってもらえるのだが、レンビアは、新しくもらった領土の名を名字にもらっていた。

　つまり――その名で分かるとおり、レンビアはガルナの屋敷ではなく、アローレンという主あるじを失ったビアラ島を領土としてもらったのである。

　だって、ほっとけないでしょ。あんな話聞いちゃったら。

　とは、ネロでアローレンの身の上話を聞いたレンビアの談である。レンビアは領土を自治気味にしながらときどき飛竜ワイバンを借りて様子を見に行きつつ、その様子を獄中のアローレンに話しにいき、ついでにいろいろかの地の管理について学んで、しかも大学院では自分のライフワークである『物質転送テレポーテ』の研究もするという、超人的な日々を送り始めた。

　……そんなある夜。

　大学院から出てきたレンビアを、校門の辺りでノトが迎えた。

　レンビアは、さすがにたまには休まなきゃ、ということで、今夜から明日にかけてはオフにすると前から言っていた。

　ノトにしてみれば、これは千載一遇のチャンスである。

　実はノトのストーキング気味な調査によると、今までにも増して各地を飛び回るようになったレンビアは決まった住居を持たず、各地の高級なホテルを転々としているらしかった。煉れん瓦が長屋の部屋は後輩の魔法陣師アラベスカにゆずってしまい、なんでか、ガルナには決まった住居を持っていないらしい。

　なら。

　と、ノトは今夜、改めてレンビアにノト屋の２階をプレゼントするつもりであった。

　もちろんあの部屋は貴族さまがお住まいになられるにはみすぼらしい造りなのだが、最近のレンビアは週に２～３日しかガルナにいない。その間、短期滞在するぐらいなら――むしろ気楽でいいだろう。メシつき酒つきだし。

　そんな理屈を頭の中で組み立てながら、ノトはレンビアと一緒に夜の町をノト屋に向かって歩いていた。

　――貴族になったレンビアは、宮廷魔女の学院服を着ていた。

　宮廷魔女とは面倒くさいもので、宮廷にいる時、魔導宮にいる時、大学院にいる時でそれぞれ制服が違う。しかもそれぞれに夏服と冬服があり、さらに私服やドレスも必要なのだというから恐れ入る。

　レンビアがいま着ているのは大学院用の制服で、上は紺色に金ボタンのブレザー、下はチェックのスカートである。学校ということでなにげに控えめなデザインで、魔法陣師アラベスカの制服ともちょっと似ているのだが、どっこい、チェックの柄が違う。

　白地の布に薔ば薇ら色いろと鴇とき色いろの線が入ったこの柄は、由緒正しいエリート中のエリート――宮廷魔女しかはくことを許されない、みんなの憧あこがれのスカートなのである。

　そんな女の子を連れて歩いてるというだけで、ノトはもう緊張してしまう。

　中身は同じレンビアのハズなのだが、やっぱり、セレブになってからはオーラが違う。

「ねえあのさ、ノト屋の２階さ」

　いきなりレンビア麟りん爵しやくさまが部屋の話を切り出してきたもんで――

　ノトは、頭の中が真っ白になってしまった。

「あ、ああ」

「まだ……空あいてる？」

　翠みどりの吊つり目でこっちをのぞきこむように言ってきたレンビアに、ノトは頭が取れそうなぐらい首をぶんぶん縦に振った。

「あいてるあいてるガラ空き！　ネコの子一匹いない！」

「そ、そんなに強調しなくてもいいわよ」

　ノトの異様なテンションにちょっと引きつつも、レンビアは苦笑いした。

　チャームポイントの犬歯が、に、と月光の下にのぞく。

「じゃあさ、今夜……お借りしてもよろしいかしら？」

　照れ隠しにかわざと貴族喋しやべりを混ぜながら、レンビアが言う。

「い、いつでも泊まりにこいよ。あそこ、お前の……部屋なんだからさ」

　そうノトが言うと、レンビアはかぁーっと赤くなりつつ、ものすごく嬉うれしそうに笑う。

　そしてその笑顔が恥ずかしいのか、ノトから顔を逸そらして夜空を見ながら歩き出す。

　ノト屋が見えてきてしまった頃ころには、ノトも急に恥ずかしくなってきて、レンビアの方をマトモに見られなかった。

　２人は王立劇場でやってる最新の劇についてとか、最近の流は行やり歌とか、次の聖サナターン祭の話とか、とりとめのない会話で時間を埋めつつ――

　ノト屋についてしまった。

　ノトは……ちょっと震える指で、扉を開ける。

　ああ、レンビアがついに、あの部屋に泊まってくれる。

　ネロから守りきり、さらに崩壊と修復という数奇な運命をたどったが、それらもきっと今夜という夜を迎えるために亞大陸六神フアステスマ・セイがノトに与えた試練だったのだろう。

　１階に入ると、街の時計台が夜10時の鐘を打った。

　まだまだ夜はこれから。いいカンジの時間が始まったばかり、といったところだ。

　ノトは人間計算機カリキユラトリエ並みの処理速度で、今夜の計画を脳内でおさらいした。

　――まずはお部屋をお見せして、くつろいでもらうためにお茶とお菓子をそこに運ぼう。

　それからしばらく雑談してお互いの緊張を解きほぐした後、秘蔵のブルーベリー酒をふるまおう。

　そして、深夜０時あたりを目標に、夏の公園でのキスの――やり直しをしよう。

　そしてそして、あわよくばそのまま、大人の階段を……

「俺おれは階段を上るぜ！」

　つい口に出して言ってしまってから、はうぁ！　とノトはレンビアの方に慌あわてて向き直る。

「？」

「あ、いや、うち、ほら、その階段けっこう急だから気をつけてな！　あはあはあは」

「うん、気をつけるね」

　素直にニッコリ笑ったレンビアの笑顔も、いい意味でちょっと固い。

　今夜、マジで、何かが起きる気がする。

「じゃ、じゃあさ、さっそく部屋を見せるよ。ラキザミに壊されてから改装したんだけどさ、内装とかも、貴族さまがお住まいになれるよう、ちゃんとしたんだぜ」

　ノトはもう地に足がつかない思いで階段を上り、レンビアもレンビアで、店の窓ガラスでちょっとツインテールを結び直したりなんかしながら２階に上がってくる。

　２階の扉の前に、２人はカカシのようにガチガチになって立つ。

　がんばれノト！

　今こそ、勇気を出せ！

「では、１名様ご案内！」

　ノトは声を裏返らせながら、取っ手に手をかけ――ばばん！

　と、扉を開けた。

　その中には――

「おかえりノト。遅くまでおつかれさまでした」

　にこにこ、と、床に正座して三つ指をついてノトを迎える――

　藍あい色いろのラタラ族の民族衣装を着た――

　ナキアミの、姿があった。

「お食事にする？　お風ふ呂ろにする？　それとも……って……あら。お客さんをお連れしているのね？」

　終始笑顔で言ってくるナキアミだが、最後の一言だけ刺すような視線でレンビアの方をギロッと見た。こええ。ルージーンみたいだ。

「ちょ……お前……なんで……！」

　ノトがガニ股またになって後ずさると、

「ラキちゃんがね、『ノトさんが魔法大学院に行ってるみたいですが、あの人は勉強を始めたのですか？』って聞いてきたから……ナキ、ノトえらいなーって思って、疲れを癒いやしてあげに来たの」

　ナキアミはレンビアを無視するように、ノトにニコニコと微笑ほほえみかけてくる。

　ああ―――。

　ああ―――ラキザミ。

　ラキザミは『家族の共感フアミラ・シンパシア』で、ノトの居場所がいつでも分かるのだ。

　そんなだから、らしくない所に行っていたノトのことに気づいたのだろう。

　しかもその情報を伝えた相手が、よりによって人間計算機カリキユラトリエのナキアミときている。ノトが勉強するわけがない→レンビアに会いに行ったに違いない→この時間帯に会うのはアヤシイ→あの部屋がアヤシイ、と、一瞬で計算できたに違いない。大正解だ。

「――――！」

　いまだかつて無い強大な殺気を感じて、ノトは振り返る。

　そこには――

「…………ノト！！！」

　翠みどりの目をぎらりと光らせ、鬼のような犬歯をむいた、レンビア麟りん爵しやくさまのお姿が。

「あぅ……い、いや……これは……お、俺おれは悪くな……ッ」

　ノトは自己弁護を始めようと思ったが、このモードのレンビアにはもう何を言っても通じない。それは経験上、身をもって知っている。

　今のノトにできることは――己おのれの命が明日もあることを、天に祈ることだけだった。

「ネコの子一匹いんだろ！！！　このバカノト！！！　エロノト！！！」

　がしい！　っと首を絞めてきたレンビアに、ノトはブクブクと泡を吹きつつもがく。

「ナキのノトになにするの！　無法者は出ていってください！」

　そんなレンビアのツインテールに、ナキアミがつかみかかった。

　ぎゃあぎゃあ、ぎゃあぎゃあ、どたばた、と暴れる３人に、ばん！　と扉が押されて――

　表に『レンビアの部屋』、裏に『ナキアミの部屋』と書かれた表札が、落っこちて、コマみたいにくるくる回って――ぺき。と割れた。

　戦場は扉から階段、階段から１階のレストラン、続けてさらに屋外へと移っていき……

　ずたぼろの３人は、次々とノト屋の店先に転げ出た。

　目のまわりに青タンを作ってふらふら立つノト。

　宮廷魔女のスカートが破けて、原始人のようになってるレンビア。

　ノト屋のホウキを杖つえのようにして立つナキアミ……は、力尽きて、どて、とひっくり返った。

「お、お前……これは！　誤解だってば！」

　なんだかこの間と全く同じシチュエーションに涙目になりつつ、ノトはレンビアに叫ぶ。

「ていうかお前、ネロで俺のこと『好き』って言ってくれたじゃんか！　好きなら、ちょっとは信じてくれよっ！」

「――えっ……あ……！」

　レンビアはネロで自分がノトに告白したことを思い出したらしく、たじろぐ。

「い、言っただろ!?」

　ノトが念を押すと、レンビアは　ぼぼぼぼ、と赤くなって翠の目を丸くした。

　そして、ばし、と両手で両耳を塞ふさいだ。

「あーあーあーあー！」

　急にアブない感じで大声を出しながら、レンビアはぶんぶん頭を振る。

　ツインテールがしゃらりしゃらりと、カワイく波打つ。

「あーあーあー！　きーこーえな―――い！！！」



　と、いうわけで。



    

  
    
      



    

  
    
      　ネロでの告白は、こうして強引になかったことにされ――

　そんなノトたちの頭上では大きな満月と――満天の星空のどこかにある２つめの月が、最初のダンスを踊り始めたのであった。



（了）



    

  
    
      
あとがき



ノト　　　この本の主人公　（表紙にちっこく漂ってる男）

ラキザミ　無表情美少女　　（表紙でおんぶされてるはいてないの子）



■『ノト屋』にて　深夜



ノト「よーし。今夜の掃除、終わりぃーっと。悪かったな。閉店後も手伝わせちゃって」

ラキ「いえ。――毎週土曜日は、ノト屋のウェイトレスとして働く日ですから」

ノト「ああ……おかげで最近、土曜だけ来てくれるお前目当ての客が増えてるんだよな。お前、けっこう売上に貢献してくれてるぞ。メイド服も意外に良く似合ってるし」

ラキ「ありですか？　こういうヒラヒラの服」

ノト「ありあり。無表情顔とのギャップが萌もえー、だ」

ラキ「モエー、という言葉はよく分からないのですが……」

ノト「まぁ、それはさておきだ。ところでこの手紙を見てくれ。こいつをどう思う？」



　　『　あとがき　たのんだ　』



ラキ「なんですかこれは。差出人は……赤あか松まつ、中ちゆう学がく？　ああ、この本の作者の人ですか」

ノト「ああ。それがな。中学、今回も『あとがき』が書けなくて雲隠れしちまったんだと。で、俺おれたちが代わりに何か言えと、そういうことらしいぜ？」

ラキ「なんというダメな人でしょう。行方ゆくえが分からないのですか」

ノト「まぁ、どうせ中学のことだから……ガレージであの古風クラシツクなバイクを修理してるか、運河にかかる橋でシガリロでも吸ってるか……だろうけどな。で、どうするよ？」

ラキ「どうしましょう。私は……案、なし、です」

ノト「んー。じゃあさ、お前、お客さんに何かサービスしろよ。そうだな。いつだったかみたいに、カワイイ笑顔になってみろ。いつも無表情な分、ギャップが萌えーだぞ」

ラキ「………（ニカ）………」

ノト「……ぷっ」

　　　ぐいっ

ノト「あだっ！　あだだっ！　耳っ！　耳ちぎれる！　引っ張っちゃらめええええぇ！」

ラキ「問題です。人の努力をあざ笑った人は、その後、なんと言うべきでしょう？」

ノト「ごめんなさい！　すみません！　許してくださいラキザミ様あぁいだだだだっ！」

ラキ「正解です。ではみなさんごきげんよう。３巻もよろしく」



平成二〇年一月　ノト＆ラキザミ拝
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